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    勇者と勇者と勇者と勇者


    
      川岸殴魚
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    １「勇者って名乗ってるだけの無職じゃん！」


    ２「クエストなんてコネのある奴で枠は埋まってんだよ」


    ３「僕はね。アイテムの可能性を追求してるんだよ」


    ４「努力って言ったって、どうせ枕なんじゃないの？」


    ５「えっ、落とし穴落ちないの？　人気の落とし穴なのに」


    ６「コーポ勇者はペット禁止だからな」


    ７「ルディは売れても全然変わらないね」


    



    エピローグ

    　「……まあ、コネっぽい奴らばっかりだったしな」


    あとがき
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    　バルティカ大陸の最高峰、不ふ帰き山ざん。その頂いただきには人間界を見下ろすようにそびえ立つ魔王の城があった。それは人類にとってつねに最大の脅威であった。


    　二十五年前、偉大なる勇者フレイズがついに魔王の城に辿たどり着いた。


    　フレイズと魔王の死闘は七日七晩続いたといわれる。八日目、ついにフレイズのロングソードが魔王の心臓を貫いた。死を悟った魔王は残されたすべての魔力を使い、フレイズを道連れにする。フレイズもろとも魔王の城は消失した。


    　フレイズと魔王がその後どうなったのか誰にもわからない。城ごと異次元に消えたとも、完全に消滅したともいわれている。


    　魔王は消えたが、人を喰くらう怪物たちが消えることはなかった。しかしそれは人間もまた同じ。


    　フレイズを失っても、フレイズの意志を継つぐ者たちが現れた。あまたの勇者たちが名を上げようと、我も我もと大量発生したのである。


    　偉大なる二に番ばん煎せんじの時勢。


    　すなわち大勇者時代──いや、

  


  
    ──大勇者〝あまり〟時代の到来である。
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    　──ルディ・シュミットは勇者である。


    　勇者の朝は早い。日の出と共にベッドから抜け出る。


    　昇ったばかりの朝陽は王都アリアの高い城壁にぶつかり、ルディの部屋までは届いていない。部屋の窓から見える城壁の上部をぼんやりと照らしている。


    　まだ暗い部屋の中でルディは黙々と旅装を調ととのえる。部屋着から動きやすく丈夫な厚手の布製の服、いわゆる〝旅人の服〟に着替え、手早く数日分の食料を革のバッグに詰め込む。そして自らの背丈にも匹敵するロングソードを背負う。


    　部屋を出る前に鏡を覗のぞき込む。娘さんを救出するに相応ふさわしい青年勇者の姿が映っている。


    　──あまり時間はないぞ。急いで街を出ないと。


    　ルディは鏡に映った自分に心の中で話しかける。


    　王都の隣村で村長の娘さんがオークに連れ去られる事件が発生し、村人たちは勇者による救出を待っているのである。幸いにしてルディの住む、新人勇者のための賃貸物件〝コーポ勇者〟から距離は近い。徒歩でも一時間ほどの距離だ。


    　ルディはそっと自分の部屋のドアを開けると、物音を立てぬように静かに廊下を進み、住人の共有スペースであるリビングへと向かう。


    「あっ、ルディおはよう」


    　ルディの姿を見つけて小さく手を振ったのは、コーポ勇者の住人のひとり、ナディーネ・クラーンであった。かなり前から起きていたのか、朝食をすでに食べ終わり、ソファーで食後のお茶を飲んでいる。


    　──ナディーネ・クラーンもまた勇者である。


    　ルディと同年齢の十八歳。ゆるいカールのかかった艶つやのあるブラウンの髪の女の子、少し目じりの下がった優しげな目、穏おだやかな笑顔。おっとりとしたその風ふう貌ぼうと口調はまったく冒険に縁遠そうに見えるが、ルディとともに勇者専門学校を卒業したれっきとした勇者なのだ。


    「隣村の村長の娘さんが大変らしいね」


    「ああ、そうなんだ。へー。物騒な世の中だな。ふーん」


    　ルディはとぼけながら、心の中で猛烈に舌打ちする。


    　……やはり知っていやがったか。まあ、真ま面じ目めなナディーネが知らないわけがない。


    　なぜならこのクエストはネット上に常時アップされる勇者専門求職サイト〝タウンワーク勇者〟に掲載されていたのだから。


    



    職種：オークの群れから娘さんを救出するだけの簡単なお仕事です。村長さんも気さくで明るく楽しい職場です。オークも思ったより凶暴ではありませんので楽しみながらお仕事できます。


    経験資格：防御力の高い勇者さん大歓迎。とくに棍こん棒ぼうでの打撃が平気な方、お待ちしてます。


    給与：成功時８０００Ｇゴールド（交通費含む）　即日払いＯＫ！　オークの洞どう窟くつに宝箱あり。


    勤務地：ネベンドルフ村


    



    　異世界からの流入者によってもたらされたインターネットとスマートフォン。いまや勇者のクエスト情報も常時手軽に確認できるのだ。


    　募集されている定員は一名。大勇者あまりの昨今、小さなクエストでも大量の勇者が殺到することが予想される。


    「ここからかなり近いよね。チャンスだよね……」


    　ナディーネは胸の前で小さくぐっと拳こぶしを握りしめて、やる気をアピールした後、じっとルディの顔を見つめた。ちょっとたれ目加減の大きな目が、ルディを見つめている。なにかをおねだりしたいけど、でも言い出せない、そんな表情。


    　ルディにはその意図がはっきりと理解できた。このクエストを譲ゆずってほしいのだ。こんな近くでクエストが発生することは滅めつ多たにない。しかしルディもまた明日を夢見る駆け出し勇者、クエストをこなして名を上げなければならない。


    　ナディーネはじっとルディを見つめ続けている。


    　専門学校入学からすでに三年のつきあいになる。コミュニケーションが苦手なルディにとって数少ない友達のひとり、そしていつもルディの剣の腕を褒ほめてくれた。性格に難のあるルディがなんとか卒業までこぎつけることができたのもナディーネの励ましのおかげ、いつかその恩を返したい。ルディは態度には出さないが常々そう思っている。


    　すがるような表情でルディを見つめるナディーネ。


    「ねえ、ルディ……、ルディは才能があるから、大丈夫だと思うの。今回は私に譲ってくれると嬉うれしいな……」


    「お断りだ！」


    　ルディはきっぱりと断った。恩を返したい気持ちと難のある性格、今回は性格が勝ったのだ。むしろその力強い拒絶っぷりから意志の強さすら感じさせる。まさに勇者らしさにあふれた拒絶である。


    「そんなきっぱりと断らなくても。私たち学校でいつもいっしょだったよね？　ね？　ね？」


    　ルディは剣には抜群の才を発揮したが、歯に衣きぬ着せぬ言動とぶっきらぼうな態度から学校ではまったく周囲に馴な染じめなかった。クラスで孤立気味のルディ、ナディーネはそんなルディにも優しかった。学校で心を許せる唯一の存在、それがナディーネだった。


    「いまさら口に出すのは恥ずかしいけど、俺はナディーネには感謝をしているんだ。恩返しの気持ちも込めて……、断る！」


    「ちょっと！　感謝の気持ちがあるなら譲ってくれてもいいじゃない！」


    「いつもありがとう。断る！　本当に感謝を……、断る！」


    「このクエスト難易度低いよ。ルディにはもっと向いてるクエストが……」


    「ナディーネは本当にいいヤツだと思っている、……だが断る！　絶対に譲ゆずらん！」


    「断りすぎ！　そんなに断らないでよ！　勇者としての優しさはないのっ」


    　ナディーネは頬ほおを膨ふくらませて、不満たっぷりの目でルディを睨にらみつけている。しかしちっとも怖くない。幼さの残る面おも立だちのせいで、拗すねている子供みたいで、むしろかわいらしく感じてしまう。


    　ルディは思う。


    　──このかわいさにほだされてはいけない。


    　大勇者あまり時代に生きる勇者は厳しい生存競争にさらされているのだ。ルディは優しくナディーネに語り掛ける。


    「なあ、ナディーネ。なんでだと思う？」


    「なにが？」


    「俺たち、勇者専門学校に入ったよな。それなりに真ま面じ目めに授業も受けたよな。戦闘訓練、アイテムの知識、トラップ回避の仕方、すべてのカリキュラムを終えて卒業したよな」


    　ルディの口調は徐々に激しさを増す。


    　そのテンションの高さにナディーネは戸惑いの表情を浮かべている。


    「……そうだよ。どうしたの？　いまさら」


    「卒業したのに、なんの仕事もないじゃん！　期待の若手勇者として、ダンジョン冒険して中ボス的なの倒したりすると思ってたのに！　王様どころか誰も頼んでこないじゃん！　そもそも城なんか近寄っただけで門前払いだし！　村人も話しかけると、『なにこいつ急に話しかけてんの？』的な顔するし！　子供が書いた手紙をお母さんに届けるとか、おつかいっぽいクエストですら他の勇者に取られちゃってるし！　勇者って名乗ってるだけの無職じゃん！　家賃も滞納してるし！」


    「いまは勇者が余ってるからね……。それに私は家賃も払ってるし、バイトしてるから無職じゃないけど……」


    「勇者がバイトしてるのは隠せよ！　むしろ恥ずかしいことだぞ！　勇者たるもの、人の家のクローゼットから小銭を取ってもバイトはしないものだ！」


    「無職に言われたくないし！　クローゼットから小銭取るのは犯罪だし」


    「なぜだ！　なぜこうなった！　専門学校のパンフレットに業界就職率98％って書いてあったのに！　二年前の俺のバカ！　勇者専門学校になんて入るんじゃなかった！　宿屋にしとけばよかった。金持ちの売れてる勇者どもを遠い辺境の街の宿屋っぽいやたらと高い値段で泊まらせてやればよかったんだ……」


    　ルディはついに頭を抱えてしまう。


    　隣村のクエストなど譲ってあげたいのはやまやま。しかしルディにも余裕がないのだ。わずかな報酬でもゲットしなければ、大家さんに部屋を追い出され、橋の下などでのリアル冒険生活に突入してしまう。


    「ルディ……、自暴自棄はよくないよ。まだ勇者はじめたばっかりなんだから。大丈夫だよ、私もルディもこれからだよ」


    　あまりの落ち込みぶりにナディーネの口調が優しくなる。


    　ルディはナディーネに慰なぐさめられ、ようやく顔を上げた。ナディーネの顔をしげしげと見つめるルディ。


    「ナディーネ。お前は宿屋になれ。クエストは俺がやる。そして俺が売れたら宿屋開業の資金を低金利で融資してやろう」


    「なんで私なの！　ルディが言い出したんでしょ！　宿屋にしとけばよかったって」


    「なあ、ナディーネ。勇者ブームで勇者になりたがる若者が急増中なわけだ。しかし勇者で食える人間なんて一握り、あとは専門学校と養成所のただの金づるだよ」


    「そんなのルディに言われなくても……」


    「ナディーネは女だ。しかもルックスもそこそこいい。いやそこそこどころか、かなりのもんだ。しかも料理も上う手まいし、なにより情が深い」


    「なに、急に……どうしたの」


    　ナディーネの頬ほおがみるみる赤くなる。急に褒ほめられたので照れくさくなったのだろうが、まんざらではない様子。ルディを見つめる視線が優しくなる。


    「だから辞めるならいまだ。男と違って女はまだ取り返しがつく。宿屋さんになれ。色気で、もしかしたら特別なサービスのある宿屋なんじゃないかと思わせて、男を釣れ」


    「……ひどいよっ、ルディはいいの？　私が……そんなことして」


    　なんだか猛烈に悲しげな目をされてしまった。ちょっと言い過ぎてしまったが……。


    「いや、まあ……。それくらいの強い気持ちで頑張れってことだよ。宿屋魂だ」


    「そんな魂聞いたことないよ！　剣の腕があっても、そんな性格の悪い勇者は絶対に人気出ないからね！」


    　ルディを見つめる視線はすぐに厳しくなった。


    「違う。俺は性格が悪いんじゃない。リアリストなんだ。ぶっちゃけ勇者専門学校に入っちゃう人間なんて世間では『あー、やっちゃったね。専門学校でもちゃんと資格取れるとことかあるのに、あー、やっちゃったね、若気の至りでやっちゃったね』って思われてる。だから譲ゆずり合ってる余裕なんてないんだ。クエストは俺が行く。時代は宿屋だ。これからは睡眠ブームが来るぞ」


    「睡眠にブームとかないから！　私は譲らないからね。村長の娘さんも性格の悪い勇者には助けてもらいたくないと思う」


    「失礼な！　娘さんは助ける人をえり好みしないはずだ」


    「失礼なのはルディでしょ！　絶対に譲らないから」


    　ナディーネはそう言うと、ぷいっと横を向いてしまう。なかなか頑固だ。専門学校時代もとにかく真ま面じ目めに授業を受けていた。勇者に対する想いは人一倍強いのだ。


    　このままでは意固地にさせるだけだ。ここは方針を変えるしかない。ルディは心の中でそう判断する。


    「なあ、ナディーネ、ここは俺に任せてほしい。俺はナディーネのためを思って言っているんだ。ぶっちゃけナディーネは戦闘苦手じゃないか。凶暴なオークに囲まれて怪け我がでもしたら大変だ。オークに捕まって〝くっ殺せ〟ってなるぞ。俺はナディーネが〝くっ殺せ〟になってほしくないんだ」


    「ならないよ！　オークぐらいなんとかなるもんっ」


    　ナディーネはすっかりヘソを曲げてしまった。上う手まく丸め込むつもりがむしろ頑かたくなにさせてしまった。なんとかせねば……。


    「それはそうだが。でもな、オークって臭においがキツイらしいよ。俺はナディーネに臭くさがらないでほしいんだ」


    「それくらい我慢するし！」


    「いやいや、無理は良くないな。オークって食べると蕁じん麻ま疹しんが出るらしいぞ。俺は蕁麻疹だらけのナディーネも見たくないんだ」


    「食べないし！　ルディ、優しくしても譲ゆずらないから！」
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    　着地点の見えない争いを続けるルディとナディーネ。


    　その背後をそっと通過しようとする者がひとり。まるでお芝居で泥棒の役を演じているかのようなこれ見よがしの忍び足。


    　誰も話しかけていないのに、人さし指を口に「しーっ」とあて、二階から一階へと螺ら旋せん階段を下り、ふたりの座るソファーの背後を通過しようとしている。


    「おい、ネネ、どこへ行く」


    　ルディは自らの背後を通過しようとするタイミングで呼び止める。


    「……あ、おはよーなのさぁ、ルディ、ナディちゃんも。起きてたんだねぇ」


    　ナディーネの隣の部屋に住む女の子、ネネだ。


    　──ネネ・コンティもまた勇者である。


    　王都アリアの遥はるか南の小さな村の出身。セミロングの黒髪。黒曜石のような瞳ひとみは南国らしいエキゾチックな輝きを放っている。そして背中には、小柄な身体からだに似合わない先端に棘とげつきの鉄球がついた棍こん棒ぼう、いわゆるモーニングスター。せっかく忍び足で階段を下ってもモーニングスターの柄が階段に当たってガンガンと音を立てるので、まったく気配を消せていない。


    「なにが起きてたんだねぇ、だ。空き巣チックな歩法で抜け駆けしようとしてたくせに」


    「そんなことないよぉ。いま起きたとこなのさぁ」


    　ネネはいかにも寝起きであることをことさらアピールするかのように、アクビをしてみせるが、その姿はすでに旅装。準備万端だ。


    「ネネちゃん。シェアハウスの仲間に嘘うそついてまで抜け駆けするなんて、勇者として恥ずかしい行為だよ」


    　ナディーネもネネに厳しい視線を向ける。


    　そう、コーポ勇者は駆け出しの勇者たちがシェアハウスする格安物件なのだ。


    　二階建ての全六室、二階は女性のフロアで一階は男性の部屋となっている。ルディがここに引っ越してきたのは一年前。ネネは一歳年下ではあるものの、コーポ勇者に先に住む先輩でもある。


    　そして先輩にあるまじきこのコソ泥チックウォークである。


    「抜け駆けなんてしないさぁ。朝はこんな歩き方なのさぁ」


    　ネネは慌あわてて顔をそらすと、吹けない口笛を吹こうと懸命に唇くちびるを尖とがらせている。小ぶりな唇からはすーすーと空気が漏もれるだけ。実に怪しい。怪しいにもほどがある。


    「とぼけても無駄だ。どうせ隣村のクエストだろ」


    「ち、違うよぉ、起きちゃったからシャワーに入ろうとしただけさぁ」


    「シャワーでモーニングスターをどう使うつもりだ……？」


    「ルディ、そんなこと聞いちゃダメさぁ。女の子はお風ふ呂ろでいろいろあるんだよぉ」


    「それを使ういろいろなどない！　ボディーソープつけて洗ったら、肌ズタズタだぞ！」


    「……とにかくシャワー行くのさぁ、覗のぞいちゃダメだよぉ」


    　ネネはそう言うとまっすぐに玄関に向かって歩き出す。


    「どこへ行く！　知らない間に露天風ぶ呂ろでもできたのか！」


    　その襟えり首くびをルディが掴つかんで引き戻す。


    「ネネちゃんも話し合おうよ。いまルディと誰が隣村へ行くか、話し合ってたところなの。シェアハウスする仲間なんだから平和的に解決しよう。ほら、座って」


    　ナディーネは自分の座っているソファーの隣をぽんぽんと叩たたく。ナディーネの意見には素直に従い、ネネはソファーに座る。部屋が隣とあって、日ごろから非常に仲がいいのだ。


    「話し合いかぁ。もっと暴力的な方法で決めたいのさぁ」


    　物騒な不平を漏もらすネネ。ネネは田舎いなか出身のためなのか、価値観が少々ズレているのだ。


    　さて……どうやって説得するか。


    　思案をめぐらしながらルディもソファーに腰を下ろす。


    　しかしルディの思案は無駄に終わった。


    　さっき座ったばかりのネネが飛び上がるように立ち上がったからだ。


    　その視線は向かいに座るルディを越えて窓へと向かっている。


    「ヴォルフがズルしてるよっ！」


    　窓越しに見えるこぢんまりとした中庭。そこを物音を立てないように忍び足で歩く眼鏡の男。同じくコーポ勇者の住人のひとり、ヴォルフだ。


    　──ヴォルフ・ロルフェスも案の定、勇者である。


    　勇者でありながら眼鏡、飾り気のない地味な服装。その風ふう貌ぼうは誰もが「オタクっぽい」との印象を抱く。そして事実オタクである。ヴォルフはアイドル勇者オタなのだ。アイドル勇者に少しでも近づくためにヴォルフは自ら勇者となったのだ。そして、それを公言してはばからない。まっすぐに動機不純な勇者、それがヴォルフなのである。


    「こそこそして、卑ひ怯きようなのさぁ！」


    　ネネは自分もこっそりと抜け駆けしようとしていたとは思えないほどの怒りの形相。


    　窓を開けると、子犬のように庭へと飛び出していく。


    「くらえっ！　正義の拳こぶしっ」


    　ネネはヴォルフの側頭部めがけて拳を振るう。正義って……、自分のことはすっかり忘れているらしい。


    　ネネが叫んだのが幸いしたのか、すんでのところでヴォルフは身をかわした。


    「危なっ！　いきなり頭を狙ねらわないでよ。眼鏡が壊れたらどうしてくれるんだよ！　眼鏡って高いんだぞ」


    　なぜか眼鏡の心配をするヴォルフ。


    「ズルするからさぁ！　うちの田舎のことわざに〝ズル男のこめかみ粉砕〟ってのがあるさぁ」


    「なんだよ、その物騒なことわざは！　〝眼鏡を壊すのは殺人とだいたい同じ〟との言葉も眼鏡業界にはあるんだぞ」


    「そんなの知らないさぁ。ズルして、こめかみが無事なわけないのさぁ」


    　窓越しに聞こえる激しい口論。


    「いいの、ルディ？　止めなくて」


    　ナディーネは少し不安げな顔をするが、ルディは涼しい顔。


    「お互い勇者だ。怪け我がまでしないさ。程度はわきまえてるだろ」


    　本来なら立派な暴行事件だが、ネネもヴォルフも勇者のはしくれ、もちろん武術のたしなみはある。これくらいはジャレているようなものだ。


    「この卑ひ怯きよう者っ！　モーニングスターの一撃を喰くらうがいいさぁっ！」


    　──ドゴン！


    　鈍い音と地震のような衝撃。リビングのテーブルがカタカタと震える。


    　ネネもヴォルフも勇者のはしくれではあるが、モーニングスターはじゃれているようなものではない。立派な暴行事件である。


    「全然わきまえてないよ！　止めてくる」


    　ナディーネが玄関に向かって駆け出す。


    　やれやれといった表情でルディも腰を上げる。


    　庭先ではヴォルフとネネが対たい峙じしている。ネネの手にはモーニングスターが握られている。小柄な身体からだにはまったく不釣り合いの打撃武器だ。


    「ネネちゃん、モーニングスターはやりすぎだよっ！」


    「やりすぎるくらいがちょうどいい。っておばあちゃんが言ってたのさぁ」


    　ネネはヴォルフにむけてモーニングスターをふるう。モーニングスターの重さに小柄な身体を振り回されながらも、振り下ろされる鉄球がヴォルフの鼻先をかすめて、地面を叩たたく。爆発したかのようにはじける地面。


    「危ないって、当たったら死んじゃうぞ！　これは豆知識だけど、僕は思ったより簡単に死ぬタイプだからっ！」


    　しかし興奮状態のネネに言葉は届いていない。じりじりネネとヴォルフの間がつまっていく。


    「ネネ、お、落ち着くんだ！　ほら、チョコあげるから」


    　ヴォルフは慣れていない犬に餌えさをあげるように、手のひらにチョコをのせて、そっと差し出す。ネネはゆっくりと近づき、ひったくるようにチョコを取り、そしてモーニングスターを振り下ろした。慌あわてて身をかわすヴォルフ。モーニングスターの棘がヴォルフの旅人の服の袖そでを引き裂きながら通過し、地面にもうひとつ大穴をあける。


    「チョコ取ったのに！　ズルいぞ」


    「ズルはそっちだよぉ、みんなクエストに行きたいのにズルしてぇ！　ズルっこする人はおばあちゃんがこっちに来るときに持たせてくれた手作りモーニングスターの餌え食じきになるのさぁ」


    　ネネのモーニングスターはおばあちゃんの手作りだった。手作りでモーニングスターを作ってくれるおばあちゃん。……温かい家族なのか？　それとも殺さつ伐ばつとした家族なのか？　そんな疑問を振り払うかのようにネネはモーニングスターを振り回す。


    「これはおばあちゃんの分っ、これはおじいちゃんの分っ」


    「おいっ、僕はネネの家族になにもしてない！　それにズルって、別に窓から外出しようとしただけだし、ドアから出なきゃいけないなんてルールはないし」


    「言い訳はダメさぁ！　そんな卑ひ怯きような人は勇者じゃないのさぁ。そもそも勇者なのに眼鏡って変だよぉ！」


    「眼鏡が勇者でなにが悪い！　僕には使命がある。僕はどうしても一人前の勇者にならなきゃいけないんだ！　そんなモーニングスターで僕は止められない！　道を空けてもらおうか」


    　朝陽を反射してヴォルフの眼鏡がきらりと光る。


    「……うっ、なんだかわかんないけど、迫力ある……」


    　ヴォルフの迫力に気け圧おされ、ネネが一歩下がる。その一歩分ヴォルフが前に出る。


    「そう、僕は勇者として一人前にならなければいけない……。売れて、有名になって、アイドル勇者とつきあいたい！　ちょっと微妙で売れるか売れないかくらいのアイドル勇者とつきあいたいんだっ！」


    　ヴォルフはオタ勇者なのだ。元々アイドル的人気を誇る女性勇者のおっかけをしていて、さらにお近づきになるために自ら勇者を志したのだ。


    「なにそんな理由でいばってるのさ、やっぱりモーニングスターの餌食になるがいいさぁっ！　これは大家さんの分っ！」


    「大家さんに迷惑かけてるのはネネだろ！　庭を破壊するなよ！」


    　なんて不毛な戦い。


    　勇者と勇者がクエストを奪い合う。大勇者あまり時代の悲しき現実なのだ。


    　ルディはすっとふたりの間に割って入る。そこはもちろんネネの攻撃圏内、すでに振り上げられ、勢いのついたモーニングスターがルディに向かって振り下ろされる。


    「ルディ、危な……」


    　ナディーネの警告の声が届くよりも前にルディは動き出している。さらに深くネネの間合いに入り、モーニングスターの柄の部分をつかんで、造作もなくネネから取り上げてしまった。特別動きが早いわけでもない、無駄がまったくないのだ。


    　ネネは武器をいつ奪われたのかすら理解できず、空からになった手を見てぽかんとしている。


    「アホの子だからってアホなことしてると、怪け我がするぞ。鈍器はしまっとけよ」


    　ルディは取り上げたモーニングスターをネネに手渡すと、平然とした様子でリビングへきびすを返す。


    　リビングへと戻ると、テーブルには紅茶のカップが並んでいた。


    「やあ、みんな。おはよう」


    　笑顔でみんなを出迎えたのはクリストフだった。


    　──クリストフ・パーカーも、予想通り勇者である。


    　端整な顔立ち、そしていかにも優男といった話し方、女たらしを絵に描いたような男、モテたいから勇者をやっていると公言してはばからない。それでいてモテたところは見たことがない。そんな勇者だ。


    　クリストフは、ワザとらしいほどの優雅な手つきで紅茶を人数分カップに注そそぐ。


    　紅茶の優しい香りが殺さつ伐ばつとした雰囲気を和やわらげる。


    　リビングに集まる五人の勇者。


    　クリストフに促うながされてキッチン付近にあるテーブルセットへと着席する。普段はここで仲良く食事をすることもあるのだ。


    　そろいもそろって全員勇者。売れない勇者向けの格安物件なのだから当然である。風ふ呂ろ、トイレ、キッチン、そしてリビングは共同ではあるが、敷金礼金がゼロなのは勇者にとっても魅力なのだ。


    「たしかにいまの時代、近所でクエストがあるのが非常にレアなことは理解できるよ。でもね、浅ましくそれを奪い合うなんて勇者らしくないと思わないかい？　いまはまだ駆け出しだけど、僕たち勇者はこの世界に夢と希望を与える存在なんだ。そのことは忘れちゃいけないと思うな」


    　クリストフは穏おだやかな口調でそう言うと、ネネにカップを差し出す。


    　クリストフはシェアハウスをしている住人たちの中では最年長の二十歳、大人の余裕と貫かん禄ろくを感じさせる。たしなめられて、ネネもさすがに反省したのか、うん、と大きくうなずき、そっとカップを口に運ぶ。


    「ぎっ!?　ぎっ……にゅ、にゅにゅ……し、しびれりゅのさぁ」


    　ネネのカップを持つ手が小刻みに震えはじめる。やがて指の力を失い、カップを落としてしまった。その震えは全身に回り、体勢を維持することができず、ソファーに倒れ込んでしまう。


    「安心してくれたまえ。ちょっとカラフルなキノコの粉を少々混ぜただけだから、命には別状ないはずだよ」


    「にゃにが……安心……にゃのさぁ！　にゅるしたらにゃるにょさぁ！」


    　ネネはもはやなにを言っているのかさっぱりわからない。子供のように手足をばたばたさせて怒っている。


    　そんなネネの代わりにナディーネがクリストフに激しく抗議する。


    「クリストフさん、これのどこが夢と希望を与える存在なんですか！　毒を盛る勇者なんて聞いたことがありません」


    「はははは、あれはお茶を飲んでもらうためにそう言ったまでだよ。正直に言うなら、どんな手を使っても勝つのが勇者さ。勝ってこその勇者。僕はそう思うね」


    「私は勝つためにどんなことでもする勇者にはなりたくありません。クリストフさんはそんな勇者になりたいのですか？」


    「ははは、正直に言うなら、僕はモテたいから勇者やってる。売れないとモテない、だから少々は卑ひ怯きような手も使うさ」


    「気軽に毒を盛る人間がモテるわけないでしょ！　私たちは競争相手である前にひとつ屋根の下で生活を共にする仲間じゃないですか」


    「はははっ、正直に言うなら、君たち女性の同居人のことは生活を共にする仲間というより、性的な目で見ている。詳しく言うならば、主に胸元を性的な目で見ている」


    　そう言いながらクリストフの視線はすでにナディーネの胸元へと注がれている。


    　モテたいが欲望がダダ漏もれでモテない。それがクリストフなのだ。


    　ナディーネは視線から守るように腕で胸を隠し、クリストフを睨にらみつける。


    「即死してください！」


    　ナディーネはクリストフを睨みつけているが、普段怒り慣れてないせいか、どうも迫力不足だ。クリストフは平然としている。


    「このコーポ勇者での生活は修行の場でもあるのさ。だから油断する方が悪いと思うね」


    　クリストフの言葉に大きくうなずくヴォルフ。


    「僕はクリストフの考えに賛成だな。勇者あまりのこの時代、いつだってバトルなんだよね。他人が用意したものに口をつけるネネも油断しすぎだと思うな、僕は、フフッ、ククク、グフッ、デュフフ」


    　ヴォルフは先ほど撲ぼく殺さつされかかったことを根に持っているのか、手厳しい。そして不敵に微ほほ笑えんでいるつもりなんだろうけど、ちょっと気持ち悪い。


    　ヴォルフはしびれているネネを一いち瞥べつするとキッチンへと向かい、自らお茶を淹いれる。その手には愛用のマグカップ。アイドル的人気の女性勇者エリスのグッズだ。


    　しびれたネネを眺めながら自分で淹れたお茶を飲むつもりだ。


    「勇者というのは戦闘能力だけじゃなく、判断力や、知性、総合的な力が……デュフフ、デュフフ……デュフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ……」


    　ヴォルフの様子がおかしい。デュフフのまま故障してしまった。


    「マグカップの縁にカラフルなキノコの粉末を少々ね」


    「ギギギ、エリスちゃんのマグカップだぞっ！　へ、変なもの入れて、シミができたら……ギギギギ、デュフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ、コポォコポポポポポポポポポポポポ……」


    　この期に及んでむしろマグカップの心配。さすがオタク勇者。


    「デュフフフ……ぬうう、麻ま痺ひになど……ならないぞ……。エリスちゃんのマグカップで飲んで……麻痺になど……ググググ」


    　ヴォルフはそれでも立ち上がろうとする。


    「ば、馬ば鹿かな……、巨大トロールでも麻痺する量だぞ」


    　クリストフ、馬鹿はお前だ。そんなものを同居人に仕込むんじゃない！


    「コポォオオオオッ！　エリスちゃんのマグカップで……麻痺になどならないっ！」


    　ソファーをささえにヴォルフがゆっくりと起き上がる。意思の力で麻痺状態を押さえ込むとは……。ヴォルフの精神力に誰もが驚きを隠せない。


    　ふらつきながらも一歩、また一歩とクリストフに向かって歩を進める。


    　ついにはその手がクリストフへと届く、そのときだった。


    　ヴォルフが突然、真横に吹っ飛んだ。すでに気力を使い果たしていたようで、受け身も取れず、顔から床へと激突する。


    「コポォオオオッ、じゃないよ。静かにして。馬鹿なの？」


    　ヴォルフを突き飛ばしたのは、アーニャだった。コーポ勇者最年少、十六歳の女の子だ。


    　──アーニャ・フォスもにらんだ通り勇者である。


    　他の勇者がクエストをめぐって争う中、ひとりぐっすりと眠っていたのだ。


    　寝巻きとして着ているワンピース姿。それ一枚しか着ていないため、非常に色っぽい姿。肩かた紐ひもがだらりとたれ、胸元がぎりぎりだ。
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    　先ほどまで寝ていたために、腰まであるロングヘアーはぼさぼさ。目もまだ半分閉じている状態だ。


    「朝早くから叫んだり、暴れたり、デュフフしたり、迷惑」


    「コ……ポォ……」


    　最後の力を使い果たしたヴォルフはついに動かなくなってしまう。寝起きの女の子とはいえ、アーニャも勇者。常人とはパワーが違う。


    「……寝てる勇者もいるんだから、静かにして」


    　アーニャはあらわになった太ももをぽりぽりと掻かきながらそう言うと、重そうな足取りで二階へと階段を上っていく。


    　ルディはその張りと適度な肉感溢あふれる太ももを見ながら思う。


    　……本当に戻って寝ちゃうのか!?　もう体力満タンだろ……。


    　アーニャは勇者である以前に怠なまけ者なのだ。睡眠時間が長いのはもちろんのこと、炊すい事じ、掃そう除じ、ゴミ出し、シェアハウスで分担するべき家事も隙すきあらばサボろうとする。勇者専門学校に入った理由も「楽そうだから」らしい。勇者としての目標も勇者グッズの販売や名義貸しなど、とにかく業界の甘い汁にありついて楽して稼ぐことばかり考えているのだ。


    　螺ら旋せん階段の上、二階でバタンとドアの閉まる音。本当に部屋に戻ってしまった。


    　こうして残された勇者は三人。ルディ、ナディーネ、クリストフ、いずれの勇者が村長の娘さんの救出に向かうのか──。


    「こういうときは、勇者のならわしとして、勇者ツイスターゲームで決めるのが定番なのだけれど……」


    「クリストフさん、そんなならわし初耳です」


    「勇者野や球きゆう拳けんで決めるというのはどうかな？　アーニャも呼んでさ」


    「絶対嫌いやです。なんにでも勇者をつけるのは止めてください。さっきからクリストフさんがやりたいだけじゃないですか。仲間をそういう目で見るのは止めてもらえますか？」


    　ナディーネに睨にらみつけられてもクリストフはまったく悪びれる様子を見せない。


    「男性が若い女性を性的な目で見る。それのどこがいけないんだい？　自然の摂理じゃないか。スライムの雄おすもスライムの雌めすをエロい目で見ている。そして雄も雌も勇者が倒す。そういうもんだよ」


    　なぜか自慢げにそう言うと、クリストフは自ら淹いれた紅茶を口に運ぶ……。


    「こっ……これは……まさか……ギギギ……なぜ僕のカップに」


    「クリストフ、残念だったな。それは俺のカップだ。ナディーネをエロい目で見ている間にすりかえさせてもらった」


    「やってくれるね、ルディくん。……ギギギ……ギギッ!?　おっこれは……意外と気持ちいいな……ギギ、いい感じの痺しびれ加減……癖くせになりそうだ。逆にもっとギギりたい……ふぅ、いいギギりだね」


    　楽しんじゃってる！　身体からだが痺れて床に倒れているものの、なぜか幸せそうな笑顔。なんてダメな勇者なんだ。


    　これでクエスト志望者はルディとナディーネだけ、結局、最初のふたりが残ってしまった。


    　勇者ブームによって年々増加する勇者たち。しかし底辺勇者のクオリティはこの有様なのだ。勇者が増えすぎた弊へい害がいである。


    「どうしよっか？」


    　ナディーネはルディの顔を覗のぞき込む。


    「宿屋を……」


    「だから、それはもういいからっ！　ねえ、ルディ。ねえ」


    　ナディーネがすがるような目でルディを見つめる。上目遣いで少しうるんだ瞳ひとみ。無意識なのだろうが、男性ならドキッとせずにはいられない。ずるい。勇者の技として上目遣いってどうなんだ。しかしルディはどうにも逆らえない。


    「……わかったよ。行ってきな。やっぱ俺には難易度低すぎるし」


    　ルディはナディーネの視線から目を逸そらすと、ぶっきらぼうに言い放つ。


    「ありがとうっ、ルディ！」


    　よほど嬉うれしかったのかナディーネは飛び上がるようにソファーから立ち上がると、ルディの腕に飛びつく。


    「お、おい、喜びすぎだろ」


    「クエストのアイテムはみんなへのお土産にするね」


    　意気揚々と玄関から飛び出していくナディーネ。


    　あれほど喜んでくれたのなら、ルディも悪い気はしない。


    　隣村まで行ってクエストをこなしてくるとなると帰りは夜遅くなるだろう。なにか夜食でも用意しといてやるか……。ルディはそんなことを考えながら、麻ま痺ひ中の三人に手持ちのまんげつ草を与えて回る。


    



    　夕方、ナディーネが戻ってくる。想像より早い。クエストが随分と上う手まくいったのか？


    「どうだった？」


    　ルディの問いに力なく首を振るナディーネ。


    「……二十三番目だった」


    「そ、そっか……」


    「村長のお屋敷に行ったら、もう娘さんが救出されてて、打ち上げのバーベキューしてた」


    「そ、そっか……」


    「バーベキューもほぼ終わってた。お肉食べ終わって、まったりしてた」


    　ナディーネはそう言うとがっくりと肩を落とす。


    　やはり勇者の世界は甘くない。熾し烈れつな競争の世界だ。勇者あまりのこの時代。隣村のクエストであってもそう簡単にはありつくことはできないのだ。


    「娘さんから『また来年もさらわれるから次は頑張って』って言われたよ」


    「毎年さらわれてるのかよ！」


    「最初は本当にさらわれたんだけど、いまは若手勇者の支援のために毎年やってるんだって。いい人だよね。娘さん、もう四十歳なのに」


    「ベテランの娘さんだな……」


    　ナディーネは移動の疲れと精神的ショックから元気がない。窓から沈む夕陽を眺めて、「ふぅ」と深いため息をつく。ここは慰なぐさめの言葉が必要だろう……。


    「今度、俺らもバーベキューしような」


    　こくんとうなずくナディーネ。


    「……ちゃんと割り勘だからね。デザートもあったら嬉うれしい」


    「お、おう」


    　落ち込んでいると見えて、意外とたくましい。さすがは勇者だ。ルディは少しだけナディーネを見直したのだった。
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    　勇者の夕暮れどきはまったりと過ぎていく。


    　リビングの中央に据えられたソファーにはアーニャが横になっている。


    　ホットパンツから伸びる生脚を背もたれに投げ出して、身体からだはいまにも転げ落ちそうだ。これほどまで無防備という言葉が似合う姿もないだろう。勇者としては問題がありすぎだ。


    「おい、アーニャ。今日、風ふ呂ろ掃そう除じの当番だろ。やったのかよ」


    　ルディはそんなアーニャの肩を揺さぶる。


    　コーポ勇者では共有部分の掃除は当番制となっている。風呂掃除当番は夜までに風呂を掃除することがルールだ。


    「……お風呂掃除しても一Ｇゴールドにもなんないし」


    　アーニャは片目だけわずかに開ける。本当に必要最低限だ。


    「あのなあ……シェアハウスしてんだから、こういうルールは大事だぞ。やれよ」


    　コーポ勇者は築年数が何年なのか不明なほど古い。水回りを清潔にしておかないと、住んでいられないレベルに陥るのだ。


    「ルディ、代わって。ヘーイ、タッチ」


    　アーニャは微動だにせずに答える。


    「断る。というか、タッチって言うなら手ぐらい出せ」


    「うふーん。代わってぇ、あはーん。うふーん」
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    「だから！　色気で釣ろうとするなら、せめてそれっぽいポーズを取れよ。びた一文動いてないじゃねーか……」


    「動くの、ダルいし。自分でいい角度に動いて、チラチラ見るがいい」


    「そんなことしねーし！　言われて見ても楽しくないんだよ」


    　そうは言いつつも、ルディはだらしなくソファーからはみ出るアーニャの生脚に目を奪われている。なぜこんなに怠なまけ者なのにスタイルはいいのか……。しかもルディより二歳年下の十六歳。十分な睡眠が発育を促うながしたのだろうか。しかしルディは色気に釣られはしない。アーニャを甘やかすとどんどん怠たい惰だが加速するだろうし、なによりルディはむっつりスケベで性欲は隠しておくタイプの勇者だからだ。


    　ルディは強引にアーニャの手を引き、起こそうとする。そのままソファーから落ち、ずるずると引きずられるがままのアーニャ。


    「観念しろ、アーニャ。共同生活のルールを守れ。このまま引きずって風ふ呂ろまで行くぞ。立て勇者。勇者よ、立って風呂を掃そう除じしろ！　働け！」


    「わかったよ……はぁ……」


    　ついに諦あきらめたのかアーニャはのそのそと自分の足で歩き始める。まったく。どうせやるしかないんだから抵抗するなよ……。


    「ヴォルフ、うふーん。代わってぇ」


    　遠くからなにやら不穏な声が聞こえるが、まあ気にしないことにする。


    　──まったく……。アーニャの怠け癖ぐせにも困ったものだ。


    　アーニャが空けた席にルディは腰を下ろし、テレビのリモコンを手に取る。アーニャに「働け」と言っておいて自分は働かずにテレビを視聴するのだ。


    　──これが現代の勇者の実態である！


    　圧倒的な勇者あまりの時代。売れてない勇者のスケジュールはバイトもしくはオフである。


    　そしてルディはバイトをしていない。従って今日もまたオフである。オフというかもはやオンがない。金はないが時間はある。ならばテレビでも観みるしかないのである。


    『──今日のニュースです。反異世界転生者団体のデモが過激化しています。異世界転生者の経済活動の規制を訴えるデモ隊と警察官が揉もみ合いになる一幕もあり、市民への不安が広がっています──』


    　画面内のアナウンサーは淡々とニュースを読み上げる。


    　しかしルディはそのニュースを最後まで聞くことはできなかった。


    　ネネがリビングに現れたのだ。


    　新たなるスケジュール真っ白勇者の登場。ネネのしなやかな脚が床を蹴ける。ソファーの背もたれを飛び越えての華麗なジャンプイン。座っているルディの身体からだまでも弾む。そして素早くリモコンを手に取ると、チャンネルを変え、テレビに釘くぎ付づけになる。


    　全身のバネを利用したテレビ観賞。こうなると、身体からだを鍛きたえている無職である。


    　突然チャンネルを変えられて、ルディは迷惑そうにネネを睨にらむ。しかしネネの視界にまったく入っていない。


    　ネネはリモコンの音量をぐいぐい押して、ボリュームを上げる。


    　──勇者マキシがついに黄昏たそがれの洞どう窟くつ、最深部に到達。しかしそこには恐ろしい光景が広がっていた！　勇者マキシに番組史上最大のピンチが！　衝撃の展開はＣＭのあとすぐ！


    　放送されているのは『勇者マキシの冒険』。イケメン勇者のマキシがブログのコメント数に応じてもらえる予算内で冒険する人気番組だ。


    「あのさ、ニュースを観みてんだけど」


    「ルディも一緒に観ようよぉ。いま一番おもしろい勇者番組さぁ」


    　どうやらネネはこの番組が大好きらしいが、どうもルディにはそのおもしろさが理解できない。正直なところ、理解できないというかしたくないのだ。いまのルディには他の勇者が活躍しているところを見て純粋に楽しめる心の余裕がないのだ。


    「あー、これね。ヤラセ丸出しでおなじみのね」


    　ルディはネネが一番冷めそうな言葉を選んで発言する。番組を観ていないルディにはヤラセかどうかはわからない。ネットの掲示板の受け売りだ。売れている勇者を見るのは大嫌いだが、売れている勇者の悪口に関してはチェックに余念がないのだ。


    「ヤラセじゃないさぁ！　なんでそんなこと言うのさぁ」


    「絶対ブログのコメント数スタッフがいじってるって。あと仕込みでスタッフがモンスターを放ってるって」


    「人が楽しく観てるんだから、余計なこと言わないでほしいのさぁ」


    　ネネとルディが言い合っているうちに高利貸し等のＣＭは終わり、テレビの中の勇者マキシは大量のモンスターに囲まれ苦戦を強しいられている。


    「この程度のレベルね。評価すべきは事務所のパワーだな」


    　剣の腕に自信のあるルディとしてはこのレベルの剣技を見ていると、どうしても嫉妬しつとと不満が湧わき上がってきてしまう。


    「マキシはほっこりしたキャラが人気なのさ。剣の腕だけじゃないのっ」


    「ほっこりしたキャラを武器に魔王が倒せるかね？　あーあ、魔王復活しないかな」


    　魔王が城ごと世界から消えて、すでに二十年以上が経過している。現在はバラエティ化した勇者系の番組も、元々は消えた魔王を探す本格的なドキュメントだったのだ。しかし、どれだけ腕利きの勇者を投入してもまったく手がかりさえつかめず、次第にただの石の欠片かけらを見つけては「これは魔王の城の石垣の一部では？」と演出がはじまり、『魔王っぽい顔の人コンテスト』などのショートコーナーを挟むようになり、現在では魔王は探さないタイプのダンジョンぶらり系番組が主流となっているのだ。


    「おかしいだろ、モンスターに攻撃くらったときのリアクションとか、村人とのトークのさばき方とか、そんなので勇者の優劣を決めるなんてさ！」


    　画面の中ではモンスターによる大したことない火炎攻撃で大げさに転げまわるマキシの姿。マントを焦こがしながらも、どれくらいの熱さなのかさりげなく説明を入れている。


    「ルディ、いまの時代はスポンサーがいないと勇者は冒険できないのさぁ。スポンサーをつけるには人気が必要なの。だからリアクションもトークも大事なのさぁ」


    　アホキャラのネネに諭さとされてしまった……。


    　ルディだってもちろんそんなことは理解している。スポンサーなしには魔王城の再発見も不可能。スポンサーがつくには明るく楽しく正義感にあふれ子供に人気の勇者でなければならない。重々理解はしているのだ。しかしあまりにもその面ばかりに重きを置きすぎなんじゃないのか？　いま魔王を発見しても、テレビの中の人気勇者たちに倒せる実力があるとは思えない。


    　そんなことを熱く語ったところで、なんの意味もない。


    　ルディは小さくため息をつくとキッチンへと食べ物を探しに行く。


    　ちょっとしたお菓子があればいいのだが……。仕事はなくともお腹は減る。それは勇者であっても同じだ。誰かの買い置きのお菓子などあれば少々拝借したいと思っていたのだが、残念ながら目ぼしいものは見つからない。


    「ネネ、なんか食べるものないかな？」


    「庭の木にどんぐりみたいな実がついてたのさ。それ食べるといいさぁ」


    「……もう少し文明の香りのするものが食べたいかな」


    　ネネの田舎いなかではおやつは木の実なのだろうか。謎なぞの田舎だ。


    「ナディちゃんが帰ってきたら、きっとささっと作ってくれるさぁ」


    　ナディーネはバイトに出かけて戻ってきていない。夕方シフトとはいえ、いつもなら帰ってきてもおかしくない時間なのだが、また残業をしているのだろう。


    「ルディはナディちゃんのお店行ったことある？」


    「いや、いっつも行列できてるから。勇者が行列に並ぶのもどうかと思ってね」


    「私は一回行ったのさ。美お味いしいよぉ。どんぐりなんか目じゃないのさ。それにナディちゃんも大人気だったのさ」


    　木の実以下のレストランがあったらそれはそれで行ってみたいが……。


    　ナディーネのバイト先は最近流行の異世界系の食堂『異い民たみ』だ。異世界から来たらしい辣らつ腕わん社長の経営で、こちらの世界にはなかった料理と酒を低価格で提供しているらしい。異世界系食堂のなかでもコストパフォーマンスのよさとバイト代の安さで話題の店だ。


    　ここ数年、異世界から転生する人間が増加し、それにともない異世界系の店も爆発的に増加、レストラン、喫茶店、旅館、雑貨屋、とにかくどこも異世界系ばかりで、さすがにうっとうしくなってきたのだが、その中でもナディーネの働く食堂は抜群の人気を誇るのだ。繁盛しているとあって、当然ながら店員の仕事は激務、しかし仕事を通して人間性が高まるとかで、進んで残業をするバイトも多いらしい。


    「ナディちゃんは偉いね。働き者なのさぁー」


    　ネネは心から感心しているといった様子でうんうんと何度もうなずいている。


    　しかしルディの表情は厳しい。


    「いや、あれはマズいパターンだ」


    「なんでさぁ？　働き者はいいものなのさぁ」


    　くりくりとした目をさらに丸くするネネに、ルディは小さく首を振ると断言する。


    「あれは勇者をやめちゃうタイプだ」


    「えーっ、ナディちゃんはやめないよぉ」


    「いまはな。でも、結果が出なくて、勇者どうしようかなって気持ちがグラついたときに、店長にうちで正社員にならないかって言われたら、ぐらっとくる可能性大だな」


    「なんだかリアリティがあるのさぁ。私はバイトしてないから安心さぁ。実家に余裕があってよかったよぉ。おじいちゃんのカラニガ長なが芋いも畑のおかげだよぉ」


    　なんだその芋は……。相変わらずネネの田舎いなかはよくわからない。聞いたことのない芋はさておき、バイトを頑張りすぎると勇者をやめるはめになるという話だ。


    「真ま面じ目めな奴やつほどヤバいんだよ」


    「ルディはそのときはナディちゃんにお嫁さんになってもらうといいよぉ」


    「おい、急になにを言い出す！」


    「だってふたりは仲いいし、ナディちゃんはいい子なのさぁ。私が男だったら絶対にさらってお嫁さんになってもらうさぁ」


    　ネネの田舎では嫁はさらってくるシステムなのか？　やはり謎なぞの田舎だ。


    　とにかく、ネネは心からナディーネが好きなのだろう。本当に素直にそう口にしている感じがする。しかしお嫁さん発言自体は訂正しておかないとあらぬ誤解を──。


    「ただいま……」


    　ルディが訂正を試みようとしたときだった、ナディーネが帰ってくる。


    　さすがに少し疲れた表情。


    「おかえりー！　あのねぇ、ルディがナディちゃんは勇者やめるだろうから、そのときはお嫁さんにするって。それから食い物よこせって！」


    「おいっ、どういう情報処理能力をしているんだ！」


    　ルディも思わず声が上ずる。


    　しかしより動揺しているのはナディーネだった。


    「よ、よよよ、よよよよ……、にに……よよよ、嫁!?　ちょっと、ルディ、ど、どういうこと」


    　顔を真っ赤にしてルディにつめよる。


    　ナディーネも動揺しすぎだ。一回途中で「に」を挟んだのはなんなんだ。


    　そんなことよりもルディは誤解を解かねばならない。


    「どうもこうも、蛮族出身の勇者による誤情報だ。落ち着け」


    　改めてことのなりゆきを説明する。


    「バイトばっかりやってる勇者って、徐々にバイト中心の生活になって、だんだん勇者への情熱もなくなって、いつの間にかただの店員になっている。中途半端な真ま面じ目めさが仇あだになる」


    　ルディは思ったことは口に出さずにはいられない性分。そして誰もが見て見ぬふりをしている現実に触れずにはいられない性分なのだ。


    　ナディーネはルディの話を真剣な顔で聞いている。バイトをしていない人間がバイトをしている人間にお説教する。本来なら滑こつ稽けいな姿なのだが、ナディーネは純粋で人を疑うことを知らない。


    「そ、そんなことは……、私は本気で勇者に……」


    　ナディーネは思い当たる点があるのか、明らかに動揺している。口ごもり、身体からだをもじもじとくねらせている。


    「やめていった勇者たちも自分では本気だったろうさ。でも毎日毎日バイトで、ヘトヘトで勇者どころじゃなくなっちゃうパターンにはまる。身体は正直だからな」


    　ルディの言葉にますますうろたえるナディーネ。やはり自分でもバイトに時間と体力を割さかれて満足に活動できていない自覚があるのだろう。


    「うん……でもね……」


    　ナディーネは何事か言おうとするがその言葉はルディの耳に到達するまでに掻かき消えてしまった。がっくりと肩を落としている。


    　その様子を見かねてか、ネネがルディの脇わき腹ばらに思い切りパンチを入れる。


    「ぐふぅ！　……おい、力加減！　あと肝臓を的確に狙ねらうな！　全身のバネを使って突き上げるな！」


    「エロいこと言ってないで、助けてあげなよぉ」


    「エロいことなど言ってない！」


    「いいから、ナディちゃんがかわいそうなのさぁ。そんなにマズいと思っているのなら、手伝ってあげればいいのさぁ」


    　のんびりとしたテンポながら反論を許さないネネの口調。そしてさりげなく握られるモーニングスター。ネネのちょっと暴力が過ぎる振る舞いは、もしかしたら嫁をさらう風習が原因なのかもしれない。それはさておき、ルディとしても言いすぎてしまったとの思いはある。


    「……わかったよ。次の休み、一緒に街行こうぜ。いろいろオーディション調べとく」


    　言いすぎた罪悪感もあってルディは渋々そう答える。


    「ありがとう、ルディ」


    　ナディーネはそう言うと晴れやかな笑顔を浮かべたのだった。
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    　王都の中心地区。


    　大勇者フレイズの名を冠したフレイズ大通り。


    　コーポ勇者のある街外れに比べると人通りは格段に増え、気をつけないと歩行者と歩行者の肩がぶつかるほどの賑にぎわいを見せている。


    　異世界建築士、異世界ＣＡＤオペレーターなどの進出により街の景観も変わりつつあるが、フレイズ大通り周辺は環境保全地区となっており、古くからの変わらぬ街並みと石畳が続いている。


    　その一角にある巨大なレンガ造りの館やかた。ここがルディたちの目的地だ。


    　三階建てで、窓の数から内部には多数の部屋があることが察せられる。館の所有者は、勇者関係の仕事の斡あつ旋せん、およびマネジメントを行うプロダクション、ブレイブビジョン。


    　人気勇者を多数マネジメントしているために、セキュリティも厳しい。入り口の両りよう脇わきには屈強そうな警備員が鋭い目を光らせている。


    「き、緊張するね」


    　ナディーネは建物が放つ威厳に飲まれて、すでに平常心を失いかけている。


    「書類を取りに来ただけでなに言ってるんだよ」


    　ルディは受付の女性に訪問の理由を告げ、書類を受け取る。


    〝風の塔クエスト〟新人勇者オーディション、応募用紙。


    　ルディとナディーネは、風の塔を冒険する勇者のオーディションにエントリーしに来たのだ。


    　応募用紙を受け取ると、記入のためにプロダクション近くの喫茶店に入る。最近流行の異世界系喫茶店だ。フラペチーノとかいう風属性っぽい名前の飲み物が人気らしい。


    　店内はほぼ満員。ルディの見立てでは同じようにオーディションを受けに来た勇者も相当数いる。店内の三分の一くらいか。……店の三分の一勇者って、多すぎだろ！


    「チッ、あいつらも勇者だな」


    「あー、そうかも。そんな気がするね」


    　ルディとナディーネもまた勇者、いちいち尋ねずとも同業者はなんとなくわかるのだ。まず妙に青っぽい服装を好んで着る傾向があるし、背中に剣を背負いがちだ。……そう思っているルディもきっちり青を基調とした着こなしで、ロングソードを背負っているのだが。


    　ルディは気づかれないよう横目でチラチラと他の勇者たちを観察する。


    　──あいつら死なないかな。ステータス〝どく〟のまま街ブラして死んだらいいのに。死なないまでも、石化くらいは喰くらってほしい。この店のバイトがたまたまメデューサで「すいませーん」って手を上げた状態で石化しねーかな。石化してるうちにメデューサが勝手に注文を増やしてテーブルの上カフェラテでいっぱいになんないかな。


    　不毛な妄想に浸ひたっているルディ。一方、ナディーネは記入に取りかかっている。たまに小首を傾かしげて「うーん」とか「えーと」などと呟つぶやきながら、懸命に応募書類と格闘中だ。


    　ルディは他の勇者ばかり気になってちっとも筆が進んでいない。


    「はあ……やるか」


    　深いため息をつくと、いよいよ観念して書類の記入をはじめる。しかしルディのペンは数文字書くとすぐに止まってしまう。


    　……なぜダンジョンの探索のために書類審査が必要なのか。ルディはそもそもこの前提が気に入らない。もちろんルディもどうしてこのようになったのか経緯は知っている。


    　かつては自分の技量に合わせて自由にクエストできた時代もあった。しかし、すでに世界中のダンジョンが冒険しつくされ、ダンジョンに入ったところで新しい発見があるわけでもなく、お宝をゲットすることもできなくなった。


    　現代において、クエストはいわば興行なのだ。


    　テレビカメラ同伴で冒険をして、ダンジョン内で勇者がバトルしたり、トラップを回避したり、ピンチに陥ったりする様子を庶民の娯楽として提供する。もちろん装備はすべてスポンサーのロゴつきだ。人気勇者はいまや服飾メーカーの広告塔である。そんな状況がルディのペンを止めるのだ。


    　一方のナディーネにはそんな葛かつ藤とうはない。


    「風の塔の頂上からの眺めってすごいんだよね。見てみたいな」


    　ナディーネは目を輝かせて、うっとりとした表情を浮かべている。


    　風の塔クエストオーディション、通称風クエは新人勇者の登竜門的オーディションで、プロダクションに所属できていない勇者も応募自由。それゆえ非常に高倍率、一次審査の書類選考を通るだけでも狭き門なのだ。そして風の塔の頂上からの絶景とそれを眺める若手勇者のシーンは、必ず勇者専門誌『勇グラ』の表紙を飾る。若手勇者なら、誰しもあこがれるクエストなのだ。


    「天候不良で見晴らしが悪いときは、スタッフが別日にインサートカットを撮ってるらしいけどな」


    「またそうやって夢がなくなることを……。いいから書きなよ」


    　ナディーネはムッとして頬ほおを膨ふくらませている。


    　ナディーネに叱しかられてようやくルディのペンが動き出す。


    　志望動機、将来の目標、勇者としての活動履歴、特技、チャームポイント、好きなモンスター、嫌いなモンスター、調べたくなる本棚、調べたくない本棚、薬草・毒消し草などへのアレルギーの有無などなど、記入事項は多い。


    「この〝毒の沼地についての考察と新しい利用方法〟ってどうしたらいいのかな？」


    　ナディーネはルディより随分と先に進んでいる。すでに書類の二枚目に入っているようだ。


    　ルディは一応腕組みしてじっと考えてみる。


    「わからん。自慢じゃないが、書類選考と面接は大嫌いだ！　もう〝そんなのない〟でいいんじゃないのか」


    　ルディはきっぱりとそう断言した。


    　いろいろ言い訳をしてみたものの、そもそもルディは書類選考が苦手なのだ。


    　剣の腕前だけなら一流の勇者と比べてもまったく遜そん色しよくない。専門学校時代は期待の生徒として大いに目をかけられ、専門学校のパンフレットに入学を考えている方へのメッセージすら書いたものだ。そんなルディがなぜいまだ売れない勇者としてシェアハウス生活を送っているのか……。


    　それは性格が原因だ。仕事をもらうためにおべっかをつかったり、審査員受けのよい答えを先回りして考えたり、そういったことにはまったくセンスがないのだ。よって書類になにを書けば審査に通過するのかもさっぱりわからない。


    　──勇者をこんな書類で審査する方が悪い。


    　もはや開き直ったルディ。せっかく動き出したペンはさらりさらりと軽快に〝とくになし〟〝自分で考えろ〟などと記入し続けている。


    「ちょっと、真ま面じ目めに書きなよ。やる気ないと思われちゃうよ」


    「どうせこんなのコネがない奴やつは受かりっこないって。有名勇者の甥おいとか、貴族の家の子とか、でかい武器屋チェーンの愛人とか。クエストなんてコネのある奴で枠は埋まってんだよ！　コネ野郎は石化しろ」


    「なんでそんな嫌いやな考え方しかできないの？　勇者なんだから、もっと爽さわやかに考えようよ」


    「俺をこういう風にしたのは業界だよ。悪いのは業界、学生時代はピュアに魔王城を見つけるのは俺だ！　なんて思ってたもんだけどな……。で、ナディーネはなんで勇者になんかなろうと思ったの？　全然剣術ダメなのに」


    「私は……その…………魔王の城ってどうなったのかな」


    　ナディーネは露骨に話をそらした。急に外の景色に目をやりながらフラペチーノに刺さったストローに口をつける。


    　さらに問い詰めるほどルディも野や暮ぼではない。気づかぬフリで話を続ける。


    「さあ、もし残ざん骸がいでも発見したら、一発で名が売れるのはたしかだな。知名度上がるし、取材もいっぱい来るだろうし、スポンサーもつくだろうしさ。まあ見つけてもそれが魔王の城だってわかる自信もないけど」


    「魔王の城って、すごく不気味な彫刻だらけなんだよね。それを見ただけで普通の人間は気絶しちゃうんだって」


    「もし本当だったら、魔王もなかなかマメだよな。わざわざ怖がらすために自宅に彫刻を彫らせるんだろ」


    「そうだね。ちょっとかわいいね」


    「かわいくはないが……」


    　いつの間にか雑談になってしまう。


    　どうもナディーネといると余計に話してしまう。ナディーネが楽しそうに話を聞いてくれるから、こっちも楽しくなってしまうのだ。


    　ルディたちは気合いを入れなおし、書類と格闘すること一時間。とりあえず埋めることは埋められた。


    　一応コピーを取ってから、書類を事務所に提出し、家路につく。


    　ルディもナディーネもひと仕事終えた爽そう快かい感はない。これまで何度も書類選考で落ちたために、前向きな気分になれないのだ。実技ならば誰にも負けないのに……。こんな書類でなにがわかるというのか。すでに落選が決まったかのような渋じゆう面めんになってしまう。
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    　ふたりがコーポ勇者に戻るとリビングにはアーニャがいた。


    　お昼すぎはアーニャにとってはお昼寝の時間。


    　ソファーに仰あお向むけになってすやすやと寝息を立てている。


    　勇者にあるまじき無防備な寝姿。ソファーから垂れた腕、ざっくりとあいた胸元、ひじかけにのせられたむっちりとした太もも。今日もまたあられもない。


    「アーニャちゃん。こんなところで寝たら風邪引くよ」


    　ナディーネの声に大儀そうにゆっくりと身体からだを起こすと、ふわわわと大きな欠伸あくび。


    　欠伸で溜たまった涙が長いまつ毛を濡ぬらして妙になまめかしい。


    　伸びをしながらアーニャはぼんやりとルディとナディーネを眺める。


    「……ああ、風の塔の。応募したんだ。健けな気げだね」


    　まだなにも言っていないのに、こっちがなにをしていたのか一発で見抜く。


    　アーニャは怠なまけ者だが、勘のよさは抜群だ。楽して暮らしたい、その思いがこれほどまでに勘を研ぎ澄ましたのだろう。


    「上う手まく書けなかったみたいだね……。他にもオーディションはあるし。足あ掻がくがいいよ」


    　そういうとまた横になってしまう。


    　そんなアーニャをナディーネが慌あわてて引っ張り起こす。


    「アーニャちゃん、寝ないで。……あの、相談に乗ってくれないかな？　どうしたら書類審査に通ると思う？　その勘のよさでなにか考えてほしいんだけど」


    　ナディーネとしてはアーニャの勘にすがりたいようだ。たしかにこの勘の鋭さをもってすればいいアドバイスがもらえる気もする。


    　しかしアーニャの目はいまだ眠気でとろんとしている。


    「んー…………めんどくさい」


    「そこをなんとか、今日はアーニャちゃんの好きなご飯作ってあげるから」


    「んー…………コロッケがいい」


    　アーニャのお腹がくるると小さく鳴る。どうやらお腹も空すいているみたいだ。


    「わかった。コロッケね。交渉成立だね」


    　アーニャはナディーネの言葉にこくりとうなずく。そして顔を上げるともう一度こくりとうなずく。こくり、こくり……アーニャは眠ってしまった！


    「ちょっと、交渉成立した瞬間に眠りに落ちないで！」


    「大きな波が来たし」


    「乗り越えて！　勇者として眠気くらいには打ち勝って！」


    　横になろうとしたアーニャを強引に引っ張り起こして座らせると、アーニャの視界いっぱいに自分の提出した書類のコピーを広げて見せる。もはやアーニャの意思は関係ない。


    　アーニャもぼんやりとそれを見つめているが……。


    「言い方が難しい。どうやって言えばいいか。んー……、全然ダメ？　んー……ゴミ？」


    　言い方を考えた割りには容赦ない感想！　ナディーネも動揺を隠せない。


    「そんな……なんでっ？」


    「無難だし。キャッチーさの欠片かけらもないし」


    「キャッチーさ……？」


    「倍率高いんだから、キャッチーじゃないとね。引っかかりみたいなの。これにはない。だからダメ。おつかれさま」


    　アーニャはそういうとまた横になってしまう。


    「終わりにしないで！　どうしたらキャッチーになれるの？　私キャッチーになりたい！」


    　アーニャを眠らせないため、激しく身体からだを揺さぶる。


    「キャッチーの道……それはそれは険しいもんだよ」


    「なりたい！　キャッチーの道を歩みたい。ルディもなりたいよね、キャッチーに」


    　ナディーネはルディの手を両手で握りしめるとその手をブンブン振る。並々ならぬ決意。どうやらナディーネは本気でキャッチーさを身につけたいらしい。


    　その熱意にルディは首を縦に振るしかないのだった。
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    　翌日、コーポ勇者の庭にルディ、ナディーネ、そしてアーニャの三人が集まっていた。


    　ナディーネの必死の説得により、アーニャによるキャッチーさ講座が緊急開催されることになったのだ。


    　アーニャは講座スタート直後からダルそうだった。外に出ることすら久しぶりなのか、初夏の日差しを受けて眩まぶしそうにしている。ひとりだけ庭に置かれたデッキチェアに座り、手には昨日の残りのコロッケ。たいへん感じの悪い先生ではある。


    「まず……ルディ。自分の売りはなに？　どうせ剣の腕でしょ」


    「それがなにか悪いのか？」


    「んー……ベタだよね」


    　アーニャは嫌いやなことを平然と言ってのける。


    「ベタもなにも基本だろ」


    「ベタな上にルディのは地味だし……。得意の技は？」


    「人間相手なら脛すね切りだな」


    　ルディは少し自慢げに言う。勇者専門学校時代の模擬戦を通じて、ルディの脛切りを回避した人間は誰もいなかった。対人間だけでなく、四足歩行タイプのモンスターにも抜群の威力を発揮するまさに得意技だ。


    　しかしアーニャの表情はますます渋い。ため息すらついている。


    「脛狙ねらいって。……ちょっとやってみて」


    　ルディは背負っていたロングソードを抜くと中段に構える。剣先が少し動いたかと思いきや、一気に身体からだを沈み込ませ、横よこ薙なぎの一いつ閃せんを放つ。目で追うことすら難しい速さだ。


    「アーニャにはわかんないかもしれないが、重要なのは剣の速さじゃない。予備動作を極限まで省はぶいて……」


    「なんで予備動作ないの？」


    「なんでって、ない方がいいだろ」


    「勇者だよ？　予備動作ないと。……いつ切るかわかんないし。入れて」


    　アーニャは口答えを許さない態度。


    　ルディはしぶしぶ先ほどよりも動作を大きく剣をふるう。一度振りかぶって、誰にでも切りかかることがわかる動きだ。


    「まだ地味。ジャンプして、横に回ろっか？」


    「なんの意味があるんだよ！」


    「勇者の剣は強さよりも派手さだし。売れたくないの？」


    　アーニャはコロッケをひと口食べるとそう断言する。


    　なんだかわからない謎なぞの迫力。まったく納得はいかないが、アーニャにはなにかしらの確信があるようだ。


    　ルディは一度飛び上がりスピンすると、そのままの勢いで剣を横に薙なぐ。


    「ダメ……。技の名前、叫んでない」


    「おい、馬ば鹿かにしてるのか？」


    「してない。そっちこそ業界舐なめてるし。勇者のバトルはエンターテイメント、強ければいいってものじゃない。叫んで、技名。……ファナティック・グレート・レッグ・スラッシュ・バージョン３スリーって」


    「バージョン１ワン、２ツーはどこいったんだよ！」


    「いいの。研けん鑽さんを積んでるっぽさ。叫んで」


    「ファナティック・グレート・レッグ・スラッシュ・バージョン３！」


    「喰くらえ！　は？」


    「……喰らえ！　ファナティック・グレート・レッグ・スラッシュ・バージョン３！」


    　ルディは半なかばやけになりながら、叫びながらジャンプし、回転して脛すね切りを繰り出す。


    　ものすごく避けやすくなってるんだが……。


    「んー……、売れた。ルディ売れた。完かん璧ぺきに売れた」


    　アーニャは気けだるそうにパチパチパチと三度ほど拍手をしてくれる。


    「本当かよ。子供だまし感が半端ないぞ。なあ、ナディー……」


    「ルディ、かっこいい」


    　ナディーネは目をキラキラさせていた。


    「子供だましに颯さつ爽そうとだまされてるし！」


    　とにかくルディへの講義はこれで終わってしまった。


    　アーニャはこれ以上教える必要はないと、庭から引き上げてしまう。


    　続いてはナディーネだ。


    　アーニャはついてこいと一度手を振り、欠伸あくびを噛かみ殺しながら、ゆっくりとした足取りで屋内へと戻る。


    「なんで、私はキッチン……？」


    　ナディーネの特訓の場所はコーポ勇者の共同キッチンだった。


    「んー……料理、得意でしょ」


    「料理好きだけど……。それが勇者となんの関係が？」


    「時代はモンスター飯めし。いま一番キャッチーだから。これは乗っかっとかないと」


    「時代は……そうなの？」


    　ナディーネはぽかんとしているが、アーニャはことさら訳知り顔を作ってうなずく。


    「そう。モンスターを素材にして異世界っぽい料理すれば、アンテナ張ってるつもりの関係者は絶対食いつくから。ちょろい」


    　そう言うと、アーニャはソファーに身体からだを投げ出しごろりと横になる。


    「流行とかよくわかんないけど、アーニャは関係者の方々にこっぴどく怒られろ、と俺は思っている」


    「とにかく勇者業界ってそうなの。流行には乗っからないと。ルディもやった方がいいんじゃない？　料理。いろいろ通りやすくなるよ」


    　アーニャはすでに決定していることを報告するかのような口調。


    　ルディですら急に料理を覚えないといけない気がしてきた。


    「おにぎりしかできないけど、いけるか？」


    「いける、いける。具にデュラハンでも入れたら」


    　具に首なしの騎士。……歯が欠けそうだが、ちょろいのか。それならば握るか、おにぎりを。おにぎるしかない。


    「ちょっと、料理は私の担当だから！　ルディは関係ないでしょ。アーニャちゃん。私が料理だから」


    　ナディーネはアーニャとルディに顔を真っ赤にして抗議する。


    「じゃあ、レシピ考えなよ。ベタな料理とモンスターの組み合わせ。そこふまえといたら、キャッチーってことになるから」


    　そう言うと、アーニャはのそのそとソファーから起き上がり、キッチンに向かう。


    　アーニャは大きめのレジ袋を二、三個見み繕つくろうとルディに押しつける。ナディーネが買い物するたびに「なにかのときに役に立つから」とお母さんマインドを発揮してせっせと溜ためこんだレジ袋だ。


    「ルディ、材料獲とってきて。……ファナティック・グレート・レッグ・スラッシュ・バージョン３スリーで適当にモンスターハントして」


    「俺が材料調達かよ……」


    「ファナティック（面倒だから以下略）の練習になるし。適当に外ぶらついてきて」


    「なんで俺が……」


    　そう言いかけてルディは言葉を飲み込む。別に自分が行くべきだと考えたわけではない。抗議のためにつめよろうとして、ふとアーニャの胸元に目がいってしまったのだ。


    　もっとも年下であるのにアーニャの胸はたわわである。しかもリラックスするためなのか非常に胸元が開放的な服装を好む。今日も襟えり元もとからがっつりと谷間が……。この角度だともうあとちょっと、ほんのちょっとで頂点の部分が……。しかし、どうしてこんなに発育がいいのだろうか。いつもダラダラしているのが胸の生育には効果があるのだろうか……。


    　──ルディはアーニャの姿に見とれているっ！


    　いかん！　厳重に抗議するはずだったのに。これは厳重に抗議される側に回りつつある。


    　まったくなにもしていないアーニャに対して負い目を感じてしまった。


    「いや……別に、いいけどさ」


    　ルディの意思に反して、肯定の言葉が出る。


    　負い目さえなければ……。しかもアーニャの目、あれが怖い。見られていることに気づいているような、気づいてないような。あえて見させておいて、借りを作らせたような……。いかようにも取れる目。悔しい。主についつい見ちゃう自分に対して悔しい。


    　ルディは自分の性欲を責めながら、街の外へと向かったのだった。
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    「ありがとう。ルディ、私のために」


    　ルディがコーポ勇者に戻ると、ナディーネは大変感激した様子で迎えてくれた。


    「あ、全然……楽勝だよ」


    　ルディはいったん自らの記憶を消去して、ナディーネのために優しさからハントを引き受けたことに修正する。


    「どう成果は？　どんなモンスターにも対応できるようにいろいろ下準備はしたんだけど」


    　ナディーネの言うとおり、キッチンにはさまざまな野菜と調味料がすでに並んでいる。これならある程度どんな料理でも作れそうだ。


    「まあ、ベタにスライムかな……」


    　ルディがハントしたスライムはゼリーのようなプリプリ感がなく、ぺっとりとしたペースト状のタイプ。しかもブツブツと泡立っている。体色も濃いグリーン。誰がどう見ても毒があるタイプのスライムだ。


    「これバブルの方じゃない！」


    「バブルかバブルじゃないかで分ければ、まあバブルの方だな」


    　ルディのハントしたモンスターはスライムだけではなかった。


    「あと、これ、毒イモムシ」


    　ルディは別の袋を手渡す。中には子犬ほどの大きさのイモムシが数匹。赤と黄色のいかにも毒々しいカラーリング。


    「はじめから毒って言っちゃってるじゃん！」


    「それからこれ……」


    　ルディはさらに別のビニール袋を手渡す。袋に入っていても鼻をつく臭気。ナディーネは顔をしかめながら恐る恐るビニール袋を覗のぞく。


    「なに……これ」


    「いわゆる、ゾンビ犬の肉だな」


    　ゾンビ犬は死んで腐敗しかかった犬が蘇そ生せいしたアンデッドの一種、この周辺では珍しくないモンスターではある。


    「これはさすがに……。お腹壊すよ」


    　ナディーネは小さく首を振ると、肉の入った袋をルディに返そうとするが、その手をアーニャが掴つかんで制止する。


    「逆にいける！」


    　ぎらりと怪しく輝くアーニャの瞳ひとみ。なにやら思いついたようだが……。


    「なにを考えているの。アーニャちゃん」


    「モンスター飯めしは所詮、二に番ばん煎せんじ、三番煎じ。本家を超えるには強烈なインパクトしかない。アンデッド飯、……これはキャッチー。まだ誰もやってないし」


    「誰もやってないのは、やっちゃダメだからだよ！」


    「常識を超えないと。これからはアンデッド飯の時代。ルディ、腐った死体も倒してきて」


    「アーニャちゃん、人間タイプは本当にダメだよっ！」


    「なんで？」


    「だって蘇よみがえった死体を倒したのって……、結局は最終的に死体じゃない？」


    「んー……、死体か死体じゃないかで分けると死体？」


    　アーニャは平然と答える。


    「それを食べるのは人間として踏み込んじゃいけない領域だよ。新しいとか古いとかじゃないよ！」


    　ナディーネに本気でたしなめられて、さすがのアーニャもしゅんとしている。


    「アンデッド飯、新しいのに。……ん？　……人間として？　人間が食べなければいいんだよね？」


    　再びアーニャの目に生気が戻る。いつもの気だるそうなアーニャではない。ゾンビ犬の肉を見つめながら小さくペロリと舌なめずりをする。食欲が湧わいたのではなく、なにかを企たくらんでいるのだろう。


    「逆にだよ……。人間が食べないとしたら？　敵に食べさせて身体の内部から攻撃する。……名づけて攻撃的モンスター飯」


    「お料理で攻撃するんですか……」


    「んー……、料理が必殺技。完全にキャッチーだし。はっきり見えた。売れる姿が。完璧に見えてる。……一回売れたけど、徐々に人気なくなって、セミヌードのグラビアやるところまで見えてる」


    「それは見えすぎだけど……」


    「とりあえず、料理。あとは売れてから」


    　ナディーネは戸惑いで口をぽかんと開けっぱなしだったが、それでもアーニャの確信に満ちた態度に引きずられ料理を開始する。


    　こうしてはじまったアーニャプロデュースによる攻撃的モンスター飯。


    〝モンスター撃退カレー〟。


    　第一弾はそう名づけられた。


    　悪臭のするカレーを作成し、モンスターを周囲に寄せつけない効果を狙ねらうらしい。実力が及ばないモンスターと遭遇したときに便利な一品だ。


    　ナディーネは普段は異世界系食堂『異い民たみ』でアルバイト中、しかもホールもキッチンもＯＫのユーティリティっぷりで時給が20Ｇゴールドアップしている敏腕。もちろん料理はプロと言ってもいい腕前だ。


    　ゾンビ犬の肉をベースに、毒イモムシとスパイスを加え、季節の野菜を手際よく刻んで煮込んでいく。


    「……うっ」


    　ルーを煮込みはじめて数分。ナディーネから声にならない嗚お咽えつが漏もれる。


    　すでに鍋なべからはすさまじい臭においが立ち上っている。これはモンスターの前に人間が寄りつくことができない。ルディはなるべく距離を取ってことの成り行きを見守ることにする。


    　煮込むほどに、まろやかなとろみとまろやかでない臭くさみが増していく。


    　鍋なべから発せられるそれはもはや臭いと呼ぶレベルを超えている。鼻から伝わった刺激が脳に打撃を与えて精神に影響を及ぼすレベルだ。嗅かいでいるだけで気分が落ち込む。


    「ア、アーニャちゃん。中止にしない？」


    　ナディーネは鍋を混ぜながら不安げな声を上げる。


    　しかしアーニャからの返事はない。いつのまにかキッチンの隅で体育座りしている。


    「なんか落ち込んできた。嗅ぐと嫌いやな思い出がよみがえってくるし……」


    「アーニャちゃん。気をしっかり持って。プロデュースの途中だよ。……うぅっ……はぁ……私のバカ。バカ、バカ……私なんかのグラビア人気出ないよ」


    　ナディーネまでもが落ち込んでしまった。コンロの前で体育座りすると顔を膝ひざにうずめる。


    「やったぞー、みんな聞いてくれ。ついにエリたんの限定グッズが…うぅっ……はぁ、僕のバカ……家賃も払ってないのに、また買っちゃった」


    　なんだかわからないが上機嫌でキッチンにやってきたヴォルフまで落ち込んでしまった。なにかしら喜びを伝えたかったらしいが、志こころざし半なかばで体育座りだ。


    　これはいかん。そもそもこんな臭いアイテムを持って冒険に出かけることはできない。何歩も歩かないうちに体育座りだ。


    　ルディは呼吸を止めて鍋に接近すると、火を消し、何重にも重ねたゴミ袋の中に廃はい棄きする。


    「……完全に失敗だったね」


    　換気扇を回してしばらくしてナディーネがようやく立ち直る。


    「モンスター飯の本分を見失ってた。やっぱり、もっと置きにいって。こんなに尖とがってなくていいんだよ。スライムにしよ」


    　アーニャもよろよろと立ち上がると、再チャレンジを促うながす。アーニャ曰いわく、モンスター飯めしの本分はほのぼのした牧歌的な癒いやし系のテイストなのだという。


    「じゃあ、チャーハンでも……」


    　ナディーネが攻撃的モンスター飯、第二弾の製作に取りかかる。


    　手際よく野菜を刻み、下ごしらえを始める。フライパンに引かれる油、そこに炊たいた米を投入する。これは異世界から来た料理人が開発し、現在爆発的な人気になっているチャーハンだ。


    　軽やかな手つきで具材とともにお米を炒いためる、そして仕上げとばかりに特製スライム（バブルの方）ソースを投入する。


    「デス・チャーハン」


    　アーニャは完成したチャーハンにそう名づける。


    



    ☆レシピ：デス・チャーハン☆


    　意外と簡単、残り物の野菜を使えば冷蔵庫の片づけにも！　嫌いな人、消えてほしい人に食べさせればいろいろと片づきますよ♪


    



    材料：ご飯／茶ちや碗わん二杯分　長ネギ／適量　卵／二個　キャベツ／二枚ほど　スライム（バブルの方）／三分の一匹　鶏がらスープ／大さじ２　にんにく／適量　塩・コショウ／各適量　薬草・毒消し草／各少々


    



    １　スライムをよく洗い、一時間ほど塩水にさらします。何度か水を替え、水が緑色にならなくなればＯＫ♪　ずっと緑色になる場合は見なかったことにすればＯＫ♪


    ２　スライムを裏ごしして、鶏がらスープとあわせます。とにかく臭においがきついのでコショウを大量に加えます。コショウがなければファブ●ーズでもＯＫ♪


    ３　鶏がらスープとあわせたスライムを弱火でことこと煮立てます。煮詰まって、かさが半分くらいになればＯＫ♪　刻んだ毒消し草、薬草を投入してください。なければその辺の雑草でもＯＫ♪


    ４　定期的にかき混ぜながらさらに煮込みます。スライム独特のとろみが出てくるまで煮込んでください。蒸気を吸い込むと気が遠くなることがあります。気持ちを強く持てばＯＫ♪


    ５　ご飯、卵、野菜などで、チャーハンを作ってください。このとき「どうせスライムかけちゃうしな」と投げやりな気分になりますが、気持ちを強く持てばＯＫ♪


    ６　「喰くらえ、デス・チャーハン！」と叫びながらチャーハンにスライムソースを一気にかけます。このときスライムソースが目に入った場合はかかりつけの医者に相談してください。


    



    「はぁ……」


    　ナディーネは完成したデス・チャーハンを見つめて悲しげなため息をつく。ナディーネにとっての料理とは攻撃の手段ではなく、人を喜ばせるためのものなのだろう。


    　黒味がかった緑色。コショウを多めに入れたせいか、思ったより臭においはきつくないが、まったく食欲はそそられない。できたてであることが逆に悲しくなる。


    「そもそも、これ食べさせるのが至難の業わざじゃね？」


    　ルディはデス・チャーハンを見つめて顔をしかめる。


    「人間にはね。……モンスターに食べさせて、それでステータス異常にするから。知性があるタイプには今後の課題」


    　どうやらアーニャはモンスターを対象にしようとしているらしい。たしかにこの色味を改良しないと、人間は食指が動かないだろう。


    「あれ、料理してんのぉ？　美お味いしそうさぁ」


    　キッチンで料理をしている気配を感じてか、やってきたのはネネだった。


    　いつの間にかキッチンに入り、ネネとアーニャの間からチャーハンを覗のぞき込んでいる。


    　その目はキラキラと輝いて、明らかに美味しそうなものを見つめる目だ。ルディにとってはそれがまったく信じられない。もしかして知性のないタイプだったのか!?


    「ネネ、本気か？」


    「えっ、なにが？」


    　ネネは愛くるしい目をくるくるとさせる。ルディの発言の意味がまったく伝わっていないようだ。


    「いま、ネネは『美味しそう』発言したな。それを本気かと尋ねているんだ」


    「えっ、えっ、どうしてさぁ？」


    「こっちがどうして？　だ。緑色だぞ」


    「緑色でネトネトしててぇ、ちょっと泡がプツプツしててぇ。田舎いなかのおじいちゃんを思い出すのさぁ」


    　ネネのおじいちゃんはどうなってるんだ？　ちゃんと健康なのか？


    　しかしネネはルディの心配をよそにデス・チャーハンに目を奪われている。


    「ねえ、食べていい？」


    「いいよ」


    　答えに戸惑うナディーネに代わって、そう答えたのはアーニャだった。


    　なんでもない風を装っているものの、アーニャの目が怪しく光っている！　明らかにネネを利用して人体実験をするつもりだ。


    　そんな意図をまったく感じることなく、ネネは本当に嬉うれしそうにスプーンを手に取る。


    「いただきまーすっ！」


    　ネネはスプーンでデス・チャーハンを掬すくい、小さな口へと運ぶ。


    　はむはむと口いっぱいのデス・チャーハンを咀そ嚼しやくするネネ。


    　じっくりと味わったネネがついに口を開く。


    「女将おかみを呼べっ！」


    「は、はい」


    　目の前にいるナディーネが返事をする。女将ではないが、作った人という意味ではナディーネなのだろう。ナディーネはすでに申し訳なさそうに身を小さくして、うなだれている。


    　そんなナディーネをじっと見つめるネネ。


    「美お味いしいっ！　ナディちゃんはやっぱり料理名人なのさぁ」


    　まさかの絶賛。攻撃的モンスター飯めしだったはずが、美味しくできてしまったようだ。


    「本当に!?」


    「このソースが絶妙なのさぁ、まろやかでチャーハンとからみあって、シャッキリポンと舌の上で躍るのさぁ」


    　お腹が空すいていたようで、ネネはあっという間に平らげてしまう。本当に美味しかったのだろう、満足げな笑みを浮かべている。


    　しかしこれは敵を攻撃するための料理。美味しくては意味がない。


    「……なんだか、ごめんなさい」


    　ナディーネはその姿を見て、アーニャに謝る。本来はモンスターをおびき寄せて倒すための料理。美味しくできてしまうとそれはそれで問題だ。
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    　しかしアーニャは頭を下げているナディーネの姿すら見ていない。なにか考え事をしているのかじっと天井の隅を見つめている。ますます怪しく光るアーニャの目。


    「……ビッグ・ビジネスチャンス」


    　アーニャはそう呟つぶやいたのだった。


    「なに、ビッグ？」


    　ナディーネは不思議そうに小首を傾かしげているが、アーニャはその問いには答えない。頭の中を整理するべく、ぶつぶつと呟きながら、部屋の中をうろうろしている。怪しく輝く瞳ひとみ。


    　その瞳の輝きからルディは嫌いやな予感しかしないのだった。
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    　夜、十一時。


    　本来ならそれぞれ自分の部屋へと戻っている時間だが、ルディとナディーネはいまだリビングにいた。


    　突如、アーニャから住人全員に一斉メールがあったのだ。「十一時　リビング集合」とのそっけない文面。集まってほしければ声をかければいいのに、それすら面倒なのだろう。


    　すでに十一時を回っているが、いまだ集まっているのはふたりだけ。そもそも集まれと言ったアーニャが遅れているのはどういうことなんだ？


    「アーニャちゃん寝ちゃったのかな？」


    「自分で呼んでおいて寝たりはしないだろ。昼間にソファーで寝てたし。そもそもこんな時間に集合かけてるんだから、よっぽどの理由があるんだろう」


    　ルディはそう言ってはみたものの、少し不安になる。


    　三十分ほど遅れて、ヴォルフ。さらに少し遅れてクリストフ。そして随分と遅れてネネがゆっくりとリビングへと姿を現す。


    「あれぇ？　まだはじまってないの？　もう約束の時間過ぎてるのさぁ」


    　自分が遅刻していることをまったく感じさせない発言。時間が過ぎてるのを知っていたのなら、ちょっとは急いだらどうなんだ。


    「ネネも遅刻してるんだから、かわいらしく謝らないと。『ごめーん。テヘペロ☆』がないのは感心しないな」


    　キザっぽく言うが、クリストフもまた遅刻している。


    「うちの田舎いなかではこんなの遅刻のうちに入らないさぁ。逆にちゃんと来ると、焦ってると思われるさぁ。時間通りに来た人がテヘペロなのさぁ」


    「嫌いやな田舎だなあ。僕にはとても馴な染じめないね」


    　クリストフは自分の遅刻を棚に上げて、ヤレヤレと大げさに両手を広げて見せる。


    「のんびりしてて、いいとこだよぉ。女の子もパンツ穿はき忘れて出かけちゃうくらいさぁ」


    「うん、馴染めるな。そういう大事な情報は早く言ってくれないと。ねえ、ヴォルフくん」


    「ぼ、ぼくはうっかりスク水で出かけるのがいいっ！」


    　どんなうっかりなんだ……。


    　他た愛わいもない雑談で、なんの集まりだったか忘れかけたころ、ようやく呼び出した当人のアーニャが二階から螺ら旋せん階段を下りてくる。ダルそうな足取り。「遅いぞ」とツッコむ気すらしない。


    「元気いいね……夜遅いのに」


    　アーニャはふわわと欠伸あくびをする。なんだか眠いというより疲れているように見える。


    　そして小こ脇わきには大きな紙のロールを抱えている。それをヴォルフに押しつけると、壁に貼はるように指示する。


    　ようやく本題がはじまるようだ。


    「はっきり言って……世の中、お金。勇者もお金。お金があればなんでもできる……」


    　アーニャがぽつりぽつり話しはじめる。


    　いつも怠たい惰だでダルそうに話すアーニャだが、今回はそのスローな喋しやべりのなかに迫力と熱意を感じる。そもそもこんな時間にアーニャが起きていること自体が並々ならぬ熱意の表れだ。


    「みんな、デス・チャーハンで一ひと儲もうけするよ」


    　アーニャはかつてないほど能弁だった。


    　アーニャを駆り立てているものはビッグ・ビジネスチャンス。ナディーネの料理によって偶然生み出されたスライムチャーハンで一儲けしようとの試みだった。


    　ヴォルフが壁に貼はった大きな紙のロール。そこには地図と拡大した写真が描かれている。


    　アーニャはそれを指示棒で指し示しながら今後のプランを説明する。


    　画像に映っているのは湖の光景、王都の近くにある神しん老ろうの湖だ。


    「ここ、神老の湖は質、量ともスライムハンティングには最適。あと大事なのはイメージ。〝当店のチャーハンは神老の湖で獲とれた新鮮なスライムを使用しております〟。これが売りだから。時代はロハス」


    　スライムにロハスもなにもないと思うが、しかしアーニャはますます熱気を帯びて、プレゼンを続ける。


    「……みんなの顔写真も必要だから。〝私が獲りました〟的なの」


    　……農家のおじさんがやってるパターンか。ブランディングに抜かりがない。


    「最終的にはチェーン店化するし、頑張ったら支店長にしてあげるから、どんどんハントして……そこ、田舎いなかの人、なんで浮き輪の準備。遊びじゃないし」


    　ネネがこっそり浮き輪を隠し持ったことをアーニャは見逃さない。


    「やだなあ。湖の中のスライムも獲るためさぁ。遊ばないよぉ」


    「あやしい……。うちのデス・チャーハンはスライムたっぷりが売り、一日五十食出すとして……、ド田舎の人、なんでお菓子つめてる……」


    　ネネがこっそり勇者袋にお菓子をつめたことをアーニャは見逃さない。


    「やだなぁ、栄養補給さぁ。しっかり働くには糖分が必要だよぉ」


    「栄養補給は大事。これは一いつ攫かく千せん金きんのチャンスだから。本気で……だから、なんで花火をつめてる……」


    　ネネがこっそり花火を隠し持ったことをやはりアーニャは見逃さない。


    「これは、あれなのさぁ。遠くの人に信号を送るのさぁ」


    「このビーチボールは……？」


    「これは投げたりして遊ぶのさぁ」


    　ネネはもはや言い訳を考えることすら放棄している。


    「みんな、気を引き締めて。……今時、勇者の武器は剣じゃない、お金。お金があれば装備買い放題、冒険に出かけ放題だよ」


    　アーニャの演説で作戦会議は終了となる。こうしてコーポ勇者一同はスライム狩りへ出かけることになったのだった。
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    　神しん老ろうの湖は王都から徒歩で数時間の距離にある。この一帯ではもっとも広い湖だ。美しい湖こ畔はんの風景、透明度の高い湖水、そして海よりも王都から近いことから、夏の観光スポットとしておなじみだ。


    　この近隣に出現するモンスターはバブルタイプのスライムがもっとも多い。まさに今回の目的にはぴったりなのだ。


    「アーニャちゃん、わははははっ、水攻撃！」


    「冷たい。ふふ……仕返し」


    「アーニャちゃん、なんで私に水を！　ネネちゃんに仕返ししてよ。もうっ！」


    　さっそく遊んでるじゃねーか！　なにより発起人のアーニャが遊んでる！　湖畔でちょっと脚を水に浸ひたしてたら、だんだん盛り上がっちゃって、結局は水の掛け合いできゃっきゃするパターンを展開してる！
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    「ちょっと、キミたち、遊びで……」


    　ヴォルフがはしゃぐ女子たちに抗議しようとするが、クリストフがその口をすばやく塞ふさぐ。


    「な、なんでだよ！」


    　ヴォルフは遊んでいる女子ではなく、自分が止められたことに、驚きを隠せない。


    　クリストフは自分の口に指を当て静かにするように促うながす。その目は珍しく真剣そのものだ。


    「ヴォルフくん。冷静になれ。もう少し泳がせよう。これは水着になるパターンだ」


    「クリストフ、さすがだ」


    　ルディはクリストフに向かって大きくうなずく。クリストフもそれにうなずきかえす。言葉は少ないが目だけで濃密な意思の交換が行われている。


    　そもそもアーニャのうさんくさいビジネス計画にのったのも水着回への可能性を感じたからだ。そして案の定、女子たちは美しい湖こ畔はんの光景に心が開放的になっている。この爽さわやかな湖畔を吹き抜ける爽やかな風がきっと女子たちの羞しゆう恥ち心しんも吹き飛ばしてくれるはずだ。


    「とりあえず周囲を探索してくるから、女子たちはしばらく休憩しててもいいぞ」


    　ルディは女子たちに朗ほがらかに、かつ自然なテイストで声をかける。


    　そしてそれと同時にルディはヴォルフとクリストフにハンドサインを送る。指を三本立て、方向を示す。三方向に散開せよとのサインだ。


    　三人は勇者として鍛きたえた脚力をもって、驚くべき迅速さでその場を離れる。女子たちの視界から消えると、すぐに比較的大きな岩の裏側へと集合する。勇者としてトレーニングした三人、これくらいならアイコンタクトとハンドサインだけで十分なのだ。


    　岩の陰に集合した理由はたったひとつ、男子が姿を消すことによって水着に着替えることを促す。そしてその姿を覗のぞくのだ。


    　いつもとは打って変わってリーダーシップを取るクリストフ。すがすがしいほどの変わり身のはやさだが、ルディにとっても異存はない。普段はクールぶっているルディだが、むっつりスケベであることは否定できないのだ。


    　パーティーでのバトルにはアイコンタクトとハンドサインが重要。訓練を受けた勇者ならばかなりの情報をアイコンタクトとハンドサインだけで伝えることができる。


    　気配を消し、岩陰から厳しい視線を送る。そして素早く的確なハンドサイン。その姿は高レベルのモンスターと対たい峙じするパーティーと見まごうばかりだ。


    　──早く着替えないかな？（ヴォルフ）


    　──落ち着け、絶対に着替える。（ルディ）


    　ヴォルフのハンドサインにルディはハンドサインを送り返す。


    　訓練された勇者ならば、この程度はハンドサインとアイコンタクトで十分に伝えることができるのだ！　その後も三人は激しくハンドサインで情報を交換する。


    　──だ、誰のアレを……見たい？（ヴォルフ）


    　──もちろんアーニャだ。あのたわわに実った胸が実際どうなっているのか、確認しないと。（ルディ）


    　──僕はネネかな。グフフフ。（ヴォルフ）


    　──おっ、なかなか通だね。（クリストフ）


    　──普段はあの素朴な感じで、エロスを感じないでしょ。でもそこからのギャップを楽しみたいんだよね。グフフフフ。（ヴォルフ）


    　──ギャップで言うならナディーネちゃんも押さえておかないとさ。清せい楚そからのギャップね。あれは着き痩やせするタイプと僕は見たね。（クリストフ）


    　──まあ、結局のところ全員だな。（ルディ）


    　──当然そうなるね。いらないおっぱいなんてないのさ。（クリストフ）


    　訓練された勇者ならば、この程度の猥わい談だんはハンドサインとアイコンタクトで十分に伝えることができるのだ！　ただし、ニヤニヤしながらハンドサインとアイコンタクトで猥談をする姿は馬ば鹿かみたいではある！


    　──着替えのときにさ、『あら、意外とおっぱい大きいのね』、『そういうあなたも、随分と大きいのね』みたいな展開ないかな。グフッ。（ヴォルフ）


    　──信じる心を捨てたら勇者じゃないね。きっとあるさ。そしてみんなで乳首をつまみあうに違いないね。ぎゅっ、ぎゅってさ。（クリストフ）


    　──クリストフ、さすがにそれはないだろ！（ルディ）


    　訓練された勇者ならば、猥談の中で軽くボケたり、ツッコんだりもハンドサインとアイコンタクトで伝えることができるのだ！　猛烈な速さで繰り出されるハンドサイン。もはや暴れているかのようだ。さすがにこれは口で話した方がいい。


    　三人は激しいハンドサインを交わしながらも、常に女の子たちへの注意は怠おこたらない。


    　その期待に応こたえるように、女子たちの開放感は増していく。


    　しばらく水際で脚を浸ひたしながら、じゃれあっていたが、徐々にエスカレートしていく。


    　ネネがビーチボールと浮き輪を膨ふくらませはじめた。


    　これは間違いなく水着に着替える流れ！


    　すでに水を掛け合ったせいで、服もしっとりと濡ぬれている。濡れた服が肌に張りつき、ボディーラインがあらわになる。


    　岩陰まで声は聞こえないが、ネネの身振り手振りからはっきりとわかる。あれは「もう、水着に着替えちゃおうよ。周り誰もいないし」と言っている。


    　その言葉にアーニャがうなずき、続いてナディーネも苦笑を浮かべながら同意する。


    　──ルディくん、やったな。やはり僕らの読みは間違ってなかったね。（クリストフ）


    　──ああ、来たな。予想通りだな。（ルディ）


    　──ぢあおｒじぇおｇふうあえｇじょあいうじょｇり！（ヴォルフ）


    　興奮しすぎでヴォルフのハンドサインはもはやまったく意味がわからない。


    　──みんな落ち着くんだ。気が緩ゆるんで気配が出ているぞ。（クリストフ）


    　──全オーラを眼球に集中させろ。（ルディ）


    　──ぢあおｒじぇおｇふうあえｇじょあいうじょｇり！（ヴォルフ）


    　三人はビーチパラソルの下に置かれた自分の道具袋から、水着を取り出す。水着を装備するにはいったん〝なにもつけていない〟になる必要がある。


    　ついに三人が水着を手にした。


    　その直後、アーニャが指を三本立て、その後方向を示す。


    　これは三方向に散開せよとのハンドサイン！


    　三方向に走り出すアーニャ、ナディーネ、ネネ。


    　水辺から消える三人の姿。ただビーチボールが風を受けてコロコロと転がっている。


    「バレたかっ！　アーニャのやつ、やっぱり勘がいいぜ。なんであんなおっぱいがでかいのに勘がいいんだっ！」


    　ルディは思わず岩を殴りつける。


    「ふふっ、相手もさすが勇者ってとこかな」


    　クリストフは苦笑いを浮かべているが、ヴォルフには笑顔を浮かべる余裕はなかった。あまりの落胆でその場に崩れ落ちてしまう。ヴォルフの頬ほおを伝うひと筋の涙。


    　なにも泣くことはないと思うが……。


    「ぢあおｒじぇおｇふうあえｇじょあいうじょｇり……」


    　結局ヴォルフは口頭でもなにを言っているのかわからないのであった。


    　残念な結果に終わってしまったが、このまま帰るわけにはいかない。


    　覗のぞきのアリバイ工作のためにルディたちは急いでスライム狩りにいそしむ。


    　バブルタイプのスライム獲得はさほど時間はかからなかった。なにせ勇者三人がかりで全力だ。またたく間にクーラーボックスがスライムで満タンになる。


    「頑張ってるね……罪悪感で」


    　アーニャはクーラーボックスを確認しながら、嫌疑の視線をルディに向けていた。


    「なんのことだ？　我々は元々ロバのように働き者だ」


    　……やはりバレていたか。しかしルディもすでに腹は据わっている。これ以上追及されるならばすべてをクリストフのせいにするつもりだ。


    「本当に見られたわけじゃないし。大目に見るよぉ。その分どんどん働いてもらえばいいさぁ」


    　ネネがすかさず新しい空からのクーラーボックスをルディに手渡す。完全に労働はこちらにまかせて自分は遊ぶつもりだ。


    　結局、またしてもスライム狩りへと戻らされる男子勢。誰も文句を言うものはいない。やはりみんなうしろめたい気持ちがあるのだ。


    「ねえ、もしかして僕たちはめられたんじゃないかな？」


    　ヴォルフはスライムを追いながらぼそりと呟つぶやく。


    「まさか……」


    　ルディはそう返すが、少し背筋が寒くなる。怠なまけ者かつ知恵の回るアーニャならやりかねない。こちらが覗のぞきにかかると読んで、あえて水着になるような展開に自ら持っていったのか……。


    　いきなりネネが遊び出したのに乗っかったのもそれなら説明がつく。


    「まあ、どっちにしろ、覗けなかったってことは、僕たちの負けってことさ。それだけだよ」


    　すっかりスライム狩りに飽きてしまったのだろう。クリストフはスライムを追わずに、草むらに寝転がっている。


    　結局は水着にはならなかったものの、湖こ畔はんでじゃれ合う女子たち。その姿をまるで美術品を見るかのような目で鑑賞するクリストフ。


    　自然とルディとヴォルフもそれに倣ならう。


    　スカートを軽くまくり、あらわになるふくらはぎ。服が水に濡ぬれて、ぴったりと身体からだにくっつく。露あらわになる身体のライン。みんな鍛きたえているだけあって、それぞれ美しい身体だ。アーニャのたわわな胸に目がいくところだが、ナディーネの腰回りも見逃すわけにはいかない。適度なくびれからのお尻しりのライン。これは非常に鑑賞性が高い。


    　はめられた怒りや覗けなかった悲しみもいつの間にか消え去っていくかのようだ。


    　ようやくルディの心にも平穏が訪れた、そのときだった。


    「あれ、これ毒消し草じゃない？」


    　クリストフが驚きの声をあげる。


    　寝転んでいた草むら、その草がなんであるかそんなこと気にも留めていなかったのだが、たしかに道具屋でよく見る毒消し草がちらほらと交ざっているようだ。


    　勇者といえば冒険中に〝調べて〟いろいろなものを発見するのは日常茶飯事。毒消し草は高く売れるものではないので手に入れても利益にならないが……。


    　クリストフは毒消し草を引き抜くと、細かく千ち切ぎり、紙で巻くとそれに火をつけ、その煙を吸引した。


    「おい、なにをしている！」


    　ルディの言葉に幸せそうな笑顔で答えるクリストフ。


    「なにって、毒消し草を使ったんじゃないか」


    「使い方が違うぞ。それに毒におかされてないだろ」


    「あははは、使い方なんて自由なのさ。アイテムってね、使い方や他のアイテムとの組み合わせで、驚くような効果を発揮することもあるのさ」


    「それで毒消し草を吸うとどうなるんだよ」


    「うん。こうやって毒消し草を使うとね、気分がすーっとしてくる。そして頭の中に靄がかかって、キラキラとした幻が現れるね」


    「完全に混乱してるじゃないか！　毒消し草は用法用量を守って正しくお使いくださいだ！」


    「意外とお堅いね、ルディくん。僕はね。アイテムの可能性を追求してるんだよ。薬草や毒消し草みたいなありふれたアイテムにもね、まだまだ可能性がある、僕はそう考えているんだ。今度は水に溶いて、注射してみたいとも思ってる」


    「ただの危ない人じゃねーか！」


    「ははは、こんなのたしなみのうちさ」


    　クリストフはまったく悪びれていない。


    　紫煙をくゆらせながらふらふらと散策を続ける。


    「おや、これはジェイソンズワートじゃないか。水が綺き麗れいだからだろうね。さすが神しん老ろうの湖」


    　クリストフは少しふらつきながらも、青みがかった、スズランのような植物を傷つけないよう丁てい寧ねいに根の部分から掘り起こす。専門学校で薬草学の授業もあったが、ルディはまったく真ま面じ目めに聞いていなかったため、その植物に見覚えがなかった。クリストフの解説によるとジェイソンズワートは水辺に自生するハーブの一種で、疲労回復や眠気ざましの効果があるらしい。


    「単体ではそんなに強烈な効果はないけど、ジェイソンズワートは血行の流れを促進するから、他のアイテムと調合すれば効果を高めることができる。特に根の部分の薬効成分が強い」


    　クリストフは解説を加えながらナイフで手早くジェイソンズワートの根を刻む。


    　ルディはその知識と手て慣なれたナイフさばきに感心していた。ただのだらしないエロ野郎だと思っていたが、そうではないようだ。勇者たるもの幅広いアイテムに関する知識が必要。とくに長期間の冒険においては、準備したアイテムだけでは不足する。現地で調達し調合する知識が重要になってくるのだ。


    「うちは代々薬くす師しの家系でさ。まあ授業じゃ教わらない調合もいろいろとね」


    　クリストフは慣れた手つきで、ジョーンズワートの根と刻んだ毒消し草を混ぜ合わせ、紙で包む。


    　……そして火をつけて吸った！


    「だから、なぜ吸う！」


    「あー、やっぱ全然効きが違うね。こうね、シャキッとするね。ステータスがシャキッとするんだよ」


    「なんだよ、ステータスがシャキッとするって！　意味がわかんねーよ。大丈夫か？　お前の家系の薬師」


    　しかしすでにルディの声はクリストフの耳には届いていないようだ。


    　他にも採集できるアイテムはないかとまたふらふらと歩き出す。


    「おっ、これはニイツキタケじゃないか。せっかくだ、ルディくんにもレクチャーしてあげよう。ニイツキタケにはね、神経系に作用する毒性があり幻覚を引き起こす。勇者用語で言うところのいわゆる〝混乱〟ってやつだね。これは注意して扱わないといけないよ」


    　クリストフはニイツキタケをつまみあげると、手早く刻んで紙で包む。


    　そして火をつけて吸った！　さっきのに混ぜて吸った！


    「おい！　注意して扱うんじゃなかったのか！　なんで吸う！」


    「うるさいねえ、ルディくんは。僕からすると、知識のない勇者はステータス異常を怖がりすぎなんだよ。薬と毒は表裏一体、強すぎれば薬も毒になる。毒も少量ならば滋養強壮に効果があるのさ」


    「立派そうなことをのたまっているが、それは俺じゃない。木だ」


    　クリストフがアイテム論を説いていたのは、ルディではなく、先ほどキノコを採集した樹木だった。


    「あれ？　これは木か……。ルディくんにしては随分と茶色いな、と思ってはいたよ」


    「全然使いこなせてないじゃねーか。早く混乱を治せよ」


    「ふふふ、あえての混乱だよ。ルディくんはまだまだ青いね。お子様だよ。いずれわかるよ。勇者の厳しい競争社会、コネと利権にまみれた業界の裏側。利権をむさぼり、甘い汁を吸う大人たち。そんなのを見せつけられるとね。誰が混乱していて誰が正気なのかわからなくなるものなのさ」
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    「だから、お前が話しかけているのは俺じゃない。それは地面だ。まず自分がうつぶせになったまま話していることを自覚しろ」


    「厳しい競争社会、キノコだらけの裏側。青い汁を吸う大人たち。キノコを見せつける勇者。そんなのをね。誰が混乱して誰がキノコなのかわからなくなるものなのさ」


    「混乱しているのは間違いなくお前だ」


    　しかしクリストフはまったく聞いていない。


    　クリストフは話しかけていた地面を励ますかのように、ぽんぽんと何度か叩たたき、ようやく起き上がり、ふらふらと歩き出す。


    「おい、どこへ行く、戻れ！　クリストフ、混乱を治せ！」


    　ルディの制止も聞かずに、おぼつかない足取りでクリストフは湖へと向かう。


    　湖こ畔はんでビーチボールとじゃれあっている女子たち。その背後から接近するクリストフ。


    　本来なら危険な場面であるのだろうが、彼女たちもまた訓練された勇者。ヘロヘロのクリストフなど問題にならないだろう。


    　女子たちもクリストフの接近に気がつく。


    　怪け訝げんな表情を浮かべるナディーネ。クリストフの様子がおかしいことを察知したようだ。


    　それでも陽気に手を振りながら接近するクリストフ。


    　その接近にあわせるように後退する女子たち。明らかに警戒されている。


    　それでも大きく手を振りながらクリストフは前進する。


    　そしてそのまま女子たちの脇わきを通り過ぎ、湖へと入っていった！　手を振りながらずんずんと湖の中を進む。クリストフは首まで湖に浸つかりながら楽しげに手を振っている。


    　いったい誰に手を振っているのか、その様子を怪訝そうに見つめる女子たち。


    「クリストフさん。なにをしてるんですか？　服のままで大丈夫ですか？」


    　ナディーネが見かねて声をかける。


    「あはは、大丈夫、大丈夫、そんなに濡ぬれてないよ」


    「首まで浸かってるじゃないですか！」


    「クリストフさん、混乱してるんですか？」


    「ははは、さっきまではちょっとね。でも水に入ってすっきりしたから、もう大丈夫」


    　クリストフはようやく湖から上がり、三人の下へと歩み寄る。当然ながらずぶ濡れだ。


    　吸水性のよい布の服からはぼたぼたと水が滴したたり落ちている。


    「ほら、やっぱりずぶ濡れじゃないですか。タオル使いますか」


    「ああ、すまないね」


    　クリストフはナディーネからタオルを受け取ると、それに火をつけ吸った。


    「なにをするんです！」


    「コネと裏側だらけのタオル業界。それを吸う青いお子様たち。そんなのを見せつけられるとね。こうせずにはいられないよね」


    「やっぱり混乱してるじゃないですか！」


    「ははは、ナディーネちゃん。わりと着き痩やせするんだね。胸の裏側をむさぼらせてもらうよ」


    　クリストフはそう言うと、ナディーネの胸元に顔を近づける。


    「やめてください」


    　慌あわててクリストフを突き飛ばすナディーネ。


    　クリストフは突き飛ばされた勢いのまま、今度はネネに接近する。


    「あはははは、ネネちゃん。キノコを見せつけさせてもらおうかな」


    「死ぬのさぁ！」


    　ネネは思い切り顔面に向かってパンチを放つが、クリストフの頬ほおを掠かすめて空を打つ。


    　続けてコンビネーションパンチを連打するが、それもヒットしない。


    　クリストフの怪しいステップワーク。混乱したクリストフの独特のふにゃふにゃした動きが逆に捉とらえづらくしているのだ。


    「あははは、むさぼりたいやら、見せつけたいやら」


    　ネネの攻撃をかいくぐりながら、今度はアーニャを追い回す。


    　当然アーニャも反撃する。思い切り目を狙ねらって人さし指と中指を突き立てる。シェアハウスする仲間への攻撃とは思えないえげつなさだが、それもふらりふらりと回避してしまう。さらにはナディーネも加わるがそれでも当たらない。


    　素手とはいえ、勇者三人同時の攻撃をすべて回避して、女の子たちを追い回すクリストフ。


    　もしかして混乱しているときの方が戦闘力高くないか？　すくなくとも素早さが大幅に上昇している。


    　それにしてもさすがにこれはやりすぎだ。


    「しょうがねえな」


    　ルディはそう呟つぶやくと、湖こ畔はんへと向かう。


    　もはやナディーネたちはクリストフを倒すことをあきらめ、きゃーきゃーと悲鳴をあげながら逃げ回っている。もはや勇者らしさのかけらもない。たんなる女子だ。


    「クリストフ、いい加減やりすぎだぞ」


    　ルディはそう言うとビーチパラソルから柄えを引き抜き、上段に構える。少々強度不足だが、仲間を殴るにはこれくらいでいい。


    「ははは、ルディくん、キミのキノコも垣かい間ま見みせてもらおうかな」


    　クリストフの混乱はまだ続いているようで、なぜかルディにも襲おそいかかってくる。


    　ルディはやや斜め後方へと跳躍し、クリストフの突進をかわす。


    　背後を取られたクリストフが振り返った直後。


    　ルディが素早くクリストフの間合いへと入る。


    「喰くらえっ！　ファナティック・グレート・レッグ・スラッシュ・バージョン３スリー！」


    　叫び声も高らかに、ビーチパラソルの柄が打ち据えられる。


    　回転を加えた脛すねへの一撃。アーニャプロデュースのキャッチーな必殺技ファナティック・グレート・レッグ・スラッシュ・バージョン３だ。


    　パラソルの柄が的確かつキャッチーにクリストフの脛を捉とらえた。


    　脛への一撃の勢いでクリストフの身体からだが一回転して、頭から砂浜へと突っ込む。


    　まさか新必殺技を最初に使う相手が同居人とは……。


    「安心しろ、峰みね打うちというか、峰ファナティック・グレート・レッグ・スラッシュ・バージョン３だ」


    　一応手加減はしたつもりだし、クリストフも鍛きたえているから怪け我がまではしないだろう。


    　クリストフはまだ脛の痛みで立ち上がることができないが、意識は失っていないようだ。


    「ぐぅ、……見事だ、ルディくん。しかし俺を倒しても、必ずや第二、第三の変態が……ぎゃぁあああ」


    　クリストフは最後まで捨て台詞ぜりふを言うこともできなかった。


    　チャンスとみたネネが、ここぞとばかり倒れているクリストフにパンチを見舞う。


    　さらにアーニャまで、殴る、蹴ける。キャッチーさの欠片かけらもない、リアルな袋ふくろ叩だたきだ。


    　むしろクリストフの無事が不安になる勢い。


    「おい、ほどほどにしないと、本当に怪我を……」


    「ダメなのさぁ。うちの田舎いなかの習わしでは生き娘むすめの胸を揉もむ男はくるぶしを石で砕かれるのさぁ。さあクリストフ、くるぶしを出すのさぁ」


    　……なんで揉んだ手じゃなくて脚に罰を与えるんだ。


    　とにかく部位破壊は罰としてやりすぎだ。


    　脛を打ち据えたルディであったが、今度はクリストフのくるぶしを守るべく、必死にネネをなだめるはめになったのだった。
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    　湖から戻った翌日、コーポ勇者の前には、行列ができていた。


    「チャーハン勇者、今日オープンだよぉー！　勇者がひとつひとつ丁てい寧ねいに捕獲した、スライムで作ったチャーハンさぁ。栄養たっぷり、なにかもたっぷりだよぉ」


    　長机とパラソルだけの簡素な屋台。そこに並べられたチャーハンからはなんともいえない斬ざん新しんな薫かおりが立ち上っている。食欲をそそるような、そそらないような。よく言えばエキゾチック、悪く言えば刺激臭だ。


    　しかし奇くしくも異世界系の飲食店の進出により、王都では空前のグルメブームが起こっている。珍しい食べ物を食べてその画像をＳＮＳにアップして、〝いいね〟ボタンを押してもらうことに世の人々は血道を上げているのだ。


    　提供する数を限定することによるレア感。わざわざ湖までスライムをハントしに行くことによる、素材の確かさのアピール。まさにアーニャの読みどおりの行列である。


    　コーポ勇者のキッチンではその行列に応こたえるべく、ナディーネが必死に働いていた。


    　ルディも手伝いで洗い物や簡単な仕込みに手を貸してはいるのだが、やはり調理はナディーネひとりにかかっている。


    　額に汗を光らせながら、チャーハンを炒いため続けるナディーネ。


    　ルディはその姿を見て思う。そもそもナディーネがバイトばっかりでちっとも勇者業をやっていないから、勇者関係も頑張ろう、そういう話だったと思うのだが……。やっていることはバイトと変わっていないんじゃないのか？　むしろバイトよりもきつくなっているんじゃないのか？


    　しかし懸命に働いているナディーネを見ているとそんなことは言い出せない。ルディも黙々と手伝いを続ける。


    　ランチタイムが終わるころにはすべてのデス・チャーハンを販売しきり、ようやくナディーネも朝から続いた労働から解放される。


    　大量のスライムとライスは消え去り、代わりに残されたのは金貨と銀貨。


    　ざっと見ただけで、10万Ｇゴールド近くはあるだろうか。


    　これだけあればちょっとした装備なら買えそうだ。


    「……これ使うのは馬ば鹿かだから」


    　アーニャはルディの考えを先回りしたかのように釘くぎを刺す。


    　先ほど起きたようで、ぼさぼさの頭をぽりぽり掻かきながら。ひとつ大おお欠伸あくびをする。


    　自分でプロデュースしておいて自分はまったく販売を手伝わなかったのだ。


    「これは投資資金。新メニューの開発。店舗の出店、ネットでステマするための広告費。行列のサクラも雇わないと。ふぅ……いくらあっても足りない」


    　アーニャは本気でチェーン店にするつもりらしい。


    「スライムハントしといて。湖まで行かなくていいから、その辺で。どうせ味変わんないし……明日もまた同じ時間。よろしく」


    　アーニャはそれだけ言い残すと、また部屋に戻ってしまう。


    



    　こうして、勇者から飲食店従業員へとジョブチェンジしたコーポ勇者の住人たち。本当にこれでいいのか誰しも疑問に思うが、しかし金の魔力はどんな魔法よりも効果絶大。不満を言い出す者は誰もいない。黙々とスライムを狩り、仕込みに精を出す。


    　翌日、開店二日目となった屋台にはまったく行列はできていなかった。行列どころか買いに来る人間がまったくいない。


    「なんでなのさぁ。昨日の人たち、どこいったのさぁ」


    　販売担当のネネも焦りを隠せない。


    　すでに時間は正午を過ぎた。まさに昼のピークのはずなのに、まったく売れない。


    　残念ながら我々平ひら従業員ではどうすることもできない。


    　急いでアーニャを起こす。


    「んー……、なに？　まだ昼なんだけど」


    　アーニャはルディの扉を破らんばかりの猛烈なノックでようやく部屋のドアを開けてくれる。毎日毎日、よくもこんなに眠れるものだ。


    「昼だからこそ起きろ！　お前が考えたビジネスの危機だ」


    　部屋のカーテンを開いて、現状を確認させる。


    　二階の部屋の窓からは屋台の様子がよく見える。行き交う通行人に声をかけては無視されるネネ。相変わらず売れていないようだ。


    　アーニャはその光景を見てもとくにリアクションしなかった。無言でただスマートフォンをいじりはじめる。


    　なんなんだこの落ち着きは……。


    「あー、……もう無理だね」


    　アーニャはぼそりとそう言うとルディに自分のスマホを投げてよこす。


    　そこに表示されていたのは異世界ＩＴ業者が運営するグルメ系の人気サイト〝食いログ〟だった。この世界にネットが導入されて以来、食いログを参考にお店選びをする習慣が定着。その評価は絶大な影響力があるのだが……。


    　なんと食いログにコーポ勇者がチャーハンの店として登録されているではないか！　売れない勇者たちのシェアハウスだと思っていたのに、いつの間にかチャーハン屋に……。


    　コーポ勇者改め、チャーハン勇者のページにはすでに数件のレビューが掲載されている。


    



    『史上最悪のチャーハン』


    ★☆☆☆☆　料理・味（１．０）サービス（１．０）雰囲気（１．０）


    珍しさに惹ひかれてランチで食べてみました。チャーハンの味も微妙だったのですが、夕方ごろに蕁じん麻ま疹しんが出ました。見たことのない緑色のぼつぼつが無数に出ます。チャーハンを食べて身の危険を感じたのははじめてです。


    



    『身体からだが火ほ照てりすぎます』


    ★☆☆☆☆　料理・味（１．０）サービス（１．０）雰囲気（１．０）


    かなりスパイシーな味付けで、食べた直後から身体からだがぽかぽかして、汗が噴ふき出しました♪　トウガラシの効果かなと思ったのですが、食べ終わったあとも汗は引かず、いまも大量の汗が出続けていまーす。／（[image: ]V[image: ]）＼　どうやら熱もあるみたいで、関節も痛みまーす。また大量の目ヤニが出るようになりました☆＝　もう目ヤニで前が見えません。いったい私はどうなってしまうのでしょうか？　死にたくないよー／（[image: ]V[image: ]）＼


    



    『震えが止まりません』


    ★☆☆☆☆　料理・味（１．０）サービス（１．０）雰囲気（１．０）


    美お味いしさに、ではなく、物理的に震えが止まりません。ガタガタ震えてしまうのでキーボードを打つことことともも、つらつらいいいぢぢあおえきだう震えがいおえｄｊごあえいあいおあいえいお。かゆ……うま。


    



    　どうやらまったく毒が抜けていなかったようだ……。よくよく思い出してみると、ネネ以外、誰も試食をしていない。


    「……あの子、胃腸が強いんだね」


    　アーニャは憎々しげにそう呟つぶやく。ネネは田舎いなか出身の超健康優良勇者。試食にはもっとも向かない人材だった。


    「それでどうする？」


    「んー……店を閉める。なにかあったら、『担当者が不在でコメントできない』で」


    　アーニャはそれだけ言うと、またベッドに横になってしまう。


    「なに二度寝してんだよ！」


    「起きてたって、どうにもなんないし。被害者のご冥めい福ふくを祈るばかりだよ」


    「じゃあ寝てないで祈れよ！　あと死んではないぞ！　レビュー書いてるんだから」


    　ルディのツッコミもむなしくアーニャはやすらかな寝息を立てはじめる。


    　掛け布ぶ団とんも適当に被かぶったので、はだけた脚がはみ出してしまっている。よく寝ているだけあって肌の艶つやがいい。すべすべの太ももだ。


    　……そもそも男が部屋にいるのに寝るかね。おそらく脚くらい見られてもどうでもいいと思っているんだろうけど。クリストフだったら舐なめたりしているところだ。


    　ルディは心の中で自分の欲望を人のせいにすると、アーニャの部屋を出る。


    　こうしてコーポ勇者はチャーハン店から再び明日を夢見る勇者たちの住むアパートへと戻った。もし訴えられたらアーニャのせいにしよう。ルディはそう強く誓ったのだった。
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    　チャーハン勇者の経営破は綻たんから数日後。


    　ルディは大手勇者プロダクション、ブレイブビジョンの事務所を訪れていた。相変わらず、自分たちの立派さを誇示するかのような重厚なレンガ造りの建物。


    　目的は風の塔クエストのオーディション、実技試験だ。


    　驚いたことにルディは書類審査を通過していた。ぶっきらぼうな感じが逆に高評価を得たのだろうか？　まったく自分でも理由がわからない。とりあえず運がよかったのだと考え、無理やりに納得しておく。


    　ルディはこのことを誰にも告げずにいた。理由はナディーネが書類審査落ちしていたからだ。おそらく真ま面じ目め一辺倒の答えで面白みを感じさせることができなかったのだろう。


    「別に落ちるのははじめてじゃないし」


    　などと言いながら気丈に振る舞っていたものの、やはりショックの色は隠せていなかった。どうにも自分は受かったなどとは言えなかったのだ。


    　受付に用件を告げたルディが通された控え室には、すでに多数の勇者が待機していた。ざっと五、六十人はいるだろうか……。しかも時間帯で分けられた数のみでこれだ。二次審査に挑戦する人数はこの数倍はいるのだろう。


    　勇者たちはエントリー番号順に次々とオーディション会場へと呼び出される。


    　プロダクションのスタッフに淡々と事務的にさばかれる勇者たち。むしろ囚人のようだ。ルディもトイレで念入りに髪型を勇者業界定番の主人公ヘアにセットし、順番を待つ。


    　ほどなくルディのエントリーナンバーが呼び上げられ、実技試験の会場へと通される。


    　会場は思ったより広く、そしてなにもなかった。


    　実技をするために開けられた広いスペース。記録用のカメラ。そして部屋の奥にずらりと並ぶ審査員たち。


    　カジュアルでありながら、いかにも金を持っていそうな着崩した服装。長机に頬ほお杖づえをつく姿も、いかにも偉いんだろうなと感じさせる。


    「じゃあ、次の人、ルディ君？　一番得意な技をお願いできるかな？」


    　審査員のひとりが提出した書類に目を落としたまま言う。他の審査員もいかにも退屈そうだ。たくさんの勇者を見てすっかり飽きているのだろう。


    「あー、技はひとつでいいから。あれこれやらなくてもわかるんで。テンポよく」


    　口調だけで立場の差がはっきりとわかる。使われる者と使う者、選ぶ側と選んでもらいたい側。自分が選ぶ側であることに慣れきり、当たり前だとすら思っている。


    　ルディは思う。


    　──こいつら、合コンなんかしまくってるんだろうな。別にたいしたことないのに、「俺、○○と仲いいんだよね」とか「××は俺が育てたんだよ」みたいに有名勇者の名前出しまくって、それで馬ば鹿かな女は案の定釣れちゃったりして。しかも憎たらしいことに、こいつらは金を持っている。大したことしてないで、それっぽい会議ばっかりしてるくせに……。


    　おのれ勝ち組め……。ルディは心の中で毒づく。本能の赴おもむくままに思いっきり勝ち組の脛すねを破壊してやりたい。そんなどす黒い欲望が湧わき上がってくる。しかしそんなことを実行したら一巻の終わりだ。勇者業界から干されてしまう。それに誰がどう考えても逆恨みである。


    　そんなことを考えながらも、ルディは爽さわやかな笑顔を作り、一礼すると、愛用のロングソードを抜く。


    「喰くらえっ！　ファナティック・グレート・レッグ・スラッシュ・バージョン３スリー！」


    　いつもよりもさらに派手な動きでファナティック・グレート・レッグ・スラッシュ・バージョン３を放つ。


    　いくらなんでもあざとすぎたか……。やり終えてから急に後悔の念が胸に去来する。やはり普通の脛切りの方が実践的で印象よかったかも。


    　不安からチラリと審査員を見る。


    「うん、いいね。わかりやすい」


    　審査員のひとりが小さくうなずくとそう言った。


    「そうっすね。ちょっと馬ば鹿かっぽいっすけど、それくらい突き抜けてる方が華がありますからね。あとオーディション用に急造で必殺技作ってくるヤツいるんですけど、これはちゃんと実戦で使ってますね。実際に切ってる人間しか出せない迫力みたいなの感じますね」


    　……ただのチャラい人かと思ったけど、意外とわかってるじゃないか。実戦といっても破壊したのは同居人の脛だが。


    「どうします、次、来てもらいますか？」


    「そうだね。見たいね」


    「ルディ君だっけ、あとで正式にメール送ると思うけど、三次審査の日、空あけといてくれる？」


    「はい、ありがとうございます！」


    　ルディは普段見せない笑顔を見せ、頭を下げる。


    　ルディの心の中で急激に審査員たちの好感度が上昇する。好感度が５上がった。


    　──さすが勝ち組、要点はわかっている。会議ばっかりで実質なにもしてないとしても、俺の才能を見抜くなら許そうじゃないか。合コンも息抜きにはいいだろう。有名勇者の名前で釣るのもなにも減りはしないのだからＯＫ！


    　こうしてルディは同居人の脛を犠牲に、オーディションの階段をまたひとつ上がったのだった。

  


  [image: ]


  
    [image: ]

  


  
    　コーポ勇者の夜は遅い。


    　すでに深夜一時だというのに、リビングには明かりが灯ともっていた。


    　ルディは愛用のロングソードを研とぎ直し、刃こぼれがないかチェックをしている。その傍かたわらでナディーネはふんふん♪　と鼻歌を口ずさみながら、お弁当のメニューを考えていた。


    　遠足の前日のような雰囲気。それもそのはず。みんなで冒険に行くことが決定したのだ。


    　勇者あまりのこの時代、すでにダンジョンというダンジョンは冒険されつくされ、勇者協会の管理下に置かれている。冒険するにはダンジョン攻略料を支払わなければいけない。ワンデイのパスで大人ひとり５０００Ｇゴールド程度だ。


    　経済的に余裕のない新人勇者はダンジョンに冒険に行くことすら難しい時代。しかし、ルディたちには一日の営業で閉店してしまったチャーハン勇者の収益がある。この臨時収入を利用してみんなでダンジョンに出かけることになったのだ。


    　もちろんダンジョンに行くには準備が必要。


    　それぞれ準備に余念がない。にわかにコーポ勇者が活気づく。


    「ねえ、ねえ、見て、見て、兜かぶとを買っちゃったのさぁ」


    　ネネは兜を装備して、嬉うれしそうにくるくる回ってみせる。いかにも防御力の高そうな立派な兜に見えるが……、リビングで兜をかぶっているのはどうなんだ。


    「それどうした？　盗んだのか？」


    　普段の様子を知っているルディからすると、ネネがこんな立派な兜を買えるとは思えない。まさか誰かを襲おそって追いはぎでもしたのか……？


    　ネネは猜さい疑ぎ心しんたっぷりのルディの表情に気がついて、ぷぅっと頬ほおを膨ふくらませて見せる。まあ、兜でよくわからないが……。


    「ひどいよぉ、ルディ！　ちゃんと買ったのさぁ。いくらだと思う？」


    　ネネはぐいぐいと頭を近づけて、ルディに兜を見せつける。女子の〝いくらだと思う？〟は世界でも有数のつまらないクイズだと常々思っているルディであるが、これは少しばかり興味がある。


    　ネネの兜はマスプロダクトな鋼鉄製のヘルムではなく、細かな装飾が施ほどこされている。髑髏どくろをモチーフとしたデザイン。禍まが々まがしくもどこか見み入いってしまう不思議な感覚に陥る。少なくとも一介の売れない勇者が手に入れられるレベルのものではないはずだ。


    「やっぱ盗んだ？」


    「盗んでないよぉ。防具屋のおじさんがすっごく安く売ってくれたのさぁ。１００Ｇでいいって言ってくれたんだよぉ。きっと私がかわいいからに違いないのさぁ」


    　ネネは兜をかぶったまま、えっへんと胸を張る。


    　……どうもおかしい。「お嬢ちゃんかわいいからまけてあげる」とか、そんなレベルの品ではない。デザインもさることながら、兜から感じるこのオーラ。魔力を込めて鋳ちゆう造ぞうされているはずだ。おそらく火炎耐性、氷結耐性、さまざまな系統の攻撃に対してのハイレベルな耐性があるはずだ。


    　そしてそれらすべての特性を覆おおい尽くすようにまとわりつく、黒々とした邪気のようなもの……。


    　ルディは兜かぶとをじっくりと見つめる。


    「……これ呪のろわれてね？」


    「そんなことないよぉ！」


    　ネネはルディの目を見ていない。


    　口調は否定しているものの兜の奥の瞳ひとみは泳ぎに泳いでいる。種目でいうならバタフライくらい大胆に泳いでいる。


    「ちょっと脱いでみろよ」


    「せ、せっかくの新しい兜だからつけてたいのさぁ」


    「いやいや、リビングでそんなのかぶってるの変だし。装備を外せよ」


    「変じゃないのさぁ。リラックスできるのさぁ」


    　ネネは兜をかぶったまま、ソファーで横になってみせる。頬ほお杖づえをつこうとするが棘とげ状の細工が邪魔でつけない。猛烈に不自然だ。


    「……もしかして呪いで脱げなくなってね？」


    「……好きでかぶってるだけなのさぁ」


    「いいから外せよ」


    「コーポ勇者は服装自由なのさぁ。お菓子も余裕で食べられるのさぁ」


    　ネネはそう強弁するが、面甲が邪魔でどう考えても食べられない。それでも隙すき間まから強引にスナック菓子をねじ込むネネ。スナックは口に届く前に面甲で粉々に砕ける。


    「おいしいなぁ。ゴホッ、ケホッ！」


    　むせてるじゃねーか！


    「いいから、脱げ」


    「ルディのエッチ！　無理やり脱がせるのはダメだよぉ」


    「呪われてるのに、ふざけてる場合か！」


    　ルディは兜についている不気味なツノをつかんで強引に引っ張る。


    「痛いよ、痛いよぉ。引っ張っても無理なんだよぉ。こめかみとれちゃうよぉ」


    　力を入れるたびにネネが悲鳴を上げる。どうやら呪いの力でそう簡単には外れないようだ。


    「あら、ネネちゃん。どうしたの？」


    　騒ぎに気づいたナディーネが螺ら旋せん階段を下って、リビングに出てくる。


    「兜を買ったのさぁ」


    　さっきまで悲鳴を上げてたくせに、またくるりと一回転して見せる。


    「すごーい。かわいいね」


    「どこが、かわいいんだよ！　この世のものとは思えない禍まが々まがしさじゃねーか！」


    「ルディ、ネネちゃんがせっかく買ったんだから。褒ほめてあげなよ。女の子はそういうの傷つくよ」


    「そういう問題じゃない。防具屋に安値で掴つかまされて、呪のろわれてんだよ。外せなくなってんの」


    　ルディはナディーネにことのあらましを説明する。


    「わー、それは困っちゃったね。シャンプーできないね」


    「大丈夫さぁ、ここの隙すき間まから頑張るよぉ」


    　ネネは面甲のわずかな隙間を指差す。……目にシャンプーが入りまくって地獄のようなことになるぞ。それに万が一洗えたとして、乾かすのはどうするんだ。


    「いいから、大人しく教会に行けよ」


    「もったいないのさぁ。とりあえず冒険の日まではかぶってるのさぁ」


    　冒険の予定日までまだ十日ほどある。それまでこのままのつもりか……。なんという根性。なんというケチ！


    　そもそもそんな不気味な姿で日常生活を送れると思っていること自体がすごい。


    　ナディーネも私服に兜かぶとだけかぶった怪しげな姿を見つめて困ったような顔をしている。


    「それじゃあファッションももっと黒っぽくしないとね。ゴシックなテイストで、アクセサリーでアクセントつけた方がいいかも」


    「なに呪いの兜に合った着こなし考えてるんだよ！」


    「じゃあ兜にかわいいお花のワッペンつけるね！　それでどうにかなるさぁ」


    「ワッペンで解決できるレベルじゃねーよ！　脱がせるぞ」


    　ルディはナディーネにも手伝わせて、もう一度兜を引き剥はがしにかかる。


    　しかし兜は皮膚と一体化したかのようにまったく動かない。


    「いたたたた、痛いよぉ～！　無理だよぉ、やめてよぉ！　面長になっちゃうさぁ。もう何回も自分でやったよぉ。無理だから、このままでいることにしたんだよぉ！」


    　ルディがちょっと手を緩ゆるめた隙にネネは野良猫のようにぱっと身を翻ひるがえして逃げ去ってしまった。壁にぴったりと張りついて、ルディを睨にらんでいる。


    「おい、逃げてどうする！　取らないと、どうなっても知らないぞ！」


    「やだよぉ。とらないよぉ……引っ張ると痛くて…………我ノ……怒リヲ……知レ」


    「ルディ、なんか変なこと言ってるよ！」


    「兜に意識を乗っ取られはじめたな」


    「コロス……コロス……我ヲ……妨サマタゲルモノ……」


    　ネネは極端に身体からだを丸め手が床につきそうなほどの低い姿勢でルディを威い嚇かくする。


    　近づいたら噛かみつかれそうだ。


    「まいったな。どうにかして教会に連れていかないと」


    　幸いなことに教会は二十四時間営業、いつでも有料で呪のろいを解いてくれる。安物を買って、教会にお金を払う。まったくもって無駄な出費だ。


    　お金はともかく、まずはネネをいかにして教会まで連れていくかだ。


    「私にまかして。ネネちゃん。教会に行こう」


    　ナディーネが幼子に話しかけるように視線を合わせて優しく語りかける。ネネは人間を警戒する野良猫のよう。ちょっとずつ接近して警戒心を解く作戦のようだ。


    「ネネちゃん。大丈夫だから」


    「……イヤダ……教会……焼ク……シスター……シバク……神父……ハゲ！」


    　やはり呪いの兜かぶとが教会を拒否させる。


    　しかしナディーネは粘り強かった。


    「ネネちゃん。お菓子だよ」


    　ナディーネがスナック菓子を手のひらにのせて見せる。


    「……オ菓子……好キ……ヨク噛カンデ食ベル……神父……ハゲ！」


    　警戒しながらも、少しずつナディーネに近づくネネ。それに歩調を合わせてナディーネは後ろへと下がる。ゆっくりゆっくりネネを玄関まで誘導する。


    　そしてそのまま玄関を出て、通りを進む。


    　おそらくこのまま教会へと連れていけることだろう。


    　やるな、ナディーネ。ルディは窓からナディーネを見送り、リビングへと戻る。


    　いつの間にかリビングにはヴォルフの姿がある。


    　テレビの真正面にぴったりと座るヴォルフ。どうやらテレビ番組が観みたいらしい。


    「おい、ネネが大変だったんぞ。呪われちゃって」


    「えっ、そうだったの!?　なんで言ってくれないんだよ」


    　予想外のちゃんとしたリアクションにルディは少し戸惑ってしまう。


    「……言ったところで、ヴォルフは神父でもなんでもないだろ」


    「そうだけど。心配じゃない」


    「ナディーネが教会連れていったから。いまごろ治ってるよ」


    「でも心配だな。ネネはドジなところがあるからね。大丈夫かな」


    　思ったよりもちゃんと心配している。そわそわと落ち着かない様子で、何度も「大丈夫かな」と呟つぶやく。ソファーから立ったかと思いきや、座り、また立ったかと思えば、また座り……、また立ったかと思いきや、リモコンのスイッチをオンにした。


    「テレビは観るのかよ！」


    「別にいいだろ。それとこれとは話は別だよ」


    　見ている番組は『勇者マキシの冒険』のスピンオフ番組、『勇者エリスの冒険』だ。


    　こちらは現在売り出し中の駆け出しドジっ子、天然アイドル勇者エリスが冒険するもの。深夜番組だけにハンディカメラ一台、同行するスタッフもディレクターとカメラマンのふたりだけ。非常にゆるい雰囲気なのだが、逆にそれで親しみが出て受けているらしい。


    　ヴォルフはエリスの大ファンなのだ。この番組を欠かさずチェックし、握手会やトークショーなどにも足しげく通っている。


    「ふひぃ……」


    　怪しい笑みを浮かべながらテレビに見入っているヴォルフ。さっきまで心配そうだったのにこの入り込みっぷり。勇者たるものいかなるときも平常心を忘れてはいけないが、これは平常心とは違う気がする。これでは推しているアイドルを優先する単なるオタだ。


    　テレビの中のエリスは洞どう窟くつを冒険するには不自然なほどの薄着装備。さっそく転んで、水みず浸びたしになっている。


    「あざといなー」


    　ルディの口から思わず本音が漏もれる。


    　もちろんそれを聞き逃すヴォルフではない。


    「あざとくないよ！　エリたんは驚くほどの天然さんなんだよ」


    「少なくともお前が驚くほどのカモなことはたしかだ」


    「ルディはわかんないのこの良さが？　ビジュアルだけじゃなく、このまったりしたトークも人気なんだよね。この掛け合いしてるナレーションがディレクターのシュベグラーなんだけど、この深夜の低予算ならでは感もいいんだよ。掛け合いが下へ手たなコメディアンよりおもしろいんだよ」


    　熱心に語られれば語られるほど、ルディはヴォルフの目を覚ましてやりたくなる。


    「ただの内輪ノリにしか思えないけどな。内輪ノリって程度が低くてもファンにはおもしろいもんだろ。なんか天然キャラも演技くさいし」


    「ルディはかわいそうなヤツだね。目を見たらわかるんだよ。エリたんのつぶらなキラキラした瞳ひとみ。これが演技だと思うか？」


    「これは目頭切開してるな……」


    「してないっ！　エリたんはプチ整形してないっ。二度とその言葉を口にするな、もししたら目頭じゃないとこ、切開してやる」


    　興奮したヴォルフの鼻息が荒い。本当にブヒブヒ言いかねない勢いだ。


    　無理もない、オタク勇者ヴォルフのいま一番の推しがエリスなのだ。


    　ヴォルフの部屋にはエリスの公式グッズであるエリス印のひのきのぼうが山積みされている。ひのきのぼう購入の特典として、限定ライブの応募券がついており、どうしても限定ライブに行きたくて、全財産をひのきのぼうに突っ込んだらしい。


    　こんなえげつない商売をしている人間のどこが天然なんだか……。


    「ひのきのぼうもさ、普通に買ったらいくらもしないのに、定価の五倍くらいの値段するだろ。あこぎな商売だよ」


    「あこぎじゃない！　むしろ良心的だよ。このひのきのぼうはね、いいひのきのぼうなんだよ。エリたんのマークもついてるし……あと暗いところで光る！」


    　どうやらエリス印のひのきのぼうはヒカリゴケの粉末が塗られていて、暗くなるとぼんやりと光るらしい。


    　……で？　……ひのきのぼうが夜光るからなに？


    　ルディとしてはヴォルフの目を覚ましたい、そんな思いであえてこんなことを言っているつもりなのだが……。


    「ルディには人を愛する気持ちがわからないんだ……むしろ哀れみを感じるよ」


    　ヴォルフの心にはまったく届いていない。わかっていない人間にエリスの魅力を伝えるのが自分の使命だと思っているのか、さらに熱心にエリスについてまくしたてる。


    　これまでにあった数々のドジっ子エピソード。


    　握手会などでどれだけファンに丁てい寧ねいに接するか。


    　そして番組を持たせてもらうまでにどれほどの努力をしたか……。


    「努力って言ったって、どうせ枕まくらなんじゃないの？」


    「……………………」


    　空気が一変した。これまではエリスをディスっていても、軽口の雰囲気があったのだが……。ルディも言った瞬間にちょっと言いすぎたとは思ったのだが、後の祭りだ。


    　怒りで小刻みに震えるヴォルフ。ルディを睨にらみつける鋭い眼光からは眼鏡越しにも混じりっ気のない殺意のようなものを感じる。


    「……言ってはいけないことを口にしてしまったね。ルディ、キミは僕を怒らせた」


    「ま、まあ、ネットの噂うわさだよ」


    「そんなの知らない。ルディ、僕を怒らせて、受信フォルダが無事だった男はいないよ」


    　迷惑メールを送りつけるつもりか！　もっと勇者らしいキレ方はないのかよ。


    「落ち着けよ。俺の意見じゃなくて、だからネットの……」


    　ルディはもはや言い訳に終始するしかない。なにせヴォルフの目が怖すぎるのだ。この目は本当にやるヤツの目だ。


    「そのネットにキミの悪い噂が流れる日もそう遠くはないだろうね。勇者ルディは枕どころか、トロールを性的な目で見ていると。他にもマドハンドＤで抜いたことがあるとね」


    「おい、本当にやめろ！　いまはいろいろと大事な時期なんだ」


    「やめてほしいなら、それなりの態度があるだろう。謝罪してもらおうか？」


    「ごめん、ごめん。悪かった」


    　風の塔オーディションのことがルディの脳裏をよぎる。万が一そんなことされて審査員にでも見つかったら、チャンスを失うことになる。ヴォルフめ、なんて姑こ息そくで恐ろしい勇者なんだ。


    「さっきの発言を取り消してもらおうか？」


    「……エリたんは枕まくらなんてしない」


    　ルディは棒読みでそう宣言する。


    「よし。じゃあ、このファンクラブに入会してもらおうか？」


    「よし、じゃない！　なんでそうなる！」


    「いいから、入会してもらおうか？　そしてファンクラブ限定のイベントがあるから一緒に来てもらおうか？　そうそうスマホでも入会できるから、そこをタップしてもらおうか？　それから紹介者の欄に僕の名前と会員番号を入力してもらおうか？　紹介特典のプレゼントをもらおうか？　せっかくだからクリストフも勝手に入会させてもらおうか？　あとそのイベント限定のグッズがいろいろ出るから、当日それを買ってもらおうか？　三人だから、保存用も含めて六つずつ買ってもらおうか？」


    　こいつ……図に乗るなよ。そう言いたい気持ちをぐっとこらえて、ルディはネットからファンクラブの公式サイトへとアクセスする。


    　これもオーディションの不安要素を取り除くためだ。


    　……会場限定グッズ、どれも妙に高いじゃねーか。Ｔシャツがなんでこの値段……。生き地じはペラそうなのに。
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    「ほら、ここだよ。ここ。はい、ポチって」


    　ヴォルフはルディのスマホに表示された〝同意して、入会する〟を勝手にタップする。


    　おのれヴォルフ！　俺がお金ないの知っているだろうに。家賃すら滞納してるんだぞ。それなのにテレビに出ているアイドル勇者の悪口を言っただけでこの仕打ち……。


    　ルディは自分のスマートフォンに表示された〝ご入会ありがとうございました〟の文字を見ながら苦い顔をする。本当に苦い虫を噛かんでもここまでにはならないだろうと思われるレベルの苦虫フェイス。その表情はおよそファンクラブに入会した直後の人間とは思えないのだった。
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    　エリスファンクラブ会員限定イベント当日。


    　開演二時間前だというのに、ルディはヴォルフ、クリストフと共にイベント会場に到着していた。開場前には、すでに人だかりができている。みんな限定グッズを購入しておきたいのだ。


    「高まってきた……！」


    　ヴォルフはさっそくエリスＴシャツを着用し、興奮した様子だ。


    「ふーん。モテない男はこういうとこで発散してるんだねえ。僕にとっては新鮮だね」


    　クリストフはまるで別の種族を観察しているかのように周囲を見渡す。


    　こんなことを言っておきながら、クリストフがモテているところを見たことがない。モテるなら自分の部屋に女の子を連れ込んだりしそうなものだが、クリストフの部屋は毎夜、水を打ったように静かだ。


    「モテない男ばっかりじゃない！　エリたんのファン層は女の子も多いし、それに業界内のファンの数が圧倒的なんだぞ」


    「あー、なんか聞いたことあるね、そういう反論。いかにもだね」


    「じ、事実だしっ！　本当に女性ファン多いし！　今日はたまたま男が多めだけど」


    　ヴォルフは懸命に抗弁するが、クリストフは聞き流している。


    　ふらふらとグッズ売り場の前を歩き、エリスの顔がプリントされたクリアファイルや、タオル、チャクラムなどを珍しそうに物色している。


    「このエリスって子さ、ちょっとネネに似てるじゃない」


    　クリストフはクリアファイルのエリスを指差して言う。


    「どどど、どこが、ぜんぜん似てないし！」


    　ヴォルフの顔は真っ赤になっている。


    　しかしこの挙動不審丸出しの否定がまずかった。ますますクリストフの食いつきをよくしてしまう。


    「エリスって、ちょっとドジで天然なんでしょ。ネネもじゃない？」


    「ち、違うっ！　エリたんのはかわいいドジ、ネネのは死を呼ぶドジだから」


    「そんなに必死にならなくても、あれ、もしかしてヴォルフくんってネネのことちょっと意識してるのかな？」


    　クリストフは急に親しげにヴォルフの肩を抱く。


    「やめろ。なんだよ」


    「いいじゃない。どうせずっと並んでるだけなんだし、トークしようよ。トークをさ。どうなのどうなの、実際のところはさ？」


    　クリストフはことさら馴なれ馴れしく組んでいた肩をはげしく揺さぶる。


    「ぼ、僕はエリたんひと筋だから。いつか自分も勇者として売れて、エリたんと結婚する。そのために勇者になったんだから」


    　ヴォルフは照れて顔を真っ赤にしているが、その目は真剣そのもの。その目を見るだけで本気で言っていることがわかる。


    「普通に考えて無理でしょ。なに言ってるの？」


    　真しん摯しな思いはクリストフに一いつ蹴しゆうされた。


    「あきらめなければ夢はかなう！　僕はあきらめない。絶対にエリたんと結婚する！　売れて同じ事務所に入って、イベントで一緒になって、マネージャーの監視をかいくぐり、密会を繰り返す！　無理だったら、事務所でベテランになったあたりであんまり期待されてなさそうな新人にアドバイスとかして、いい仲になって、最終的に結婚する！」


    「最終的に新人で妥協してんじゃねーか！」


    　思わずツッコむルディ。


    　クリストフも苦笑している。


    「そういう目的なら、もうマネージャーとか目指した方がいいんじゃない？　勇者として一回売れるとか可能性低いと思うな」


    　クリストフの言葉にぶんぶんと首を振るヴォルフ。


    「嫌いやだ！　僕は上から目線で新人にアドバイスしたいんだ！」


    　なんなんだ、その無駄に強い信念は……。たぶん女性への怯おびえみたいなものがあるんだろう。立場を上にすればその怯えが解消されるのかもしれない。


    「まあ、いいや。それでルディくんはどうなの？　好きな子とかいないの？」


    　クリストフが突如としてターゲットを変更する。ヴォルフの謎なぞに熱く現実味のない構想についていけなくなったのだろう。


    　ルディとて別におもしろい話がある訳ではないのだが。


    「いまは大事な時期だから、女にうつつを抜かしてる暇ひまはない」


    　その言葉にクリストフは大げさなリアクションとともに失笑してみせる。ルディとしてはちょっと格好をつけてみたつもりだったが、たちどころに見破られてしまった。


    「おやおや、ずいぶん真ま面じ目めじゃないの。女遊びとあえての混乱は勇者のこやしだよ」


    「混乱はあんただけだ！」


    「まあ、いいけどね。じゃあさ、同居してる女の子のなかでは誰が一番いける？　若い男女がひとつ屋根の下で暮らしてるんだから、やっぱりどうしたって恋愛関係にはおちいるでしょ。誰とおちいりたい？」


    「クリストフは恋愛関係におちいる前に下着盗んだりして、問題になりそうだけどな」


    「おいおい、ルディくん。失礼だな。盗とりたい気持ちになったことがない、と言うと嘘うそになるけど、実際にはそんなことしないよ。共同生活には最低限守らなきゃいけないルールがある。僕にだって自制心はあるのさ、と言ったら嘘になるかな」


    「嘘なのかよ！」


    「まあ、自制心には自信がないタイプだけど。でもね、たしかに僕は女の子が好きさ。なかでも好きなのは女の子の笑顔なんだ。だから女の子が悲しむことはしたくない……、と言ったら嘘になるかな」


    「結局、嘘なのかよ！」


    「バレなきゃ悲しまないしね」


    「とんでもない男だな。いつか痛い目に遭うぞ」


    「それはとにかく、僕は下着よりも、やっぱりその中身が好きだね。ルディくんは誰の身体からだが好みなんだい？　僕はアーニャかな。あの肉体は魅力的だよね。まあ、はっきりいって揉もみたいよね。そこかしこ揉みたいよね」


    　クリストフは猥わい談だんに対して躊ちゆう躇ちよのない男だ。ある種の爽さわやかさすら感じる。


    　その後もクリストフがぐいぐいエロトークを展開する。まさに猥談シーンを引っ張るトップランナーだ。猥談のテンポとキレに乗せられて、ルディもついついノセられてしまう。


    　──彼女にするなら誰か？　──ビキニアーマーを装備させるとしたら誰がいいか？　──〝なにもつけてない〟にするとしたら誰がいいか？　──むしろ盾たてだけ装備させて残りをなにもつけてない方がエロいのではないか？　──女子がつまずいて転んで、それを支えようとするとちょうど胸が的な展開が起こりやすいような家具の配置について。


    　ノンストップで展開する猥談。やはり男同士のコミュニケーションといえば猥談だ。女子たちに聞かれたら二度と口を利いてもらえないような内容ばかり。しかしその背徳感もむしろ猥談を盛り上げる燃料に過ぎない。まずますヒートアップするルディとクリストフ。


    「そろそろイベントはじまるよ。前に行こうよ」


    　ヴォルフが盛り上がるふたりの会話に割って入る。


    　そわそわした様子。会場はオールスタンディングのようで、すでに舞台近くを目指しファンたちが押し合っている。


    「すまん、ヴォルフ。俺たちは猥談で忙しい」


    　ルディはきっぱりと断った。


    「ちょっと、エリたんのイベントだよ！」


    「だから猥わい談だん中だと言ってるだろ！」


    「ひどいぞ！　こっちはエリたんだぞ！」


    「こっちはコーポ勇者の女子で誰が一番淫いん乱らんか、様々な視点から検討しているんだ！」


    「ネットが火を噴ふくぞ！」


    　このヴォルフの目、最初に怒らせたときと同じ目だ。獲物を狙ねらう非情な猛もう禽きん類の目、有無を言わさず、抵抗するものはすべてネットで晒さらし上げる。ネットに強いタイプの猛禽類だ。


    　……ここは大人しく従うしかあるまい。


    



    　意外とエリスのイベントは楽しかった。


    　歌あり、ダンスあり、サインの当たる抽選会あり。天然キャラでありながら、案外トークも上う手まい。……俺も将来的に売れたらトークの技術は学ばねばなるまい。


    「やっぱり最高だったなー！　そこらのアイドル勇者とはダンスのキレが違うね。三歳のころからダンスやってただけあるよ」


    　ヴォルフの購入したばかりのエリスＴシャツはすでに汗でびっしょりになっていた。


    　ミニライブ中にエリス印のひのきのぼうを振り回して熱烈に応援していたのだ。


    　ひのきのぼうはライブ中、ぼんやりと光っていた。なるほど、これは異世界イベントプロデューサーが持ち込んだサイリウム的な役割だったのか。


    　それにしてもあんなにはしゃいでいるヴォルフははじめて見た。シェアハウスする仲間のなかでは一番大人しく、口数も少ないのだが、たまっているエネルギーを爆発させたかのようだった。


    「思ったよりよかったんじゃない？　お尻しりが魅力的な子だね」


    　クリストフもどうやらそれなりに楽しんだようだ。クリストフの賛同を得て、ヴォルフはますますヒートアップして語りはじめる。


    「あの腰のキレがポイントなんだよ。わかる？　ファンの間ではエリたんは尻で語るって言われてるんだよね」


    　ヴォルフは別に関係ないのに、自分の自慢話をするかのように誇らしげだ。クリストフがエリスファンの仲間入りしてくれたと見なしたのか、上機嫌である。


    「どこかカフェにでも寄って、エリたんのこともっと語ろうよ」


    「うーん。どうせなら出待ちしないの？　やっぱり女の子は会って話さないとさ」


    　突然クリストフが変なことを言い出す。


    「出待ちは禁止されてるから……」


    「それは一般人でしょ。ヴォルフは勇者じゃないか。まあいわば楽屋挨あい拶さつだね」


    「でも…………」


    　ヴォルフは黙り込んでしまう。直接会って話せるものなら話したい。しかしファンとしてルールを破るのはご法度はつと。でも同業みたいなものだし……。おそらくそんな葛かつ藤とうがヴォルフを沈黙させているのだろう。


    　熟考に熟考を重ねたヴォルフ、その目つきが突如として変わる。決意に満ちた表情。猛もう禽きん類の目だ。出待ちをする猛禽類だ。


    「楽屋挨あい拶さつしよう！」


    　ヴォルフは自分の中に眠る欲望に抗し切れなかった。


    　決心するとヴォルフの動きは速い。


    　さっそく会場の裏へと回る。通用口を探すつもりらしい。


    　しかし、ぐるりと一周しても通用口は見つからなかった。扉のようなものはとくにない。


    「ははーん。さては……」


    　ヴォルフはそう言うと、丹念に壁をノックして回る。


    　その姿はまさにダンジョンで隠し扉を探す勇者そのものだ。勇者ならば隠し扉の捜索はお手のもの。当然、ヴォルフも専門学校で習っている。


    「ここだっ！」


    　ヴォルフはノックによるわずかな音の違いを聞き分けると、壁を蹴ける。押された壁が崩れ見事に通用口が現れた。無駄な勇者スキルの発揮！


    　ヴォルフは慎重にあたりをうかがうと通用口を進む。ルディとクリストフは後方を大人しくついていく。


    　突然ヴォルフが歩みを止める。


    「待てっ！」


    　ヴォルフの視線は二歩ほど前方の廊下の床。そこに向かって先ほど崩れた壁のレンガを投げる。なんと床が割れ、落とし穴が現れた。落とし穴は深く、底が見えない。これまで何人の出待ちが飲み込まれたことか……。


    「この程度のトラップで勇者の歩みを止められると思わないでほしいな」


    　ヴォルフは眼鏡を指で押し上げ、チチチと人さし指を振ってみせる。


    　格好いい……のか？　そもそも下心でアイドルの楽屋を目指す時点で格好悪いが……。


    　だが本気になったヴォルフは頼りになる男だった。


    　壁から発射される矢をかいくぐり、石を押すパズルを難なく解く。


    　……アイドル勇者の楽屋、トラップ多すぎないか？


    　しかしこの程度では猛禽類の目をしたヴォルフを阻止することはできない。


    　ずんずんと廊下を進み、ついに楽屋へと辿たどり着く。


    「中ボスだ」


    　ヴォルフが呟つぶやく。


    　楽屋口の両りよう脇わきに立つ屈強な男性がふたり。それはもちろん中ボスではない。


    　──警備員さんだ。


    「ここは僕が」


    　クリストフはそう言うと、フランクそうな笑顔を浮かべながら警備員さんに接近する。


    「どうも、どうも、お疲れ様です。僕たち実は勇者なんですけどね。ぜひ挨あい拶さつを……」


    　クリストフは取り押さえられた！


    　やはり知らない勇者は楽屋挨拶ＮＧだった。売れてない勇者は不審者と同じなのである。


    「やっぱダメみたいだな」


    　ルディはヴォルフに話しかけたつもりだったが、隣にいたはずのヴォルフがいない。


    　すでに警備員さんに向かって走り出している。


    　ヴォルフの手には二本の木製の棒──あれはエリス印のひのきのぼうだ。しかも両手装備。


    　──まさか力ずくで突破する気か!?


    　ルディが止める間もなくヴォルフは一直線に楽屋口へと突進する。


    　ふたりの警備員もかなり使えるように見える。所作からなんとなくわかる。あのふたりは引退した元勇者に違いない。


    　……大丈夫か、戦闘力的にも倫理的にも。
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    　しかしヴォルフがひるむことはない。一気に間合いに入るとひのきのぼうをふるう。


    　二本のひのきのぼうが別々の円を描く。流れるようなひのきのぼう捌さばきだ。


    「これが異世界から伝わりしオタ芸から編み出した棒術、〝サンダースネーク＆ロマンス〟だっ！　エリたんに届け！」


    　高速で回転するひのきのぼう。残像が鮮やかな円を作り出す。


    「タイガーッ！　ファイアー！　サイバーッ！」


    　ヴォルフのトリッキーかつスピーディーな連打に警備員さんたちは翻ほん弄ろうされている。上下左右自在に繰り出されるひのきのぼうの複雑な動きを捉とらえることができない。


    　ついにヴォルフが警備員さんの頭部にひのきのぼうの一撃をささげた。


    　力なく崩れ落ちる警備員さんたち。


    　まさかヴォルフがこれほどの使い手だったとは……。


    　専門学校時代は剣に関してはさっぱりだったはず。やはり猛もう禽きん類の目をしたときのヴォルフは恐ろしい。


    　ルディは倒れている警備員をじっと見つめてしばらく考える。


    「こいつらが目を覚まさないうちに早く逃げよう」


    「なんでだよ！　この扉の向こうにエリたんがいるんだよ。挨あい拶さつだけ」


    「この期に及んで……、じゃあ俺らが来たときにはすでに倒れてたことにするぞ。とにかく楽屋挨拶をすませてこいよ」


    　ルディが楽屋のドアをノックしようとすると、その手をヴォルフが掴つかんで止める。


    「ちょ、ちょっと、まだ心の準備が」


    　ヴォルフは急にモジモジしはじめた。


    「早くしないと。さっさとサインでももらって帰ろうぜ」


    「第一印象が大事だから。ど、どう？　髪型、変じゃないかな？　どこかマズいとこないかな？」


    　ヴォルフはここにきて髪を撫なでつけ出す。その様子を見て苦笑するクリストフ。


    「警備員さんを殴り倒したのが一番マズいとこなんじゃないかな？」


    　クリストフは本気で苦言を呈しているようだが、ヴォルフにはそれが伝わっていない。


    　もうエリスのことで頭がいっぱいなようだ。


    「なにかプレゼント持ってきた方がよかったかな。ねえ、クリストフ、ルディ、なにかアドバイスある？」


    　まだもじもじしているヴォルフ。どうもことの重大さがわかっていないようだ。


    「いいから行くならとっとと行け！　とにかく絶対に名乗るな。足がつくからな。ほら、行ってこい」


    　ルディは勝手にドアをノックすると、ヴォルフを楽屋に放り込む。


    　倒れている警備員たちを目立たぬ場所に転がして、代わりにクリストフとルディが楽屋口の両りよう脇わきに立つ。これで通りかかる人がいても短い時間ならごまかせるだろう。


    　あとはヴォルフが無茶をしないことを祈るだけだ。


    



    　意外なほど短時間でヴォルフは楽屋から出てきた。


    　あこがれのエリスとの対面を果たした直後とは思えないほどどんよりとした表情。


    　いったいなにがあったのか……。


    「エリたん、楽屋で毒消し草吸ってた」


    　エリスもか！　意外と蔓まん延えんしてるな、毒消し草の吸引。


    「まあ、楽屋ではリラックスしたいんじゃない？」


    　クリストフは慰なぐさめの言葉をかけるが、ヴォルフはなんの反応も見せない。


    「あんなにピュアなエリたんが……」


    「アイドル勇者だって生身の人間じゃない。オフの時間も大事じゃん」


    「…………そうだね。僕はエリたんに幻想を抱きすぎてたかもしれない。うん、うん……、そうだね。舞台を下りれば普通の人なんだ」


    　ヴォルフは何度も自分を納得させるかのようにうなずくと、


    「よし、僕はこれからレベッカたんを推す！」


    　力強く、そう断言した。


    「誰だよ！　レベッカたん」


    「ルディ、知らないの、いま注目の若手アイドル勇者だよ。すっごい元気でいつも笑顔の頑張り屋さんなんだ」


    　ヴォルフは熱っぽくレベッカについて語り始める。しかしそんなものを聞いている暇ひまはない。ルディはヴォルフの襟えり首くびを引っ張って、強引に楽屋前から脱出する。


    　こうしてヴォルフを包んでいたエリスの幻は晴れた。しかし新しい幻がヴォルフを包み込んだのだった。
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    　翌日の早朝、ルディは誰にも見つからないようにそっと部屋を出た。


    　目的は風の塔オーディション三次審査である。


    　相変わらず門をくぐるだけで緊張を強しいられるプロダクションのオフィス。三度目となってもやはり慣れない。


    　前回は勇者でごったがえしていた控え室も閑散としている。ルディのほかには数名の勇者がいるだけだ。みんな二次審査で消えてしまったのだ。


    　──まあ、俺もここまでだろうな……。


    　名前を呼ばれ隣の会議室へと向かう応募者の背中を眺めながらルディは思う。


    　ルディはまったくもって面接に自信がなかった。抜群の剣技を誇りながら不遇をかこっている理由はルディの性格面に原因があるからだ。


    　勇者らしい爽さわやかさ。勇者らしい正義感。勇者らしい熱い気持ち。どれからもルディは程遠い。猜さい疑ぎ心しんが強く、成功者を妬ねたみ、モンスターよりも本当はリア充を斬きりたい。そんな性格がどうしても透けて見えてしまうのだ。


    　ルディは思う。


    　──おべっかを使わねば。業界人の偉いやつらはおべっかが大好きに違いない。なにせ馬ば鹿かだろうからな。やつらはおべっか慣れしている。強めのおべっかが必要だ。勇者風に言うならおべっかゾーマだ。


    　ルディは思う。


    　──とにかくいまだけでもあの馬鹿どもを騙だまさなければ。このオーディションに受かれば、とりあえず世間の目も変わる。法事で実家に帰ったときに、親しん戚せきのおじさんに「お前いつまで勇者とか言ってるんだ」的な説教されずにすむ。


    　ルディは思う。


    　──これ受かってそこそこ売れたらワークショップを開こう。勇者になりたい夢見る若者を集めて適当に剣術を教えよう。全然ダメなやつも適当に褒ほめていい気分にさせて、月謝をもらおう。流は行やってきたら健康にいいとか言って、老人にも教えよう。やったことないけど、ついでに勇者風ホットヨガをＯＬに教えよう。


    　そんなことを考えているうちについにルディの名前が呼ばれる。


    　緊張でこわばる顔を無理やり笑顔に変えてルディは会議室のドアをノックする。


    　部屋の中央にぽつりと置かれた椅い子す。ルディは一礼して着席する。


    　目の前にはずらりと並ぶ審査員たち。実技試験のときとメンバーが何人か入れ替わっている。年配の人が増えている。おそらくより偉い人が加わっているのだろう。


    「どうも。ディレクターのダビド・シュベグラーです」


    　真ん中に座る審査員がそう名乗る。


    　どこかで聞いた名前。そうだ、エリスの番組のディレクターをやっている人だ！


    「あの『勇者エリスの冒険』の！　いつも観みてます」


    　ルディはここぞとばかりにアピールする。


    「おお、観てくれてるの？　ありがとね。どう？」


    「まったりとしたトークがいいですね。下へ手たなコメディアンよりおもしろいです」


    　ルディはヴォルフの評をあっさりとパクった。内輪ウケまったりトークなど全然好きではないが、オーディションには受からなければならない。


    「でしょ、わかってんじゃん」


    　名乗ったときは気難しげだったシュベグラーが笑顔を見せる。なんとも誇らしげ、これはヒットマークだ。ここでたたみかけるしかない。


    「先日のエリスさんのファン限定イベントも行きましたよ。すごくよかったです」


    「ああ、あのイベント行ったの。あれウチが主催なんだよ」


    　今度はシュベグラーの隣に座っている審査員が食いついた。これはツいてる。馬ば鹿かヅキだ。


    「なかなか勉強してるね」


    「最近の若い子は、こっちが普段やってる仕事とかぜんぜんリサーチしないでオーディション受けちゃうんだから参るよね」


    　審査員たちの囁ささやきがルディの耳にも入る。


    　よし！　ルディは心の中でガッツポーズをする。まったくもって全然リサーチしない最近の若い子だったのに。ありがとう、ヴォルフ！　ありがとう、エリたん！


    　ルディは止とどめとばかりにさらなるエリス情報を投入する。


    「三歳からダンスをやってただけあって、ダンスのキレがすごいですよね」


    「調べてんじゃん。そうそう」


    　審査員たちが大きくうなずいている。


    「ファンの中ではエリたんは尻しりで語ると言われてるんですよね」


    「うーん。聞いたことないかな？」


    　いっせいに首を傾かしげる審査員たち。


    　──言われてないじゃないか！　どういうことなんだ、ヴォルフ！　言ってるのお前だけなんじゃないのか！　恥をかかすんじゃない！


    　ルディは背中に冷や汗が伝うのを感じる。


    　しかしここまでの成果は十分に出ているようで、その後も終始なごやかなムードで面接は進んだ。


    「次は最終審査なんだけど、ルディ君は受かったと思って準備しといて」


    　ひと通り面接を終えた直後、シュベグラーが言った。


    「は、はい」


    　深々と頭を下げるルディ。


    　これほど素直に頭を下げられた経験は一度もない。ルディは降って湧わいた幸運に感謝するとともに、念のためにレベッカたんも調べておこうと思ったのだった。
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    　ふかふか洞どう窟くつはルディたちの住む王都から徒歩で半日の距離にある大きな洞窟である。


    　かつての名は死者の洞窟。最深部に山賊の隠した財宝があるとの伝説があり、何人もの冒険者が無謀なチャレンジで命を落としたと言われている。しかし勇者協会が管理するようになった現在では洞窟内は整備され、角という角に頭をぶつけても大丈夫なようにクッションを設置。適度なレベルのモンスターと遭遇できる初心者勇者でも安心の洞窟、その名もふかふか洞窟へと生まれ変わったのだ。


    　ルディとしては物足りない気もするが、デス・チャーハンの収入でチャレンジできる洞窟がここしかなかったのだ。


    「洞窟探検するの専門学校以来だねえ。腕が鳴るのさぁ」


    　ネネは自慢のモーニングスターを一度素振りすると嬉うれしそうな笑顔を浮かべる。頭部は〝なにもつけていない〟状態。無事に教会で呪のろいを解いてもらったのだ。


    「楽しみだねっ！　お弁当はどこで食べよっか？」


    　ナディーネは大きなバスケットを抱えている。中身は自らが腕をふるったお弁当。その姿は冒険というより、ピクニックを思わせる。


    　今回のふかふか洞窟攻略パーティーはルディ、クリストフ、ヴォルフ、ナディーネ、ネネの五人。勇者、勇者、勇者、勇者、そして勇者の非常に偏った構成だ。


    　本来パーティーに勇者はひとり、サポートに魔法使いや僧そう侶りよを雇い入れることが多いのだが、もちろんルディたちにそんな余裕はない。


    「ネネちゃん大丈夫？　眠くない？」


    　ナディーネがネネに尋ねる。ネネは頭のてっぺんに大きな寝ね癖ぐせを作っている。


    「ぜんぜーん！　おめめぱっちりなのさぁ」


    　ナディーネが心配しているのも無理はない。ネネは明け方まで寝つけなかったのだ。


    　昨日のネネは興奮状態、まさに遠足の前日そのものだった。


    　夜遅くまでリビングで勇者が冒険で使用するおなじみの袋を広げ、その袋に道具を入れては出し、出しては入れを繰り返していた。


    「薬草でしょ、毒消し草でしょ、それからお菓子でしょ、お菓子でしょ、あとお菓子でしょ。あとこの知らない変な木の実でしょ」


    　リビングの床にはネネの散らかした道具が散乱している。


    「ネネちゃん、お菓子多すぎじゃない？　それに知らないものは入れなくていいから」


    「これは甘いお菓子、こっちはしょっぱいの。両方ほしいよぉ。袋にあんまり入らないのがおかしいのさぁ。もっといっぱい入るバッグを持ってきたいな。なんで袋なのさぁ？」


    「さあ、昔から勇者は持ち物は袋に入れると決まってたから。ルディ、どうして？」


    　ナディーネにわからないことがルディにわかるはずはない。


    「……ポシェットだと勇者っぽくないからだ」


    　ルディは非常に投げやりな答えを返す。


    　ナディーネもネネも猜さい疑ぎ心しんたっぷりの目でルディを見つめている。やはり信じてはもらえなかったようだ。


    「別に袋でいいだろ。ネネ、早くつめろって」


    　ルディは自分も知らなかったことをごまかすように話を戻す。


    「だから、入れるものが決まらないんだよぉ。この袋八個くらいしか入んないのさぁ」


    「勇者たるもの持ち物は八個程度って決まってる。その中でやりくりしてこそ勇者。理由は聞くな」


    　ルディが急せかしてもネネはなかなか袋に入れる持ち物を決められない。


    　たぶんこうやって準備をしていること自体が楽しくて仕方がないのだろう。


    「じゃあ、薬草は私が持つから、ネネちゃんは毒消し草を」


    「ふん、ふん、そーだね。じゃあこれナディちゃんねぇ。これは私、この変な木の実はナディちゃん」


    「変なのはいらないよ」


    　なんだか楽しそうにキャッキャしている。


    　ルディはつきあいきれなくなって、自室へと戻ったのだが……。


    　結局ネネは明け方まで起きていて、朝は遅刻寸前になってしまい、結果でっかい寝ね癖ぐせつきでダンジョンに突入することになったのだ。


    　しかしネネはまあいい。


    　むしろ問題は参加した五人ではなく、欠席したアーニャだ。昨日の晩もルディは勇者としての見識を正そうとしたのだが……。


    



    「……ほかに倒すべき相手がいるし」


    　逆にアーニャがルディにお説教をはじめたのだった。


    「誰だよ、倒すべき相手って」


    　アーニャはその問いに答える代わりに一枚のチラシをルディに手渡す。


    



    　異い民たみのイチオシ！


    「スライムのあんかけチャーハン」


    いま話題のモンスター飯めしが異民に新登場！　契約勇者が手作業でハントした新鮮な朝採れスライムをまるごと一匹使用。プルプルの新食感がいま話題騒然！　ひと口食べたら止まりません♪　完全オリジナル製法でスライムの毒１００％カット。毒ＦＲＥＥ！　これは異民でしか食べられません。


    



    ～私がハントしています～　ハンス（46歳・勇者）


    　お客様の食の安全を考えながら、一匹、一匹丁てい寧ねいに倒しています。スライムはどれも同じように見えて、一匹として同じスライムはいません。スラ雄お、スラ一いち郎ろう、スラ之ゆき、スラビッチ、トレーサビリティーを可能にするため、名前をつけ管理し、その日一番脂あぶらの乗ったスライムを棍こん棒ぼうでぶっ叩たたいております。今日はぶっ叩きたてホヤホヤのスラ雄をどうぞ！


    



    「完全にパクられてるな……」


    　チラシはハントした勇者がにっこり笑う写真つき。ナディーネのレシピどころかアーニャの構想までパクられている。


    「ナディーネも脇わきが甘い。レシピ研究ノートをバイト先に置き忘れたらこの始末」


    「売れてるの？」


    「……毎日、行列だって。もうやってらんないよ」


    　アーニャはそう言うと大きくため息をつく。


    「異い民たみはちゃんと毒を抜いてるみたいだな」


    「毒なんかどうでもいいんだよ……。レシピを盗むなんて最低だし。倒すなら異民のオーナー倒すべきだ。みんなで力を合わせよう」


    　アーニャの目に宿る殺意のようなもの。こいつ本気だろ……。


    　しかし民間人を倒すのは勇者として論外だ。というかそれはただの犯罪だ。


    　とにかくアーニャは冒険なんかしてる気分じゃないらしい。


    



    　……いないヤツのことは忘れて、冒険開始だ。


    　ルディは気持ちを切り替えて、これからはじまる冒険に集中する。ダンジョンは危険と隣り合わせ、余計なことを考えていては怪け我がをする。


    　いよいよ洞どう窟くつ探検の第一歩を踏み出そうとしたときだった。


    「待って。私、冒険のしおりを作ってきたの。よかったらみんなも」


    　ナディーネが小冊子をみんなに配りはじめた。


    　ふかふか洞窟の簡単な歴史。必見のスポット。落ちておくべき落とし穴。出現するモンスターをかわいさ順に紹介するコーナーなど充実した内容になっている。


    　一気に緊張感が失われてしまった。難易度が低いとはいえ、ダンジョンはダンジョン。自家製のしおりを作るのは修学旅行だ。


    「一生懸命作ったんだよ。ダメかな」


    　ナディーネはすがるような目でルディを見つめる。ルディが不機嫌になったことを敏感に察して、不安になったのだろう。


    　ルディはひと言なにか言ってやりたかったが、ナディーネは真ま面じ目めで悪意がないだけになんとも言えない。


    「いや、別に。怪け我がすんなよ」


    　ルディはぼそっとそれだけ言って、洞どう窟くつ内へと足を踏み入れた。
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    　……洞窟内はけっこう混んでいた。


    　ルディたちと同じくまだ仕事のない勇者たちが、実績を積むべく殺到しているのだ。


    　地下へと下りる最初の通路は一列になって端はしに寄って歩かないと、地上へと戻る勇者と肩がぶつかってしまうほどだ。


    　ルディはますます不機嫌になる。


    　ナディーネはそんなルディの顔を覗のぞき込む。


    「やっぱり週末だからかな？」


    「週末だけども！　ウィークエンドではあるけれど！　ダンジョンが混んでるって根本的におかしくないか！」


    　ルディはすっかり不機嫌になっていた。


    　山賊の財宝は結局まだ見つかっていないという。冒険されつくされた洞窟とはいえ、もしかしたらまだ誰も到達していない隠し部屋みたいなのがあって、そこに財宝がまだ眠っていたり……。ルディは自分でも甘いと思いつつ、一応希望を持っていたのだ。だが、この混雑っぷりを見ればそんな夢は完全に消えてしまった。


    　そんなことをいまナディーネに言ってもしかたない。ルディは黙々と洞窟の奥へと進む。


    　一方、ナディーネとネネは洞窟を存分に楽しんでいる。


    「ネネちゃん、もうすぐだよ。秘密の落とし穴。落ちちゃダメそうに見えて、本当は落ちた方が最深部への近道になってるんだって」


    「おお、しおりがあってよかったさぁ」


    　キャッキャとはしゃぎながら、１００％ネタバレ済みの秘密の落とし穴に向かって駆けていく。


    　ルディも渋々その後を追うが……。


    「並んでるのさぁ」


    　なんと勇者たちが落とし穴に落ちるために行列を作っていた。人数から察するに五分待ちくらいだろうか。落とし穴にひとり落ちるたびに係員が改めて蓋ふたをしている。はじめから穴が開いていては落とし穴じゃないからだろう…………。列の最後には「最後尾はこちら」の看板を持った係員までいる始末。そこに大人しく並ぶ勇者たち。


    　……違う。これは絶対に違う。勇者に「最後尾はこちら」は必要ない。


    「ナディーネ、やめとくぞ」


    　ルディは大人しく行列の最後尾に並んでいたナディーネの手を引く。


    「えっ、落とし穴落ちないの？　人気の落とし穴なのに」


    「勇者は行列になど並ばない！」


    　ルディはきっぱりと断言する。なにも根拠はないが、とにかくルディの思う勇者は行列に並んだりなどしないのだ。


    　それに対して大きく首を振って否定する男が。各種イベントで並びまくっているヴォルフだ。


    「わかってないなあ、ルディ。行列に並んでいることも楽しめちゃうのが勇者なんだよ」


    「そんな勇者知らん！　とにかく俺は並ばない！」


    　ルディはつかつかと落とし穴から離れて洞どう窟くつの奥へと歩いていく。


    　あまりの剣幕に他のメンバーもしぶしぶ従うしかない。


    　落とし穴を外れると洞窟内はそれなりに空すいていた。みんなあそこに集中していたらしい。　みんなが並んでいるから自分も並ぶ。そんな心理が働いているのだろう。


    　──それのどこが勇者だ！　誰も行かないところに行ってこその勇者だろう。ルディはそう心の中で毒づくが、口には出さない。肝心のパーティーの同意が得られそうにもないのだ。一番の人気スポット飛ばしやがって！　そんな不満の視線が背中に突き刺さっているのをひしひし感じる。


    　──なにか代わりになるものを見つけなければ……。パーティーの不満を解消するダンジョン感溢あふれるなにかを。


    「おっ、毒の沼地じゃん。入っとく？」


    　クリストフがルディに声をかける。


    「なんで、わざと入るんだよ」


    「新しい発見があるかもしれないじゃないか。意外といいかもしれないよ」


    「なにがいいんだよ！」


    　それにしてもこの洞窟、初心者にも優しいのが売りだとは聞いていたが、配慮が過ぎる。


    　洞窟の頭をぶつけそうなところにはフカフカのクッションがあるし、毒の沼地には「毒の沼地」とご丁てい寧ねいに書いてあるし、「当毒沼は刺いれ青ずみやタトゥーのあるかた、泥酔者のご利用・ご入毒をお断りさせていただいております」の注意書きも萎なえさせる。ご入毒ってなんだ！


    　ルディは苛いら立だちを覚えながら、配慮のいきとどいた洞窟内を人ひと気けのない方を目指して進む。


    　たまに宝箱もあるが、すでに開けられているものばかり。これだけ多くの冒険者がいては開いてない宝箱もあるはずがない。


    　なにかもっと冒険らしい緊張感を……。


    　ルディは結局、冒険のしおりを開く。「ほら、あった方がよかったでしょ」と言わんばかりのナディーネの視線。それに気づかぬ振りをして、しおりの中の地図をチェックする。


    「ねえ、ここに行かない？」


    　ルディの視線に割り込むナディーネの華きや奢しやな指。


    　指差した先は……。〝吸血コウモリふれあい広場〟だった。


    　どうやら吸血コウモリが多発するこのダンジョンの難所のひとつらしいが……。このネーミングセンス！　もう少しどうにかならなかったのか？


    　ルディに対案があるわけではない。冒険らしい緊張感を求めて、吸血コウモリふれあい広場へと向かうことにする。


    



    　吸血コウモリふれあい広場は広場と名づけられているだけあって、これまで歩いてきた洞どう窟くつ内よりも随分と開けている。そしてその天井にはびっしりと吸血コウモリの姿。


    　ルディたちを発見するとキーキーと警戒の鳴き声をあげながら活発に飛び回る。


    「うーん。思ったより多いよ。ちょっと嫌いやだな」


    　ヴォルフはそれを眺めて、露骨にふれあいたくなさそうな顔をしている。


    「そうだね。僕はふれあうなら女の子とふれあいたいものだね」


    「私のモーニングスターじゃ、当たんないかもなのさぁ」


    　珍しくネネも弱気だ。


    　ひるむみんなをよそに、ナディーネがコウモリの大群に向かって一歩踏み出す。


    「実は試したいことがあって」


    　ナディーネが意外なことを口にする。なんだか自信ありげな表情で自らの道具袋に手を伸ばす。ナディーネが取り出したのは弁当箱だった。


    　これは……、意識高い系の人が使用する保温が可能な弁当箱！　ロハスなＯＬさんにも人気の品だ。


    　なぜこのタイミングで意識高い系の人の弁当箱を……。


    　ナディーネが弁当箱の蓋ふたを開く。ほかほかと温かげな湯気をともなって現れるカレー。これはまさか──モンスター撃退カレー！


    　思わずルディは後ずさりするが、恐れていた脳に直接ダメージを与えるほど強烈な臭気がない。どういうことだ？


    「あれからレシピを工夫してみたんだ」


    　ナディーネはルディの疑問に先回りして答えると、二段重ねになっていたお弁当の下の段を開ける。上の段がカレー。下の段はライス。カレーを食べるなら当然の組み合わせだ。


    「ルーをライスと混ぜて、はじめてあの臭においが出るようにしたの」


    　なるほど。それなら持ち運べる。


    　ナディーネはルーをライスにかけると、素早く弁当箱を広場の奥へと滑らせる。


    　ホカホカの湯気が天井へ向かって立ち上る。


    　効果はてき面だった。


    　コウモリたちのテンションがだだ下がりだ！


    　──キーッ……キーッ……キ……ハァ。


    　飛び回っていたコウモリたちがふらふらと壁に開いた小さな穴へと逃げ込んでいく。おそらく巣に帰っていったのだろう。


    「すごいのさぁ。これは大発明なのさぁ。やったねナディちゃん」


    　ネネがナディーネに駆け寄り、子供のようにナディーネの胸に飛び込む。まるで自分のことのように喜びを全身で表現している。


    「ありがとう！」


    　手と手を取り合って喜ぶふたり。


    　しかし喜びもつかの間だった。


    　獣のくぐもったうなり声と荒い息遣い。


    　ルディたちの後方からゆっくりと近づく不気味な姿。


    　アンデッド化した野犬。通称、ゾンビ犬だ。


    　腐敗して頬ほおが削れ落ちた顎あご、涎よだれまみれの牙きばが鈍く輝く。


    「原材料が来ちゃったよぉ。ナディちゃん、どうなってるのさぁ！」


    「わからないけど、好きな臭においなのかな……？」


    　眼がん窩かからこぼれ落ちそうな目はカレーに定められている。ダラダラと垂れる涎。


    　しかも臭いに釣られたのはゾンビ犬だけではなかった。


    　ズルズルと足を引きずる不気味な音、そしてくぐもった不明瞭なうめき声。


    　人型のアンデットの一種、腐った死体だ。


    　しかも一体だけではない、もう一体、さらにもう一体、すごい勢いで数が増えていく。


    　腐った死体たちが大集合しつつある。


    「このアンデッドたち、カレーまっしぐらだよぉ。囲まれちゃってるさぁ！」


    　ネネが周囲を見渡して叫ぶ。


    　モンスター撃退カレーはコウモリを撃退したものの、アンデッドを呼び寄せてしまった。


    　原材料がアンデッドなのに、それに食欲が湧わくのか？　いや、違うな。ルディは腐った死体とゾンビ犬を観察しながら思う。これは怒っているのかもしれない。仲間をカレーにしやがってと……。


    　いまは原因についてあれこれ考えている場合ではない。すでにかなりの数のアンデッドに取り囲まれている。一体一体は脅威ではないが、この数はマズイ。


    　腐りかつ怒った死体たちはその怒りの矛ほこ先さきをルディたちに向けはじめる。


    　低いうなり声をあげ、次々と襲おそいかかってくる。


    「キリがないのさぁ」


    　ネネはモーニングスターを振るって腐った死体を豪快になぎ倒す。しかし倒しても倒しても新手の腐った死体が姿を現す。


    　このカレーをどうにかしないと……。ルディは自分のマントを切り取り臨時のマスクを作ると厳重に鼻と口を覆おおう。腐った死体を押しのけ、カレーを拾い上げ、ふれあい広場を突っ切ろうとするが、しかしあっという間に腐った死体に囲まれてしまう。


    　ルディの背後からうなり声。振り向くとすでにゾンビ犬が首筋めがけて跳びかかっている。


    　──不覚！


    　ダメージを覚悟したその時だった。


    　牙きばをむき出しにして跳躍していたゾンビ犬がひのきのぼうで叩はたき落とされる。


    　ヴォルフだ。


    「ルディ、ここは僕たちに任せて……」


    　よし、どうやらここは任せてもよさそうだ。ルディはカレーを抱えて、いったん広場を脱出するべく走りだす。


    「ルディ、ちょっと、待って」


    「なんだよ」


    「違う！　違う！　〝ここは僕たちに任せて、お前は先に進め！〟を最後まで言ってからにしてくれないか！」


    「そうか。頼んだ」


    　ルディは走り出そうとする。しかしヴォルフは腕をがっしりと掴つかんで離そうとしない。


    「だから違う！　わかってない！　〝ここは任せてお前は先に進め〟は、見せ場だから！　ちゃんとやってくれないかな！　困るんだよね」


    　なにが困るのか……。とにかくヴォルフにはそのセリフにこだわりがあるらしい。


    「じゃあ、早く言えよ！」


    「早くとか言われると、先に進ませる気がなくなるな！　ルディ、よく聞いて。僕が〝ここは僕たちに任せて、お前は先に進め！〟って言って、それからダブルひのきのぼうで大暴れして足止めするから、それを見た後に〝すまないな。これが終わったら一杯奢おごるぜ〟っぽいことを言ってから……おい、ルディ！　なんで勝手に進むんだよ！」


    　後ろの方でヴォルフの声が聞こえるが、ルディはそれを無視してすでに走り出している。


    　申し訳ないが、ヴォルフのこだわりにつき合っている余裕はない。


    　アンデッドたちはルディの後を追おうとしているが、動きは遅い。ぐんぐん引き離すルディ。


    　そのまま全力で走り続ける。ルディの目は走りながらもある物を探していた。洞どう窟くつの中で飽きるほど目にしたある物を。


    　──やっとあったか。


    　ルディの目の前に宝箱が現れる。その蓋ふたは開けっ放し。空からの宝箱だ。


    　空からの宝箱の中にカレーをぶち込み、蓋ふたを閉めた。さすがは宝箱。蓋を閉めてしまえば臭においは漏もれない。


    　臭いが消えるとアンデッドたちの攻撃性も消えていく。


    　先ほどまでルディを追っていたアンデッドたちは目的を失い、おぼつかない足取りで三々五々、バラバラの方角へと散っていく。


    　広場に戻ると、こちらもあらかた片づいている。


    　さきほどちゃんとセリフを言わせなかったせいか、ヴォルフは恨みがましい目で戻ってきたルディを睨にらんでいる。


    　ルディはその視線を完全に無視して先へと進もうとする。


    　そのとき、ルディの肩をクリストフが引っ張って呼び止めた。


    「ちょっと待った。ここ、怪しくない？」


    　クリストフが指差した先にはぽっかりと穴が開いている。


    　先ほどまではコウモリで埋め尽くされて見えなかったが、壁に人がぎりぎり入れるほどの穴が広がっている。松たい明まつをかざしてみると、穴の奥には人が作ったとしか思えない一定の段が……。地下へと続く隠し階段のようだ。


    「この階段……しおりに書いてない。公式サイトのマップをちゃんと写したのに」


    　ナディーネは自ら作成したしおりを何度も読み返す。ということは……まさかの新ルート発見か？　そうなってくるともしかしたら山賊の財宝も……！


    　ルディは格好をつけて冷静を装っているものの胸の高鳴りが抑えられない。


    　未踏の地を自分の足で踏む。これこそが勇者のダンジョン探索だ。


    　慎重に階段を下り、広い空間に出る。


    　これまでのゾーンと違って、案内の看板もなければ、天井が低いところに頭をぶつけて怪け我がをしないように備えつけられたクッションもない。そもそもあったのがどうなんだ、ってことなのだが……。


    　レジャー感覚でうろうろする勇者の代わりに跋扈ばつこするのはモンスターだ。いかにも洞どう窟くつらしい、おぞましい節足動物たち。さっそく地上では見たことのないような巨大なムカデが行く手を阻む。あのグロテスクな体色、かなりの確率で毒があるだろう。しかも動きが早い。


    「腕が鳴るのさぁ！」


    　ネネはおばあちゃんお手製のモーニングスターを振りかざす。


    　やる気まんまんなのはいいことだが、今回のバトルはガチだ。行きあたりばったりな行動は大怪我につながる。


    「待て、パーティーで動くぞ。クリストフ、ヴォルフ、俺で囲い込んで動きを制限する。そこをネネが仕留めろ。ナディーネは魔法で遠隔攻撃」


    　ルディはテキパキと役割を指示し、自らも大きく右に跳躍して持ち場につく。


    　みんな専門学校での演習は経験しているが、未知のモンスターと戦うのは未経験だ。


    　それぞれ緊張しているのが伝わる。


    　──ここは俺がまっさきに切り込まないと。


    　ルディは軽やかなステップで大ムカデへと接近し、切っ先を脚の一本へとつき立てる。


    　そのときだった。


    　突如としてルディの身体からだが炎に包まれた。


    「熱っ！」


    　転げまわって身体にまとわりつく炎をもみ消す。このムカデ火属性か!?　人間は素養のある者が訓練しないと魔力を使うことはできないが、モンスターの中には生まれつき魔力を持つものも珍しくない。しかし問題はそこではない。問題は燃えたのが背中だということだ。不可解なことに火球は真後ろから飛んできたのだ。


    「ルディ、ごめんっ」


    　ちょうど火球が飛んできた方向からナディーネの声。


    　──誤爆かよ！


    「よく相手を見ろよ！」


    　ルディは叫びながらも目線はムカデから決して離さない。


    「すぐに回復魔法使うから」


    　回復魔法発動時に発せられる柔らかな光が洞どう窟くつ内をほのかに照らす。


    「おおっ、身体がすっきりしたのさぁ。ニキビが消えたよぉ」


    　後方からネネの声。


    「おい、なんでネネを回復する！」


    「ごめーんっ！　すぐやるから」


    　回復魔法発動時に発せられる柔らかな光が洞窟内をほのかに照らす。


    「おい、ムカデがすっきりした顔してるぞ！」


    　また誤爆、ムカデを回復してしまっている。


    「ごめんごめんごめん。すぐに……」


    「もう逆に怖いからあとで！」


    　ルディは身体からぶすぶすと煙を上げながらムカデに切り込む。


    　硬くはあるが、突きならば十分に刃は通る。


    　ルディに呼応してクリストフも愛用のレイピアで甲殻の隙すき間まを突く。ヴォルフはひのきのぼうを顎あごに挟み込み反撃を阻止、止とどめとばかりにネネのモーニングスターが打ち下ろされる。


    　大ムカデからの反撃はない。どうやら倒したようだ。


    「おい、ナディーネ……」


    　ルディの声に反応してナディーネはびくっと身体をすくめる。目に涙を溜ためてうつむいている。ルディと目を合わすこともできないようだ。


    　ルディはちょっと文句を言ってやろうと思っていたのだが、その姿を見ると一気にその気が失うせてしまった。真ま面じ目めなナディーネのことだ、反省しすぎなくらい反省しているのだろう。しかし問題は原因だ。


    「どうした？」


    　ルディは極力優しくナディーネに問いかける。


    「その……あの……えっとね……」


    　ナディーネは目を伏せたままもじもじと身体からだをくねらせなかなか言い出さない。


    「原因があるなら、ちゃんと言うべきだね。ルディくんも毎回焦こげてちゃ身体がもたないだろうしね」


    「そうなのさぁ。照れることないよぉ」


    「……照れてるんじゃないけど」


    　クリストフとネネの励ましを受け、ようやくナディーネは先ほどの失態の原因について語り始める。


    「私ね……あのね……パニックになっちゃったの。その……モンスターが……気持ち悪かったからっ！」


    　ナディーネは顔を真っ赤にして告白する。


    「いやいやいやいやいや……勇者だし」


    　ルディ、クリストフ、ヴォルフ、ネネから同時に発せられる「いやいや」の声。


    　勇者はモンスターと戦う仕事。いまさら気持ち悪がられても困る。


    「違うのっ！　全部じゃないんだよ。ああいうのだけ。脚がいっぱいあって、虫っぽいのだけ。キッチンに小さいのが出てもダメなのに……」


    「いやいやいやいやいや……勇者だし」


    　再びの「いやいや」大合唱。基本的にどんなモンスターと遭遇するかは誰にもわからない。苦手とか言っていられないのだ。


    「ほれっ」


    　どこで見つけてきたのかネネが小さなムカデをつまんでネネの鼻先に掲げてみせる。


    「きゃぁーっ！　いやあああっ！　きゃああああああ！」


    　ナディーネは全力で悲鳴を上げながら、視界からムカデの姿を消し去るべく顔を両手で覆おおってしまった。


    　……勇者でもなんでもないただの女の子である。


    「大丈夫さぁ、小さいので慣れなよぉ」


    「無理だよ、無理、無理、無理、いやあああああ。やめてええええ！　早くっ、早く、捨ててよ、どこかに！　時空のかなたに」


    「落ち着いて、もう捨てたさぁ」


    　顔を覆おおった指の隙すき間まからチラリとネネを見る。案の定、ネネの手にはまだムカデが健在。


    「……嘘うそつきぃいいいいいい！　いやあああああ。ネネちゃんの馬ば鹿かぁ！　裏切り者！　卑ひ怯きよう者！　ヒットマン！　もういやああああ、怖い、怖い、怖い、おえええっ、けほっ、けほっ」


    　叫びすぎてむせちゃってるし……。ナディーネは大混乱でバタバタと右へ走ったり、左へ走ったり、最終的にはルディの背中へと隠れる。


    「ナディーネ。授業で慣れたはずだろ」


    　ルディは背中越しにナディーネに声をかける。冒険すれば様々なモンスターに遭遇する。その中にはグロテスクなタイプや異臭を発するタイプもいる。勇者専門学校ではさまざまなモンスターに慣れる授業があったのだ。


    「がんばって、慣れたフリだけしてごまかしてたから……脚が多いのだけだし」


    　すでにネネはムカデ（小）を放してやっているが、ルディの背中に添えられた手はいまだに小刻みに震えている。本当に怖かったのだろう。


    　完全に女子だ。か弱めの女子だ。


    　さてどうするべきか……。洞どう窟くつだけあってムカデ系のモンスターとの遭遇率は高い。


    「手のひらに人って書いて飲むといいのさぁ」


    「別に緊張してないし！　ネネちゃんは人って書く前にムカデ触った手を洗って！」


    「緊張以外にも効くのさぁ、うちの田舎いなかだとお腹が痛いときも、日焼けが酷ひどいときも、虫歯のときもやるのさぁ。あと血が止まらないときも」


    　なんだ、その万能薬っぷり！　血が止まらないときは止血しろよ。


    「まあ、急に克服しようとしても難しいんじゃないかな。とりあえずいまはそれ系のとエンカウントしたら、ナディーネちゃんだけバトルから外れてもらうくらいしか方法はないねえ」


    　クリストフはそう言ったあとに「申し訳ないけど」と付け加える。


    　まさしく現実的な策。なにせすでに未踏のゾーンへと進入している。これから先になにが待ち受けているかわからない。トラブルの芽は確実に摘つんでおくべきなのだろう。


    「そうですよね…………。みんな頑張ってね。私は役に立てないけど、できるだけサポートするからね」


    　ナディーネは努めて明るく振る舞っている。懸命に笑顔を作って、いつもより大きな身振り。むしろ逆に落ち込んでいるのがはっきりとわかってしまう。実に不器用だ。


    　こうなってくると、ルディはどうも正しい判断を捻ねじ曲げたくなってしまう。ルディはルディで不器用な性格なのだ。


    「仕方ねーな。ヤバいのが出たら俺の背中だけ見てろ」


    　ルディはぶっきらぼうにそう言う。


    「やっぱり女の子の前では格好つけないとね。その役、僕もやりたいもんだね」


    　クリストフがさっそくからかうが、ルディは聞こえないフリをする。


    「ルディ、ありがとね」


    　ナディーネはルディに駆け寄ると、腕と腕が触れ合うくらいぴったりと寄り添う。


    　ムカデへの不安がそうさせているのだろうが、他の人の目があるとさすがに照れくさい。さっそくクリストフがいまにも口笛を吹かんとしているが、とにかくいまは完全無視だ。


    　背中にぴったりとナディーネが張りついたまま先へと進む。


    　案の定、洞どう窟くつは先に進めば進むほど、モンスターとの遭遇頻度が増していく。


    　先ほどの大ムカデはもちろん、巨大な蜘く蛛も、吸血ミミズ。普通の女の子なら、いや男であってもお目にかかりたくないグロテスクな生物が跋扈ばつこしている。


    　ルディはそのモンスターたちに常に右から切りかかる。


    　もともと剣は初心者勇者のレベルにはない。


    　次々と襲おそいかかる奇怪な生き物たちを切り、突き、刃が通らない硬い甲殻を持つものは剣を鈍器として使い地面へと叩たたき落とす。


    　ルディは戦いながらも背後に常にナディーネの気配を感じている。ムカデとルディ、後方のナディーネが一直線に並んだタイミング、それを見計らって叫ぶ。


    「ナディーネ、いまだ！」


    　ルディは背中に熱を感じる。


    　火球が触れる寸前、ルディは横っ飛びする。


    　火球はルディの肩口に小さな焦こげを作りながら直進し大ムカデに命中する。


    　大ムカデは爆はぜるように跳躍し、大おお顎あごでルディに迫るが、それをロングソードで受け止め叩き落とす。


    　大ムカデは炎の中で身をくねらせながらやがて動かなくなる。ナディーネは勇者であり魔法の専門家ではないが、専門学校時代から剣での攻撃より魔法の方が得意だった。初級の火球魔法ではあるもののしっかりとダメージを与えている。


    「やったねぇ！」


    　ネネが自分のことのように歓声を上げ、ナディーネに駆け寄る。


    「ありがとう、ネネちゃん。やったよ。脚いっぱい系と戦えたよ」


    　がっしりと抱き合うふたり。


    「よかったのさぁ。やっぱり手に人って書いてよかったのさぁ」


    　それのおかげにされるとちょっと腹が立つんだが……。まあ喜んでいるふたりに水を差すのも違う気もする。


    　とにかく先を急ごう。ルディが歩きはじめようとしたときだった。


    「あっ、レベル上がった気がするよぉ！」


    　ネネが突如大きな声を上げる。


    「なんだ？　急に」


    「私、レベル上がったかも。頭の中でかっこいい音楽が流れたのさぁ」


    「……レベルが上がるときファンファーレが流れるのは都市伝説だろ」


    　ルディは猜さい疑ぎ心しんたっぷりの視線を送るが、ネネはちっとも気にせず、興奮状態で小躍りしている。


    　専門学校時代、頭の中でファンファーレが聞こえると、ちょっと強くなるとの噂うわさがあったが、人間はそんな風にガクンと成長したりはしない。ゆっくりじわじわと能力は上がるものだ。


    　しかし、ネネはその都市伝説を信じ込んでいるようで、


    「ナディちゃん、どう？　どう？　レベル上がってるよねぇ」


    　まるで新しい服を披露するかのようにナディーネの前でくるりと一回転してみせる。


    「そう言われてみると、ちょっとかわいくなったかも」


    　かわいくなったのかよ！


    「やっぱりっ！　レベル上がってるさぁ。攻撃力が２上がった気がするし、すばやさが２上がった気がするし、バストが２上がった気がするし、ウエストが２下がった気がするさぁ」


    　なぜウエストは２下がる！　なんて都合のいい〝気がする〟なんだ！


    「まあ上がっても下がってもどっちでもいい。行くぞ」


    　これ以上つきあい切れない。ルディはネネにかまわずに先へと進む。


    　相変わらず大ムカデは頻ひん繁ぱんに出現する。


    　バトルを繰り返すうちにナディーネの魔法によるバックアップの成功率も上がっていく。


    　洞どう窟くつは人がひとりぎりぎり進める程度の狭さになる。この先は行き止まりか……。そんな不安を覚えるが、壁面の具合からして明らかに人為的に掘られたものだ。人間が掘り進んだのだから先にはなにかがあるはず。そう自らの心を奮ふるい立たせて暗く狭い地下洞窟を進む。


    「なんだか、息苦しくなってきたのさぁ」


    「僕みたいなスマートな男には似合わない場所だね」


    　クリストフの軽口にも余裕がなくなってきているのを感じる。狭さと暗さによる不安が限界に近づいてきたころだった。


    　突如として眼前に巨大な空間が広がる。


    　先ほどまで身体からだをかがめないと頭をぶつけそうだったのに、急に宮殿でも建てられそうなほどの高さとなる。


    　その見上げるほどの天井に向かってそびえ立つ鍾しよう乳にゆう石せきの柱。柱の下部は地底湖の中へと没している。その水はまったく濁にごりがなく、ルディの持つ松たい明まつを反射しキラキラと輝く。


    　その荘そう厳ごんな光景は無粋なルディにすら神秘を感じさせる。


    「綺き麗れいだね」


    　ナディーネはその光景に素直に目を輝かせている。ナディーネの瞳ひとみは地底湖の水にも負けないほどキラキラと透き通っている。


    「これこそ冒険の醍だい醐ご味みってやつだね」


    　美しい光景が各種快楽に溺おぼれがちなクリストフの心をすら打ったようだ。珍しく皮肉じゃなく感動しているように見える。


    　まさに冒険の醍醐味だ。幼いころにあこがれた冒険。誰も足を踏み入れたことのない大地を走破し、誰も見たことのない景色を見る。これこそが勇者の本懐なのだ。


    　そして勇者のもうひとつの本懐も近いはずだ。


    「財宝の匂においしかしないのさぁ」


    　ネネの視線の先には地底湖を縦断するように倒れた巨大な鍾しよう乳にゆう石せき。ちょうど奥へと進む橋のようになっている。


    　おそらくこれも自然にこうなったのではなく、人間の手によるものだろう。こんな地下の奥深くに人間の手が入る理由。この先に、財宝があるとしか思えない。


    　ルディたちは慎重に鍾乳石の橋を渡る。


    「気をつけろ。財宝を狙ねらう侵入者を防ぐトラップがあるかもしれない」


    　ルディは後方の仲間に声をかける。


    「あー、僕が言いたかったのに、……みんな気をつけろ。財宝を狙う侵入者を防ぐトラップがあるかもしれないよ」


    　ヴォルフはさらに後方の仲間に声をかける。


    「ズルい。私も言いたい。みんな気をつけて。財宝を狙う侵入者を防ぐトラップがあるかもしれないよっ！」


    　ナディーネまで……。


    　侵入者を防ぐトラップに気をつける。たしかに実に冒険っぽい。こんな感じの冒険がしたくて、みんな勇者になったのだ。そしていまトラップに気をつけている状況だ。その充実感はわかるが全員で言わなくていい。


    「トラップに気をつけるのさぁ。財宝を狙うなんとかほにゃほにゃ、あるかもさぁ」


    「ネネはせめてちゃんと言えよ！」


    　全員で散々警戒してみたものの、トラップはなかった。全員がなにごともなく橋を渡り終える。安全に地底湖の向こう岸に到達できてよかったのだが……なぜか物足りなさを感じる。


    「ひっかかりたかったのさぁ」


    　ネネにいたってはトラップにかかりたかったようだ。


    　トラップにわざとひっかかるのはどうかと思うが、しかしそんなことを夢想してしまうことは理解できなくもない。本当の冒険、その雰囲気に酔いかけているのだ。


    　ルディは自分も冒険に酔いかけていることに気がつき、気を引き締め直す。


    　橋を渡った向こう岸には巨大な壁がそそり立っていた。そしてその中央に大きな扉が。


    　王宮の扉を思わせる巨大で分厚い石の扉だ。


    　この扉の先に財宝が──。


    　自然に駆け足になるルディたち。全員でいっせいに扉に取りつき、力いっぱい押す。


    　低いうなり声のような音を立てて扉が開かれる。


    「大ムカデだっ！　でっかいよぉ」


    　真っ先に扉の先の部屋に入ったネネが猛烈な勢いで飛び出してくる。


    　ネネの言うとおり、その大ムカデはこれまでのものの数倍はある。身体からだの厚さだけで人間の身長ほどもあるだろうか。


    　おそらく攻撃力、防御力ともにこれまでとは比較にならないだろう。


    「ふぁあああっ。ムカ、ムカ……、ふぁあああああ」


    　ナディーネは逃げ出した。しかしルディに回り込まれてしまった。


    「逃げてどうする！　勇者だろ」


    「で、でも……でもでも……」


    「落ち着け。深呼吸！」


    「ふぁあああ、ふぅううう、うはぁああああああ」


    　ナディーネは懸命に息を吐いては吸っているが、変な声が出てしまっている。


    　その一方で落ち着きを見せたのは年長者のクリストフだ。


    　ナディーネの肩をポンと叩たたくとみんなの前に進み出る。


    「このダンジョンのボスって感じだね。ふふん、久しぶりだな。いよいよ僕の独自研究の成果を発揮するときが来たようだね。自らの身を被検体として研究したこの……」


    　大ムカデの尻尾しつぽがクリストフの横腹を直撃する。


    　予想を遥はるかに超えるスピード！　鞭むちのような尻尾に打たれて、クリストフは余裕たっぷりの態度のまま、壁まですっ飛んでいく。


    　独自研究の成果を大ムカデは待ってくれなかった。


    　ルディの心の中から余裕は一切消えている。これまでは専門学校時代の演習も含めて自分が全力を出すことはなかった。ましてや身の危険を感じたことなど皆無だ。


    　──これぞ、ボス戦。


    　ルディは興奮と緊張で自らの肌が粟あわ立だっていることに気がつく。これもはじめての経験だ。


    　ロングソードをこれまで以上の速さと力強さで振るう。


    　鞭のようにしなる二本の尻尾、巨大な顎あご、無数の脚、そして巨体による体当たりが、次々とルディに襲おそいかかる。それをあるいはかわし、あるいは受け止め、あるいは受け流す。


    「やっぱり、ルディはすごいのさぁ」


    　ルディの戦いに勇気づけられたネネも大ムカデに向かって突進、自慢のモーニングスターを打ち下ろす。


    　コーポ勇者の外壁を軽々と破壊する大家泣かせのモーニングスターも、厚い甲殻に阻はばまれて致命傷を与えることはできない。


    「馬ば鹿かな……、エリたんのひのきのぼうが通じない……だと」


    　ヴォルフのひのきのぼうに至ってはほとんどダメージを与えることができない。ワザとらしいセリフを残し、大ムカデの尻尾しつぽで吹き飛ばされてしまう。


    　しかし、ヴォルフと入れ替わりに壁に叩たたきつけられていたクリストフが戦闘に戻ってきてくれた。


    　しかも先ほどよりも遥はるかに動きが早い。これが独自研究の薬の効果か！


    「あははは、わははははははは、ムカデ、うふふふ、わははははは。いや、いや、ムカ……わははははは！　いや、待て待て、ム、ムカ、あははははは、ウケる！」


    　なぜか大爆笑してるし！　やっぱり混乱してるじゃねーか！


    　そしてこの複雑でとらえどころのないのらりくらりとした謎なぞのステップワーク。大爆笑しながら戦い続けている。


    　普段なら迷惑極まりないが、この場においては非常に頼りになる。


    　おそろしい速度のレイピアの連打で大ムカデの身体からだを突きまくっている。


    　しかしこれも致命傷には至っていない。


    　ルディのロングソードもヒットし続けているものの、大ムカデの動きは依然衰おとろえる様子はない。むしろ怒り狂ってますます激しくなっている。


    　──タフな野郎だ。


    　負ける気はしないものの、このままでは時間がかかる。そして時間をかければかけるほど、仲間たちが怪け我がをする可能性は高まる。


    　いまこそナディーネの魔法による援護が……。


    　しかしナディーネは呆ぼう然ぜんとしている。これまでの経験で慣れたつもりだったのだろうが、サイズが大きすぎたのだろう。顔面蒼そう白はくだ。


    「おい、ナディーネ！」


    　ルディが声をかけるとはっと我に返る。


    「ご、ごめん」


    「落ち着け。ただちょっと大きくなっただけだ。なにも変わってない」


    「そうだよね、そう、そうだよ。大丈夫、大丈夫……」


    　ナディーネは自分に言い聞かせるように言うと、ロッドを振るう。


    「おおっ、眠気が消えたのさぁ」


    「ナディーネ、ネネは寝てないぞ！」


    「あ、そうだよね……えっと、えっと」


    「おおっ、今度は眠くなってきたのさぁ……むにゃぁ……」


    「ナディーネ、寝かすな！　ネネ起きろ！　寝たら死ぬぞ！」


    「えっと、えっと」


    「なんだか、すばやくなったのさぁ……でも眠いの……むにゃあ」


    　ネネは完全に眠ってしまった。昨日、明け方まで起きていたことがここで災いすることになるとは！


    「起きろ！　クリストフ、なにか気つけになるアイテムをネネに！」


    「あははははは！」


    「笑ってんじゃねーよ！」


    　クリストフは薬に飲まれてしまっている。大ムカデへの攻撃を中止し、ただ笑っているだけだ。


    　やばい。これは本当にやばい。


    　ヴォルフは壁に打ちつけられて、完全にのびてしまっている。


    　サシでこの化け物の相手をするだけならまだしも、仲間を守りながらとなるとルディの腕をもってしても自信がない。


    「ナディーネ、俺を信じろ！　お前ならやれる！　俺が言っているんだから間違いない！」


    　ルディはそう叫ぶと、気を引くように大ムカデの右側へと回り込む。


    　大ムカデは唯一まともに動いているルディに狙ねらいを定めると、巨大な牙きばを持つ顎あごで襲おそいかかる。


    　ルディはその顎をロングソードで受け止めた。突進のパワーでルディの身体からだがずるずると後退する。片手を剣先に当て、圧力に耐える。ロングソードと牙がなんどもぶつかりあい、金属がこすれ合うような不気味な音を立てる。


    　ロングソードをはさんで押し合う大ムカデとルディ。分の悪い力比べなどしたくはないが、ルディの後ろにはぐっすりと眠るネネ。


    「ナディーネ。あのときのことを思い出せ！　俺たちが専門学校に入ったばっかりのころだ。俺は学校で馴な染じめなくて孤立していた。そんな俺に話しかけてくれたのはナディーネだけだった。えー……、そんな日々を送っていたある日のことだ……。ある日……まあ、あんなことが起こった……それはもう大変だったさ……とにかくそんな感じで……」


    「人に思い出せって言っといて自分が忘れてるじゃんっ！」


    「思い出せって言ってから考えたんだけど、とくに勇気づけるエピソードがなかったんだよ！」


    「ひどいよっ！」


    「いいから、このすごい俺が仲良くしてるんだから、これぐらいやれる。俺を信じろ！」


    「もうっ、結局は自分の自慢じゃん！」


    　ナディーネはなかば自や棄けになりながら、火炎魔法を発動させる。


    　ついにナディーネの火球が大ムカデにヒットする。


    　自信を取り戻すことはなかったが、いつものゆるい会話がパニックを鎮しずめ、平常心を取り戻させたのだ。


    「その調子だ。続けろ。あのときを思い出せ！」


    「だから、どのときなのよっ！」


    　火球が連続して大ムカデの身体からだにぶつかり火柱を上げる。


    　的まとは大きくなったのだから、当たらない方が不思議だ。


    　すっかりペースを掴つかんだナディーネは魔力が尽きるまで火球の雨を降らせる。


    　炎に包まれ身み悶もだえる大ムカデ。確実にダメージを与えている。もたげていた頭が床スレスレまで下がってくる。


    　このチャンスを逃す手はない。


    「喰くらえ！　ファナティック・グレート・レッグ・スラッシュ・バージョン３スリー！」


    　ルディの全身全霊をこめた低空飛行の回転切り。


    　回転の力で炎を巻き上げながら、地面近くまで下がっていた大ムカデの頭部へとロングソードが叩たたき込まれる。


    　ルディの会心の一撃を受けて、大ムカデはついに地に伏した。


    　初めてのボス戦に勝利したのだ。


    「やった……」
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    　ナディーネは精根を使いはたしたのだろう。頭を下げようとして、身体からだがふらつき、バランスを失う。


    「おいおい、大丈夫かよ」


    　ルディは慌あわててナディーネの身体を受け止める。


    　腕の中でナディーネは安堵あんどの表情を浮かべる。


    「ごめんね」


    「まあ、誰も怪け我がしなかったからよしとしよう。クリストフは自爆だし」


    「ダメだね。私」


    　ナディーネはよほど疲ひ弊へいしているのか、ルディの胸に身体を預けたままだ。


    「ああ、ダメだ。でもそれを言ったら、みんなダメさ。偉大なる勇者フレイズの域まではほど遠い。頑張ろうぜ」


    「……うん、そうだね。うん」


    　ナディーネはそう言うとルディの腕の中から離れる。


    　かすかに頬ほおが赤い。魔力を使い切ってふらついたとはいえ、やはり恥ずかしかったのだろう。


    「しいて言えばヴォルフがダメだった。装備がエリたんのひのきのぼうの時点でおかしい」


    「なにをっ、エリたんのひのきのぼうを馬ば鹿かにするのか！」


    　のびていたはずのヴォルフがすぐに反論する。もしかして「エリたん」の単語で目を覚ましたのか……？


    「なにたんかは関係ない。勇者として、ひのきのぼうは卒業しろよ」


    「嫌いやだ！　僕は一生ひのきのぼうでやっていく！」


    「いつか死ぬぞ！」


    　ヴォルフには悪いが、あえて突っかかって混ぜ返させてもらった。


    　ハプニングとはいえ、ナディーネを抱きしめたことが、ルディも恥ずかしかったのだ。


    　ルディは不器用な勇者である。悪口以外に場の雰囲気を変える方法を知らないのだ。


    　忘れかけていたが、ネネとクリストフを正気に戻さねばならない。


    　ルディはネネを揺り動かし、クリストフには思い切りビンタをお見舞いする。


    「ふにゃあ……、やったねえ。財宝ざくざくなのさぁ」


    　ネネはすでに財宝を獲得した夢を見ていたのだろうが、それはこれからだ。


    　部屋の最奥にはさらに次の部屋へと続く扉が見える。あの先に目指すものがあるはずだ。


    　ルディが扉を開けるとはたして宝箱があった。


    　松たい明まつを照らすと錆さびた留め金が鈍く輝く。木製の蓋ふたには浮き彫りで神しん獣じゆうの彫刻が施ほどこされている。宝箱そのものですらアンティークとして高く売れそうだ。


    「開けたいよぉ、ねえ、ねえ、開けさせてよぉ」


    　ネネが手足をばたばたさせてアピールする。先ほどは肝心のところで眠ってしまったし、かわいそうだから、ここは譲ゆずるか。


    　ルディがうなずくと、ネネは「よし」と言われた仔こ犬いぬのように、宝箱に飛びつく。


    　幸いにも封印はされていないようだ。ネネが手をかけると驚くほどスムーズに宝箱の蓋ふたは開かれる。


    「……これなんなのさぁ」


    　宝箱の中からひんやりとした空気が漂ってくる。入っていたのはガラス瓶びんに入ったドリンクが数本と保冷剤。宝箱の内側も保冷できるようにプラスチックでコーティングされている。


    　クーラーボックスかよ……。ルディはゲットしたドリンクよりも宝箱が気になってしまう。


    「伝説だと財宝ざっくざくのはずなのにぃ。がっかりさぁ」


    　がっくりと肩を落とすネネ。


    　気持ちはわかる。ルディも顔には出さないが少しだけ伝説の財宝を期待していた。


    　残念ながらこれも洞どう窟くつスタッフが用意した宝箱のようだ。


    「そんなに捨てたものじゃないよ。結構なレア物だと思うよ。うん、いいね……」


    　ドラッグ系への興味が並々ならぬクリストフがひとつひとつじっくりと検分をはじめる。


    　クリストフの見立てによると、どれも新人勇者では入手が難しいレアな回復系のアイテムのようだ。


    　体力回復系の飲み薬、魔力回復系の飲み薬、麻ま痺ひ、混乱を治ち癒ゆする飲み薬。気つけの効果のあるドリンク。各ジャンルきっちりそろっている。


    「これは、ここぞ、というときにとっておきたいね」


    　クリストフのここぞというときが、ちゃんとしたここぞというときなのか不安になるが、クリストフが言うことももっともだ。


    「えーっ、冷えてるのになぁ」


    　ネネは残念そうにしているが、かまうことなくルディは自らの袋にドリンクをつめはじめる。一本一本丁てい寧ねいに袋に入れるルディ。最後の一本を残して手が止まる。


    「ほら、おつかれさん」


    　ルディはナディーネに精神力回復薬を投げて渡す。


    　山賊の財宝じゃなかったのは残念だが、いまのナディーネを労ねぎらうには、こいつも悪くない。


    「えっ、いいの」


    　瓶を抱えて戸惑うナディーネ。


    「いいさぁ。魔法使いっぱなしで疲れてるでしょ」


    　ネネもそう言って大きくうなずく。


    「ありがとう」


    　ナディーネは照れくさそうに笑顔を浮かべると、瓶の蓋を開け、琥こ珀はく色の液体を喉のどへと流し込む。


    「ふぅ……、すごい。疲労感が身体からだからすーっと消えて……」


    　ひと目見ただけでもナディーネの顔色がみるみるうちに良くなっていくのがわかる。


    「さすがレアアイテムだね。僕としてはちょっと原材料が気になるね」


    　クリストフは薬くす師しの家系らしさを発揮し、ナディーネから空き瓶びんを受け取り、ラベルを確認する。


    「なに入ってました？」


    「うん……知らないほうがいいんじゃないかな」


    　クリストフはナディーネの問いを露骨にはぐらかし、空き瓶を自分の背中で隠す。


    　しかしそれが逆にナディーネの興味を引いてしまう。


    　ルディの袋からもう一本同じドリンクを取り出し、成分表に目をやる。


    「えっ……ムカデエキ……ス？」


    　ひと目見ただけでもナディーネの顔色がみるみるうちに悪くなっていくのがわかる。


    「ムカデは身体にいいのさぁ。うちの田舎いなかでも疲れた人や病気が治ったばかりの人、あとイタズラした子供にも食べさせるのさぁ……ちょっと、ナディちゃん？」


    　ネネの言葉にナディーネはひきつった笑いを浮かべている。


    「大丈夫。エキスだから。ムカデそのものじゃなくて、エキスだ……うーん」


    　ひきつった笑顔のまま、ナディーネは後ろに倒れてしまう。


    　慌あわててナディーネの身体を支えるルディ。


    「おい、ナディーネ。大丈夫か？」


    　しかしナディーネからの返事はない。ルディの腕の中でぐったりとしている。気を失ってしまったようだ。


    「気つけのドリンクも入ってたから、大丈夫だよ。いまは腕の中で休ませてあげなよ」


    　クリストフはそういうとルディにウインクする。


    　それならばもう少しこのまま休ませてやるか……。


    　ルディは静かにナディーネの回復を待つことにする……つもりだったのだが。


    　かすかに聞こえる叫び声。


    「うわああ、宝箱開けたら、大量に死体が寄って来やがった……トラップだ！　く、くそっ」


    　誰かがカレーの入った宝箱を開けたようだ。やはり捨てた場所がマズかったか。


    「ナディーネ、しっかりしろ、大丈夫か！　気つけのドリンクもあるから、安心しろ。少し休んだら、ドリンクを用意するからな！　いまは少し休むんだ！　ナディーネ！　少し休め！」


    　叫び声と気まずい想いをかき消すべく、ルディはナディーネに声をかけ続けるのだった。
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    　ナディーネが勤務する異世界食堂『異い民たみ』は今日も繁盛していた。ナディーネのレシピを盗んだ新作メニュー、スライムのあんかけチャーハンが大好評らしい。行列は店をぐるりと囲むほどの長さとなっている。聞いたところによると、毒のないスライムを隠し味程度に使用しているらしい。


    　……並んでまで食いたいかね？　ルディは異民の向かいにある、非異世界系のカフェからその様子を眺めながら、心の中で悪態をつく。


    　店内に客はルディひとりだけ。カフェ業界も異世界系の出店が相次ぎ、古くからあるカフェは閉店が相次いでいるらしい。いまは異世界系のカフェでフラペチーノとやらを飲みながら、タブレットで仕事をするのがオシャレらしい。


    　ルディの手元にはそんなオシャレな端末はない。そもそもルディはカフェに仕事をしに来たわけではない。ナディーネと待ち合わせをしているのだ。


    　わざわざ外で待ち合わせた理由、それは風の塔オーディションについてナディーネだけには話しておきたかったのだ。ルディとナディーネのふたりで受けたオーディションであったが、ルディだけが最終試験にまで残っている。言いづらくてこれまで秘密にしておいたのだが、ナディーネに黙っているのはどうも気が引ける。


    　待ち合わせの時間をとうに過ぎているのにまだナディーネの姿はない。


    　それも当然だ。異民の店内で忙しく働くナディーネの姿が見える。シフトの時間は過ぎているが、残業させられているのだろう。


    　──バイトが残業してどうするんだよ。


    　ナディーネの姿を見ながらルディは思う。


    　残業すると、当然ながら疲れる。その疲労感で〝今日も頑張った〟的な充実を得てしまうのだ。そんな充実にはなんの意味もない。その点、バイトをしていない俺は危機感を持ってるからな。なにせ、ここのお茶代もナディーネが来ないと払えないんだからな……。


    　常連と思おぼしき客がナディーネに声をかける。それに笑顔で応こたえるナディーネ。


    　──愛想よくしてんじゃねーよ。


    　ルディは思う。これにはとくに危機感的な理由はない。ただナディーネが他人に愛想よくしていると、なんとなく腹が立つだけだ。


    　ナディーネが常連のおじさんに尻しりを触られた。ナディーネは笑顔のまま手を払うだけだ。


    　腕を折れよ！　とルディは思う。


    　勇者としては腕力のないナディーネだが、一般人の腕くらいは折れるはずだ。そもそも異民の制服があざとい。メイドっぽい衣装の上にミニスカート。なんなんだよそのフリフリのエプロンは！　味で勝負しろよ！　もう得意の火属性魔法で店ごと火の海にしてやればいい。


    　ルディにはコーポ勇者のメンバー以外に友人はいない。とくに本音を言い合えるのはナディーネだけだ。だからナディーネが他の人と仲良くしているのを見るとイライラしてしまう。あと成功している人間を見ると無条件にイライラしてしまう。そういうタイプの勇者なのだ。


    　ようやくナディーネの姿が店内から消える。どうやら残業も終わったようだ。


    　しばらくしてカフェのドアベルが鳴り、ナディーネが現れる。


    　服装は地味めのワンピース。どうせなら制服のまま来てほしかった。


    「ごめんね。遅くなって」


    　ナディーネの笑顔はやや疲れているものの、労働による充実を感じさせる。やっぱり、これは言ってやらないといけないか……。ルディはそう思いながらも口に出すのを止めておく。なにせこれからお茶代を出してもらおうと思っているのだ。やぶ蛇へびの可能性大だ。


    「ルディと外でお茶するなんて久しぶりだね」


    　ナディーネはなんだか上機嫌だった。ルディの顔を見つめながら、この前の冒険の思い出などを楽しげに語る。以前から仲はよかったつもりなのだが、ナディーネの態度がより親しげになった気がする。


    　しかし、親しげにされればされるほど、楽しげにされればされるほど、ルディは本題を切り出しづらくなる。


    「……あのさ、ひとつ言ってなかったことがあるんだけどさ」


    　ルディはいつもよりも暗いトーンで話し始める。


    「どうしたの？　大丈夫だよ。なんでも言って」


    　ナディーネは心から心配そうにルディの顔を覗のぞき込む。そのいい人っぷりがまたルディの申し訳ない気持ちをかき立てる。


    「いや、この前のあれ……あったじゃん？」


    「あれ？　湖でルディたちが着替えを覗こうとしたあれ？」


    「……それじゃないかな。なんでそれについて話すためにわざわざ呼び出すと思ったかな」


    「じゃあ、あれ？　ネネちゃんが大家さん暗殺を企くわだててるってあれ？」


    「それにいたっては初耳かな。本当じゃないことを願うばかりだが」


    「じゃあ、なんなの？」


    　ナディーネはじっとルディの目を見つめている。思わず目を背そむけてしまうルディ。


    「まあ、あれだ。オーディションの話だ」


    「オーディションって一緒に受けた風の塔の？」


    「うん。それ。ずっと言ってなかったんだけど、最終面接まで残ってる」


    「えーっ、よかったじゃない」


    　ナディーネはルディの手を取ると、何度も「おめでとう」と言ってくれる。


    「……なんで喜んでるんだよ。黙ってたこと怒んないのかよ。それに自分だけ残りやがってとか思わないのかよ」


    「なんで？　ルディが残ってるの嬉うれしいよ」


    　ナディーネは心から不思議そうに小首を傾かしげる。


    「まあ……ありがとう。他の奴やつらには秘密にしといてくれないかな」


    「どうして？　みんなでおめでとう会しようよ」


    「いや、みんなナディーネみたいに性格のいい奴ばかりじゃない。嫉妬しつとでなにされるかわかったもんじゃない」


    「ルディ、よくないよ。人をそういう目で見るの。もしかして私も嫉妬すると思っていままで黙ってたの？」


    「いや、別にそういうわけじゃ……」


    「じゃあ、ちゃんとみんなにも言おうね」


    　ナディーネはそうルディに約束させると、もう一度手を握り笑顔で「おめでとう」を言う。


    　ルディの心の中にナディーネを尊敬する気持ちが芽生える。そして自分のことが恥ずかしくなった。もし自分が逆の立場ならとてもこんな風に祝福することはできないだろう。そして自分ができないのだから他の人もそうに違いないと決めつけていた。反省しよう。風の塔最終オーディションに残った新進気鋭の勇者として恥ずかしい。


    　夕方、カフェから戻ったルディは、約束どおりみんなに風の塔オーディションの結果について伝えた。


    「なに自慢してるのさぁ！」


    「んー……興味ないし」


    「やれやれ、これほど性格の悪い人間が受かるなんて。審査員の素養を疑わざるを得ないね」


    「おのれ……。ひとりだけ売れるなんて許さないぞ。場所と日時は？　ルディ、絶対になんにもしないから、場所と日時」


    　祝福の言葉はひと言たりとも聞かれなかった。


    　ルディは自分を恥じることをやめた。


    



    　その日の夜。ルディはなかなか寝つくことができなかった。


    　今日だけではない。ふかふか洞どう窟くつから帰った日を境に、連日の眠れぬ夜を過ごしているのだ。別に冒険の余よ韻いんが冷めやらぬわけではない。カレーを宝箱に放置したことを気に病やんでいるわけでもない。ルディはバレなかった悪行については気がとがめないタイプなのだ。


    　眠れない理由、それは騒音だった。


    　ここ数日、夜になると不気味な音がするのだ。ギシギシとなにかがきしむ音、ドスドスとなにかを踏みしめるような音、そして低いうなり声も聞こえる気がする。


    　はじめは気のせいだと思っていたのだが、夜ごとにその音は大きくなる。


    　それほど大きな音ではないが、ルディは神経質なタイプの勇者なのだ。原因がはっきりしないと気になって眠れない。


    　今夜こそはその正体をつきとめる。ルディはそう決心し、ベッドに入っても目を見開き、耳を澄まし続ける。


    　ルディがベッドに入ってから一時間ほどしたころだった。


    　ギシギシといつもの音が聞こえはじめた。


    　ルディはそっとベッドから這はい出ると音のする方角を慎重に調べる。どうやら、上の階から音はしているようだ。


    　自らは物音を立てないように忍び足で部屋を出て、リビングを通り、女子たちの部屋がある二階へと螺ら旋せん階段を上る。


    　階段を上ると音の方向がよりはっきりする。ネネの部屋の方向だ。


    　ルディはそっとネネの部屋である２０２号室のドアに耳を当てる。


    　やはり間違いない。ドスドス、ギシギシ、そして低い声。


    　もしかしてネネのやつ男を連れ込んで……。いや、それは考えられない。あんなに純朴そうな田舎いなか娘がそんなことするわけがない。そもそも音がそういった類たぐいとは違う気がする。もっと重いなにかが床に落ちたような音だ。


    　こうやっていつまでも聞き耳を立てている場合ではない。自らの安眠を守るため、ルディは意を決してドアをノックする。


    「あれ、どうしたのぉ？」


    　ネネはちょっぴりドアを開けるとその隙すき間まから顔を出す。


    「いや、ちょっと音が……。中に入っていいか？」


    「こんな遅くにレディーの部屋を訪ねちゃダメなのさぁ」


    　ネネはそう言うとドアを閉じようとする。ルディは手を差し入れそれを阻止する。


    　……どうもあやしい。言っていることはネネにレディー感がゼロであること以外は間違っていないと思うのだが、どうも態度がよそよそしい。そして吹けていない口くち笛ぶえ。これはとぼけている人の態度だ。


    「すぐ出てくから。ちょっとだけ」


    　ルディは強引にドアを開けようとするが、ネネはそれに逆らって閉じようとする。なかなか力が強い。ドアをはさんで力比べになるふたり。少し開くとまた押し戻される。


    　ネネにパワーがあるのもたしかなのだが、ルディとしても力任せに女子の部屋のドアを開けることに躊ちゆう躇ちよがある。気兼ねしてなかなか全力を出せないのだ。


    　ゆっくりと閉じられていくドア。ルディがあきらめかけたときだった。


    　──オホッ、ウホッ。


    　部屋の奥からうなり声が聞こえる。人間のものではない。もっと低く、そして野性を感じさせる声だ。


    「おい、いまのはなんだ？　いまのゴリラチックボイスは」


    「なんでもないよぉ。女子の部屋ってたまにゴリラっぽい音がするものなのさぁ」


    「嘘うそつけ！　そんな女子の部屋などない！　なんだ？　なにがいるんだ！」


    　ルディはもう迷わない。強引にネネの部屋に突入する。


    　じつに女の子らしいかわいらしい部屋だ。淡いピンクのカーテン。そして鏡台とさまざまな小物。おそらく家族のものであろう集合写真もかわいらしいフレームに収まっている。そして同じく淡いピンクのベッド。掛け布ぶ団とんが小山のようにこんもりと盛り上がり、なにかが隠れていることがはっきりとわかる。


    「なんでもないってばぁ、こういうタイプの布団なんだよぉ。こんもりタイプの掛け布団さぁ」


    　ネネがそう言っている間にも布団の小山はもぞもぞと動いている。そして布団の隙すき間まからぽとりと落ちるリンゴの芯しん。


    「中でリンゴ食ってるじゃねーか！」


    「違うよぉ。女子の布団って、たまにリンゴの芯が出てくるのさぁ」


    　ルディはネネの言葉を無視して、つかつかとベッドへと進む。


    　いったいなにを隠しているのか、ルディは勢いよく掛け布団をめくる。


    　そこに隠れていたのは…………。えーっと、なんだ？


    　その姿をはっきりと確認したのにもかかわらず、それがなんなのか理解できなかった。


    　つるっとしたもち肌のボディ、短い手足、雪だるまのような体形。無駄につぶらな瞳ひとみ、一応尻尾しつぽも生えている。なんというか生き物としてデザインが雑だ。


    「なんだこれ？」


    「……これはノリオだよぉ」


    「名前を教えられても！　だからなんなんだよ、この雑なクリーチャーは！」


    「ノリオはノリオなのさぁ。すっごくなついてるのさ！」


    　ネネはノリオと称するなにかをかばうように抱く。その胸のなかでノリオはだらしなく口元を緩ゆるめてヘラヘラしている。なついているというより、なにかいやらしさを感じる……。


    「なんにしろ、ダメだって。部屋にこんなモンスター連れ込んだら。捨ててこいよ」


    「なんでっ！　ノリオはとっても優しいなにかなのさぁ」


    「だからなんだよ！」


    「ノリオはノリオだよ。飼ってよし、食べてよしなのさぁ」


    「食べるんじゃない！　……ったく、どこで拾ってきたんだよ」


    　ルディは少し口調を和やわらげる。まずはネネに事情を詳しく聞くべきだ。


    「……前に行った洞どう窟くつさぁ。仲間になりたそうにじっと見てたのさぁ」


    　やはりそうか。ルディが物音で眠れなくなったのもふかふか洞窟から帰ってきた直後からだった。


    「よくこんなの隠して連れて帰ってこられたな」


    「変な木の実あげたらついてきたんだよぉ。捨てるなんてかわいそうだよぉ。お外はかわいそうさぁ。ノリオはインドア派のなにかだよぉ」


    　ネネの言葉に、ノリオもうんうんと大きくうなずいている。ある程度言葉が理解できるのか、それとも雰囲気のようなものを感じ取っているのか……。


    「知ってると思うけど、コーポ勇者はペット禁止だからな」


    「だから大家さんを暗殺しようと試みたのさぁ。でも大家さん強いのさぁ」


    　本当に試みていたのか……。実はルディは大家さんと会ったことがない。入居は不動産屋さんに手続きを任せたし、なにより家賃を滞納し続けていて合わす顔がないからだ。しかし大家さんの噂うわさはいくつか聞いたことがある。これまでここに住んだ若手勇者の誰よりも強いとか、家賃滞納者の頭髪を一本残らずむしり取ったとか……。まあ大げさなホラ話だろうが。


    「ペットなんか飼ったら殺されるぞ」


    「ねえ、見逃してよぉ。これあげるのさぁ」


    　ネネはそう言うと、ベッドの下から小箱を取り出す。どうやら大切な物入れのようだ。小箱をあさると、メダル状のものを取り出し、ルディに手渡す。


    「集めるとすごいアイテムと交換してくれるって噂の小っちゃいメダルなのさぁ」


    　ルディは手渡されたメダルをじっくりと見てみるが、どうも違う気がする。


    「これゲーセンのメダルじゃね？　ここに〝異世界タイトー〟って書いてあるし」


    　メダルには異世界ゲームメーカーのロゴがはっきりと刻印されている。


    「えーっ、じゃあこれは？　これあげるからさぁ」


    「ただの瓶びんの蓋ふたじゃねーか。メダルですらないぞ」


    「えーっ、大事にしてたのに！　とにかくあげるから見逃してほしいさぁ」


    「瓶の蓋なんかいらん！　それにペット禁止は俺が決めたルールじゃないからな」


    「ノリオはペットじゃないもん！　仲間だよ。それにとってもかしこいんだよ。よしノリオ、お座りっ！」


    　ネネはノリオにそう言うとビシッとベッドに程近い床を指差す。


    　露骨に面倒そうな顔をするノリオ。


    「……ドッコラショ」


    　ノリオはダルそうに腰をさすりながら指定された場所に胡坐あぐらをかく。


    「よし、伏せ！」


    「……フゥ、……ヨイショ、オフゥ、アイタタタ」


    　ノリオの動きは極めて鈍い。そして動くたびにポキポキ鳴る膝ひざの関節。


    「おお、偉いぞぉノリオ、よくできたねぇ。いい子さぁ」


    　ネネはノリオの頭をわしゃわしゃと撫なで回す。……ノリオはいい子ではなく、いいおっさんなんじゃないか？　そんな疑惑がルディの心の中に芽生える。


    「そもそもこの家ボロっちいのさぁ。建てつけも悪いし、変な湿気も上がってくるのさぁ。だから飼ってもいいと思わない？」


    「無茶言うなよ。禁止は禁止だ。賃貸のルール無視するのは勇者としてどうかと思うぞ」


    　自分の家賃滞納を華麗に棚に上げて、したり顔で言うルディ。ルディの棚はどんなものでも上げやすいのだ。


    「でもでも、勇者なのにモンスター飼っちゃダメなのどうなのさぁ。勇者って……」


    　ネネは懸命に反論しようとしているが、ノリオがネネのパジャマの袖そでを何度も引く。


    「ちょっとノリオ、なにさぁ」


    「……クレ、クレ、ギャラ、クレ」


    　ノリオは短い手をいっぱいに差し出す。


    「もう、いい子、いい子」


    　ネネから差し出されたキャンディを奪い去ると、夢中になってボリボリとむさぼりはじめる。


    　どうやらお座りのギャラを要求していたようだ。


    「アー、コレコレ、ヤッパコレヤデ」


    　ノリオ……、いい子でもなければ、いいおっさんでもなく、現金なおっさんか。


    　このなにを考えてるのかまったくわからないのっぺりとした手抜きフェイス。信用できない。


    「ネネ、こいつ懐なついているフリしてるだけで、本心はなに考えてるかわかんないぞ。俺はやっぱり反対だな」


    　ルディの言っていることがなんとなく伝わったのか、ノリオはルディに対して敵意をむき出しにする。ルディを睨にらみつけベッドの上で何度も飛び跳ね威い嚇かくを繰り返す。


    「やるのか、雑なモンスター」


    　ルディもノリオに対して身構える。


    　表情には出さないものの、ルディは心の中で舌打ちする。


    　──しまった。剣を持ってくればよかった。いったいどれほどの戦闘能力があるのか……。腕は短いものの、けっこう太い。ゴリラっぽさもあるし、もしかしたら腕力があるかもしれない。素手で戦えるのか……。


    「ウホッ、ノリオ、ツヨイ、背筋、パナイ、鬼、泣ク」


    　睨み合うルディとノリオ。ノリオはますます興奮の度合いを高めている。


    　慌あわててネネがその間に飛び込んでくる。


    「ちょっと、なにやってるのさぁ」


    「危ないぞ、ネネ」


    　ルディはそのネネをノリオから離そうと手を引く。なんなのかわからないもののノリオもまたモンスター。これほど興奮している状態で近づくのは危険だ。


    「大丈夫なのさ。ノリオは噛かまないタイプのノリオなのさ」


    　ネネは平然とノリオの頭に向かって手を伸ばす。


    「オッホッ、ホーッ！」


    　突如、ノリオの口からピンク色のガスが発射される。ノリオは噛かまないタイプのノリオではあったがガスを吐くタイプのノリオだった。


    　ルディはすばやくバックステップしながら息を止め、窓を開ける。なんとかほとんど吸い込まずに済んだはずだが……。モンスターの中でもガスを使用するタイプはやっかいだ。回避が難しい上に、どんなガスなのかわからないと対処のしようがない。強烈な毒ガスでなければいいが……。それに心配なのはネネだ。ルディよりもはるかにノリオの近距離にいた。


    「おい、ネネ……」


    　ルディが声をかけるがネネからの反応はない。目の焦点が合っておらず、かすかに口が開いている。やはりガスを吸ってしまっているようだ。


    「おい、大丈夫か」


    　ルディはネネの身体からだを揺さぶる。ようやくネネがルディの顔を見る。とろんとした眼まな差ざし、顔が火ほ照てるのか、ほんのりと頬ほおが赤い。


    「ふにゃぁ……」


    　ネネはまるで猫のような声を上げる。腰をくねらせながらルディに近づくと、胸へと身体を摺すり寄せてきた。


    「おいおい……？」


    「ふにゃぁ、ねえ、ルディ……ふにゃぁ」


    　胸の中のネネはとろんとした目でルディをじっと見つめる。


    　この目、この火ほ照てった肌、ルディは専門学校時代の授業を思い出す。実技以外はほとんど真ま面じ目めに聞いていなかったルディであったが、唯一真剣にノートまで取った授業があった。これはそのとき教えられた催さい淫いんガスの特徴！　性的な興奮状態を喚起するガスだ。さすがピンク色のガスだっただけはある。


    「ネネ、ノリオのあれ催淫……」


    「ふにゃあぁああ」


    　ネネはルディの話など聞いてない。ノリオを押しのけ、ルディに身体を摺すり寄せる。腕を腰に回し、さらに強く身体を押しつけてくる。


    　いつものパワーがどこから出ているのか不思議なほど華きや奢しやで線の細い身体。それでもこれだけぎゅっと抱きつかれると胸のふくらみの弾力を感じてしまう。


    　ネネはさらに体重をかけ強く抱きついてくる、脚を絡からめる。さすがに支えきれない。ルディはバランスを失ってそのままベッドへと倒れ込む。


    　ベッドで仰あお向むけになったルディの上にネネはそのまま覆おおいかぶさる。


    「ええへへ、ねえ、ルディ、なんだかね。楽しい気分なのさぁ。えへへへ」


    　ネネはさらに顔を接近させる。


    　もう唇くちびると唇が触れ合うまでほとんど距離がない。


    　高鳴る鼓動、浅くなる呼吸。かつてないほど緊張している。ぐるぐる回る思考。


    　どうする？　どうするべきなんだ……。こっち関係の経験値が不足していて正解がまったくわからない。


    　ネネの唇がゆっくりと接近する。ネネがまぶたをそっと閉じる。そのときだった。


    　ガチャリとドアが開けられる音が聞こえる。


    　ドアの先にはナディーネの姿が……。


    「ネネちゃん。もう夜遅いんだから…………えっと……………」


    　ナディーネの言葉は途中で途切れてしまった。ただふたりの姿を見つめて呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている。


    　ルディは慌あわててネネを身体からだの上から引き離すが、ときすでに遅しだ。


    「違う。違うぞ！　ナディーネ。これは話せばわかるパターンのヤツだ。ちゃんと話を聞いてくれ！」


    　ルディが一歩近づくたびにナディーネは一歩後ろへと下がる。


    「ごめんね。邪魔して。ごめんね。そうだよね。男女がシェアハウスしてたら、起こるよね、こういうイベント、でもルディとネネちゃんが……」


    　ナディーネはなんとか笑顔を浮かべようとしているが、目にはかすかに涙が浮かんでいる。


    「だから、落ち着け。そうじゃないから。見ろ、あいつだ。ノリオが原因だ！」


    　ルディはノリオを指差す。


    　ノリオは床に寝転がり漫画を読んでいた。絵を眺めながらウホウホ笑っている。


    　なにくつろいでんだよ……。自分が原因のくせにすでにこっちには興味を失ってやがるとは！　なんて憎たらしい生き物なんだ。


    「なにそれ？　それが原因で……その……あんなことになるの？　ちょっと苦しいんじゃない？　言い訳として」


    　ナディーネは猜さい疑ぎ心しんたっぷりの目でルディを睨にらみつける。


    「苦しいもなにも本当だ！」


    「じゃあ、ちゃんと説明して。あれはなんなの？」


    「ノリオだ」


    「名前じゃなくて！」


    「ノリオはノリオなんだよ。むかつくなにかだ」


    　結局自分がネネとしたやりとりを繰り返すしかできない。もう口で説明しても仕方がない。そう思ったルディは、無理やりノリオを起こすと羽は交がい絞じめにして抱き上げる。


    「ネネが勝手にこいつを飼っていて、捨ててこいって言ったら、こいつがガスを……」


    　ルディがそこまで説明したときだった。


    　ノリオの口から再び放たれるピンク色のガス。正面に立っていたナディーネを直撃する。


    　突然のことにナディーネはぽかんとしていたが、徐々にその表情が柔和になる。ルディを睨にらみつけていた目も優しく、そして眠たげに。


    「はぁ……どうしたんだろう、急に身体からだが。はぁ……」


    　ナディーネはパタパタと手で自分の顔をあおぐ。堪こらえようとしても漏もれてしまう悩ましげな吐息。さすがにネネよりもはるかに自制心が強いようで急に襲おそいかかってきたりはしないようだ。


    　しかし自分の行動は自制心によって抑えられても、他人の行動は抑えられない。


    「ナディちゃんも一緒に楽しいことしよぉ」


    　ネネがナディーネに抱き、ベッドに押し倒した。


    「ネネちゃん！　ダメだよ」


    「えへへ。ダメじゃないよぉ。楽しいことはいいことさぁ」


    　ネネはナディーネの身体に腕を絡からませながら首筋にキスをする。


    「はぅ……」


    　全身をビクッと震わせるナディーネ。やはりガスの力で敏感になっているのだ。


    　いつの間にかネネはナディーネの服の中に手を入れている。モグラが地中を進むように服の中の手はお腹のあたりから胸元へと伸びていく。

  


  [image: ]


  
    「ダメ……」


    　口ではダメだと言っていても、それほど強く抵抗していない。最初はネネの手を押さえて抵抗していたがやがて手を離し、されるがままに身を任す。


    　ルディは思わず生なま唾つばを飲み込む。これはいよいよな状況。いよいよだぞ！　ルディは自分に問いかける。こんなときはどうするべきなんだ？　一勇者として、そして一男性として。


    　ルディの脳裏に選択肢が現れる。


    



    　たたかう。


    　にげる。


    　ふたりを止める。


    ▽むしろ自ら参加する。


    　せっかくだからアーニャも呼んできて、ノリオガスを吸わせる。


    



    　ルディは参加することに決めた。おそらく勇者としては「ふたりを止める」を選択するべきなのだろうが、選んだところでルディの心の中で「これを止めるなんてとんでもない！」とのメッセージが出るだけなのだ。


    　そう、これは同居人との親交を深めるためなのだ。これまで自分は同居人としてそっけなかった面もある。せっかくの機会だ。ここは温め合おうじゃないか。旧交もそして身体からだも！


    　ルディは自らへの言い訳を完成すると、ネネとナディーネの間へと突入する。


    　ナディーネは突如として加わったルディを抵抗なく受け入れる。


    　嬉うれしそうにルディの首筋に腕を回す。


    　とりあえず、ネネがやったことは自分もやってセーフだろう。ナディーネの腰を優しく抱くルディ。


    「ちょっと、なにしてるのさぁ！」


    　ルディの背中に強い衝撃が走る。ネネが突き飛ばしたのだ。その勢いでベッドから転げ落ちるルディ。


    「いてて、なんだよ、ネネも言ってたろ、一緒に楽しいことを……あれ？」


    　ネネの目がとろんとしていない。


    「なにが楽しいことさぁ！　私のベッドだよっ！」


    　口調もいつも通りに戻っている。……ノリオガス、思ったよりも効果が短いじゃないか。


    　本来なら必死になって弁解をするべき場面だが、ルディはそうしようとは思っていなかった。


    　ルディは横目でちらりとノリオを確認する。


    　ノリオはまだ漫画を読んでいる。しかも一回読み終わって、もう一度読み直している。精読しやがって……。


    　ルディはそんなノリオに向かって驚くほどの俊敏さで跳躍する。そのままの勢いで背後に回り、羽は交がい絞じめにする。


    　効果が短いならもう一度吸わせるまで。


    　狙ねらいを定めるようにノリオをネネに向けると、羽交い絞めしたまま腹部を強く押す。


    「オエッ、オエッ、ゲフッ」


    　お腹を刺激されたノリオの口からガスが……色が違う。ピンク色じゃない。なんだか緑がかった嫌いやな色のガスが漂う。


    　これはなんだ？　毒の息か？　冷たい息か？


    「ルディ、ゲップさせるのは食後だよぉ。ご飯食べてないのにさせても意味ないさぁ」


    　ただのゲップか！　ノリオは赤ちゃんではなくおっさんだと思われるので食後もゲップさせなくていいと思うが……。


    「いや、違うんだ。ネネ覚えてないのか？」


    「なんのことさぁ？　ルディとナディちゃんが私のベッドでいちゃいちゃしたことなら覚えてるよぉ」


    　どうやら催さい淫いんガスによる自分の痴態は記憶にないようだ。


    「あれ、えっと……ここネネちゃんの部屋だよね？」


    　次いでナディーネからもガスの効果が切れる。どうして自分がここにいるのか不思議そうにあたりを見つめるナディーネ。ネネと同様に記憶はあいまいになっているようだ。


    「ふたりとも混乱して忘れちゃってるみたいだけど、もう一度問題を整理するぞ。問題はネネがこっそりペットを飼っていることについてだ」


    　ルディはふたりの記憶が混濁していることに乗じて、勝手に話をまとめにかかる。疑問を抱かせないようにむしろ威厳たっぷりの態度を取る。


    　その目もく論ろ見みは見事に成功する。


    　一気にしゅんとして、身体からだを小さくするネネ。


    「見逃してよぉ。私たち仲間でしょ」


    　ネネは弱々しい声で哀願する。


    「でもね、ネネちゃん。ここはペット禁止だから。気持ちはわかるけどルールは守ろうよ」


    　ナディーネはうなだれるネネの肩にそっと手を添えると優しく諭さとすように語りかける。


    　その言葉に無言でうなずくネネ。


    　親友であるナディーネの言葉が頑かたくなだったネネをついに諦あきらめさせた。


    「いや、ちょっと待て」


    　しかし諦めない男がひとり残っていた。ルディである。そもそも捨てるように説得していたルディであるが、一連のすばらしいできごとにより完全に主張を変えていた。こんな素晴らしいノリオを捨てるなんてとんでもない。


    「ナディーネ、それは違うと思う。勇者たるもの一度仲間にしたモンスターをそう簡単に捨てたりしちゃいけないと思う」


    　ネネの顔がぱっと明るくなる。キラキラとした目でルディを見つめる。


    　──照れるじゃないか。なあに、ただのむっつりスケベさ。


    　一方のナディーネはまさかの展開に当惑しきりだ。


    「ルディ、本気？　ペット禁止なんだよ」


    「アパートのルールと勇者としての精神。どっちが大事だと思う？　それにいいときだけの仲間なんて本当の仲間じゃない。ピンチのときにこそ仲間としての真価が試されるんだ。みんなで隠し通そう。もうノリオも俺たちの仲間なんだ」


    　もちろん出任せである。ここまですらすらと言葉が出たことに自分でも感心する。


    　これがやましい気持ちのパワーなのか。自分のなかにこれほどの力が眠っていたとは……。


    　ルディはいままでになくきりっとした目でナディーネを見つめる。


    「そ、そっか……」


    　ナディーネも完全には納得していないものの、ノリオを隠して飼うことをしぶしぶ承諾する。


    「ありがとね、ナディちゃん。ルディ。ほらノリオもお礼言いなぁ」


    「アー、マー、ドーモ」


    　ノリオは横になったまま、ちらりとルディを一いち瞥べつする。


    　雑なデザインのせいでその表情からはなにを考えているのか判断できない。しかし、どうもルディの心のうちを見透かされているような気分がしてくる。


    「これからよろしくな、ノリオ」


    　ルディはノリオの頭を撫なでて親愛の情を示す。こいつを飼いならしておけば、また今回のようなこともありうる。仲良くせねば。


    　しかしノリオはその手をうっとうしそうに撥はね除のけた。


    「……怖がってるのか？　大丈夫だ。ほらおいで」


    　ルディは両手を開いてノリオを迎え入れようとするが、ノリオはその場から微動だにしない。渋い顔をして、首を小さく横に振る。


    「ダッコ、女ト、スル。オマエ、オッサン。ダッコ、モチベーション、ゼロ」


    「おっさんはお前だ！　いいから来い、ほら、懐なつけよ、動物！」


    　ルディはさらに大きく両手を広げるが、ノリオはぷいっと身体からだごと背けてしまう。


    「オレ、オマエ、ダッコ、シナイ！　関係性、ドライ、オマエトダッコ、メリット、ナイ」


    「お前、調子に乗るなよ」


    　こんなツルっとした雑な生き物に舐なめられているのは、我慢ならない。ルディはノリオのアタマを抱えてヘッドロックでぐいぐいと締め上げる。ノリオも負けじとルディの脇わき腹ばらを殴り続ける。


    「もう仲良しになったんだねぇ。やっぱりノリオはいいノリオなのさぁ」


    　ネネには楽しく遊んでいるように見えたようだが、ふたりは本気でいがみ合っているのであった。
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    　風の塔オーディションの最終試験、前日の夜。


    　ルディは部屋でひとりベッドに腰掛けていた。夕食の時間とあってリビングの方から楽しそうに笑いあう声が聞こえてくる。


    　特に決まっているわけではないが、料理関係はナディーネが担当してくれることが多い。その分ナディーネは掃そう除じ関係の仕事は免除。ルディは主にゴミ出し担当である。


    　いつもであればルディも食卓の輪に加わっているが、今日はそんな気分ではない。いまは試験に向けてひとり集中力を研とぎ澄ましたいのだ。


    　試験といっても候補者を集めて、お偉いさんと会食をするだけらしい。他の候補者ともはじめて顔を合わすことになる。コミュニケーション能力に関するステータスが低いルディとしては苦痛な時間となることだろう。


    　ルディは頭の中で、綿密に会食での立ち振る舞いについて作戦を立てる。ある意味ラスボスとの戦いだ。〝みんながんばれ〟的な精神論では負けてしまう。敵となるのは、おそらくリア充勇者たちだ。厳しい戦いになる。


    　やつらはおそらく自己アピールに必死だろう。特に権限のありそうな社長、プロデューサーなどには取り入ろうと媚こびを売りまくるはずだ。


    　ルディは思う。


    　──それは素人のやることだ。


    　おそらく偉い人の周りには会を仕切る下っ端ぱがいるはずだ。その下っ端に「お疲れ様です」「今日はよろしくお願いします」と丁てい寧ねいに接する。もちろん偉い人の視界に入る範囲で。そうすれば、〝こいつ他の取り入ろうと必死な奴やつらとは違うな〟と思うはずだ。


    　名づけて〝下っ端スラッシュ〟。


    　世渡りサイドでの必殺技である。


    　これを喰くらって心を動かされない偉いさんなどいないはずだ。


    　そして実際に食事となったら、ちょっと過剰気味に「美お味いしいっ！」のリアクションをする。


    　奢おごる側の人間からすると奢られているのに食事の感想が少ないのは気分がよくない。経費だとはいえ、当然であるかのような態度を取ってはいけないだろう。


    　名づけて〝さみだれリアクション〟。


    　経費で奢られたときこそ逆に有効な技だ。


    　──勝ったな。


    　ルディは部屋でひとりほくそ笑む。


    　合格したらこの部屋ともお別れになるだろう。風の塔クエストのギャラが入ったらシェアハウスなどしなくてもそれなりのレベルのひとり暮らしが可能なはずだ。それに有名になると追っかけなどが大変だろうから、こんなセキュリティーの甘いところには住んでいられない。なにせ家の中の方が治安が悪いくらいなのだから。


    　いつも騒がしくて面倒なことばかり起こるが、いまこうして思い返してみると楽しい思い出でもある。


    　──しばらくしたらナディーネを呼び出してさくっと飯めしでも奢おごってやろう。いつもとおんなじ感じで接して「ルディは売れても全然変わらないね」とか言われつつ、お店のグレードはそこそこのところに行って、「え、いいのこんな高いところ」「いや、値段じゃなくてね、味が気に入ってるんだよね」とか言って、本当ははじめてなのに常連っぽさを出してやろう。ネネとアーニャにもたまにだったら奢ってあげてもいい。だがクリストフとヴォルフには死んでも奢ってやらん。


    　ルディの戦略を練るという名の妄想はドアをノックする音によって中断される。


    　口元がいつの間にかだらしなく弛し緩かんしている。


    　いかん。まだ決まっていないのに油断してしまった。ルディは鏡に向かってきりっとした勇者らしい表情を作りなおすと、ドアを開ける。


    　訪問者はナディーネだった。


    　お盆の上にパンとスープ、それとメンチカツとかいうナディーネの働く異世界系の食堂で人気の料理が載っている。


    「前日で緊張していると思うけど、ご飯は食べないとね」


    　ナディーネはそう言うとテーブルにそっとお盆を置く。


    「……悪いな」


    　ルディは照れくささでナディーネから目をそらしながら言う。


    　どうしてナディーネはこんなに優しいのだろう。こんな性格悪い奴やつに優しくしてもなんのメリットもないぞ。ルディは自分でそう思う。


    　たぶんナディーネはメリットがあるとかないとかそんなことで行動しているのではないのだ。自分がしてあげたいと心から思ってこうしてくれているのだ。ルディはナディーネのいかにも気立てのよさそうな笑顔を見ながらそう思う。


    「まあ、ちょっと座っていけよ」


    　ルディは腰掛けているベッドをぽんぽんと叩たたく。


    　ナディーネもそれに従ってルディの隣へと座り、ちょっと照れくさそうにはにかむ。


    　ルディはベッドに座ったまま夕ご飯に手を伸ばす。ルディの部屋には椅い子すなどという便利な家具はないのだ。


    「ツノウサギのお肉のメンチカツだよ。どう？」


    「うまい」


    「よかった」


    　ルディのぶっきらぼうな答えにも本当に嬉うれしそうだ。


    「明日は頑張ってね」


    「まあ、別にどうってことない。なんにも考えずにやるだけやる」


    　あれほど考えていたくせに……。ルディは心のなかで自分にツッコむ。どうにもナディーネの前では格好をつけたくなってしまうのだ。


    　急に会話が止まる。ナディーネはなにかを言いたいが言い出せないようだ。


    「どうした？」


    「あのね……前に聞かれた、どうして私が勇者めざしたのかなんだけどね」


    「うん？」


    「私のお兄ちゃん、勇者だったんだ。エディ・クラーンって知らない？」


    　業界情報に疎うといルディでも名前を聞いたことがある。かなり有名な勇者だ。そしてたしか冒険中の事故で亡くなった……。


    「うちの家族はお兄ちゃんをすごく誇りに思ってたんだよね。それでお兄ちゃんの夢、私が引き継ぎたいんだよ。いまは全然ダメだけど」


    「まあ、努力すればなんとかなるんじゃないかな……」


    　ルディは気まずくなって、ぼそぼそとそう答える。


    「はじめて学校で会ったとき思ったんだけど、ルディってどことなくお兄ちゃんに似てるんだよね。だからルディにも頑張ってほしいんだよ」


    「そうなのか……。まあ、俺は俺なりにやるけどな」


    「うん、頑張ってね。……そうだ、もうひとつ渡したいものがあるの」


    　ナディーネは笑顔を作り直すと、急にルディの部屋から出て行く。


    　いったいなにをくれるのか、ルディが予想をする間もなく、すぐにナディーネは戻ってきた。


    「これ、お守り」


    　ナディーネが手渡してくれたのはネックレスだった。チェーンの中央部には動物の毛でかざりが作られている。


    「ツノウサギの尻尾しつぽだよ。昔から幸運のお守りに使われるんだって」


    　どうしても先ほど食べたメンチカツのことが思い出されてしまう……。もちろん毛も有効活用した方がいいのだろうけど。


    「幸運か……。運に頼っちゃおしまいだけど、ま、ありがたくいただいとく」


    「ルディなら絶対大丈夫だよ。だって才能あるもん」


    　ナディーネがルディを見つめる琥こ珀はく色の瞳ひとみはきらきらと輝いている。


    　ルディはナディーネが嫌いではない。むしろ好きだ。ナディーネも好意を寄せてくれているように思える。そんなふたりがひとつ屋根の下で暮らせば、もう少し発展してもいいはずなのだが……。なぜか告白してはいけない気がするのだ。理由はわからないのだが、タブーに触れてしまっているような、そんな気がしてしまうのだ。


    　ルディはなんだか照れくさくなって、ベッドから立ち上がる。立ち上がったからにはなにかしなければと考え、急にストレッチをはじめてみる。これから寝るだけなのに伸ばされるアキレス腱けん。


    「まあ、あれだ。俺に任せとけ、宿屋を開く資金は確保してやるから」


    「だから宿屋さんになるって言ってないじゃん」


    　前と同じ話を蒸し返すくらいしか、いまのルディには照れ隠しの方法が思い浮かばないのだった。
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    　翌日、最終面接、当日である。


    　ルディは日の出前に目覚めてしまった。もう一度寝ようと努力したのだが、目が冴さえて眠れず、結局起きることにした。これほど早起きしたのは最近では隣村の娘さんのクエスト以来のことだ。ルディは洗せん濯たくしたての旅人の服に袖そでを通し、鏡で何度も自分の姿をチェックする。


    　鏡に映るルディの姿。ワックスで無造作っぽくしあげた主人公ヘア、清潔感があり、若々しく、爽さわやかな勇者。今日のルディに求められる姿そのものに思える。


    　最終面接は午後から。まだ時間はたっぷりある。頭の働きをベストコンディションに持っていくためには起床から十分に時間があった方がいい。緊張で目が冴えてしまっただけなのだが、ルディはそう理由づけをする。


    　他のみんなはまだ寝ている。普段の騒がしさが嘘うそのように静まり返ったリビングを通り抜け、ルディは街へと出る。いくらなんでも早すぎるが、どうも落ち着かないのだ。


    　ルディは道に迷わないように会場となるレストランへの道順を歩いてみることにする。こういう事前のシミュレーションに時間をかけるかどうかが勝負を分けるのだ。


    　……すぐに終わった。道順はすごく簡単だった。


    　ルディは念のためレストランとコーポ勇者を三往復ほどしたが、もうこれ以上やると無駄に疲れてしまう。いきなり疲れているのでは勇者的に印象が悪い。


    　結局、カフェに入って時間を潰つぶすことにする。ぼんやりとなにもせずに過ごすと時間の経過が長く感じる。


    　まだ指定された時間まで二時間以上ある。ここへ来てルディを眠気が襲おそう。


    　──早起きしすぎた……。


    　ルディの心に去来する後悔の念。しかし部屋に戻って寝るには時間が足りない。すでに空からになったコーヒーのカップを弄もてあそびながら、会食のイメージトレーニングを行う。〝下っ端ぱスラッシュ〟からの〝さみだれリアクション〟……。自然に溢あふれ出る好感度。「次世代の勇者業界をしょって立つのは君だ！」次々と握手を求める偉い人たち、そして泣き崩れるリア充勇者たち……。


    　いつの間にかイメージトレーニングは単なる夢想へと性質を変えている。


    　うつらうつらしながら、ニタニタと爽さわやかさの欠片かけらもない笑みを浮かべるルディ。そんなルディを現実に引き戻したのは野太い叫び声だった。


    「ウホッ！　ウホッ」


    　ノリオだ。臭においをたどって来たのだろう、あるのかないのかわからない小さな鼻をクンクンとさせながら、ルディに近づく。


    「ウホッ、オイ、オマエ、ニヤニヤ野郎、オマエ」


    「なんだよ。こっちは忙しいんだよ」


    　ノリオは親しげにルディの肩に手をのせる。その短い手を払いのけるルディ。そのとき、ルディはノリオの手にノートの切れ端はしのようなものがくしゃくしゃに握られていることに気がついた。


    「それ手紙か？」


    　大きくうなずくノリオ。


    「ウホ。ノリオ、オツカイ。女、タノンダ」


    　ノリオはそう言うと、手にしていたノートの切れ端を賞状でも授与するかのように開く。近いと読みづらいのか手をピンと伸ばし目一杯離す。ノリオ、もしかして老眼なのか……？


    　ノリオはおっさんぽく「ウウン」と野太い咳せき払ばらいをすると、切れ端に書かれた内容を読み上げはじめる。


    



    　ルディヘ


    　エー、エー、ネネ……ダヨ。


    　……デ……ゴメン……ハ……エー、ウホ。


    　……ノ……ガ……セタラ……ウホ。マア、エー、ウホ。


    　ノリオ……カワイイ。トテモ、カワイイ。


    



    「読めないのかよ！　無理してんじゃねーよ」


    　ルディはノリオから切れ端をひったくる。


    　お世せ辞じにも上手とは言えない文字が並んでいる。どうやらネネからのようだ。


    



    　ルディヘ


    　ネネだよ。


    　急でごめんね。どこに行ったかわかんなかったから、なんとノリオに臭いで捜させたのさぁ。


    　ルディの靴くつ下した嗅かがせたらノリオのテンションがすごく下がったけど、なんとか機嫌を戻させたのさぁ。とにかくノリオがいてくれてよかったさぁ。


    　そんなことより大変なの！


    　ナディちゃんのお店がなんか襲おそわれちゃってるのさ！


    　なんかまたナディちゃんのレシピ盗んで、今度はあのカレー作っちゃったらしいの！


    　なんか腐った死体がいっぱいで取り囲んで、ナディちゃんも店の中に取り残されちゃってるっぽいさぁ。


    　いま私たちも向かってるけど、なんかすごい数らしいから、ルディにも助けに来てほしいのさぁ。


    　ナディちゃんがピンチなのさぁ。おわり。


    



    「俺、携帯持ってるんだけどな……」


    　ノリオを使って捜させたことが、さも名案であるかのように書かれているが、普通に電話してくれればよかったんじゃないのか……。


    　そんなことはさておき、手紙によると、ナディーネの働く異い民たみが大変なことになっているようだ。


    　──どうする？


    　ルディは心の中で自分に問いかける。


    　ここで助けに行ったら最終面接に間に合わない可能性が高い。


    　ネネは大げさに手紙なんて書いてよこしたが、本当は大したことないのかもしれない。ルディが助けに行かなくてもなんとかなるかも……、もしかしたら、こうしてるうちに、無事に解決しているかもしれない。


    「ウホ、ギャラ、アマイノ、クレ」


    　ノリオの声でルディの思考が妨さまたげられる。手を突き出し、甘味を要求するノリオ。


    「ちょっと静かにしてろ」


    　ルディはその手を払いのける。


    「アマイノ！　オイ！　アマイノヨコセ！」


    「うるさいぞ！　痛いのを喰くらいたいか！」


    「人間、ウソツク、ノリオ、ウソ、ナイ、人間、自然、コワス。ノリオ、コワサナイ、人間ノ欲、ドコマデモ……」


    「それっぽいこと言ってんじゃねーよ！　自然破壊はいま関係ねーよ！」


    　イライラからついノリオと揉もみ合いになってしまう。暴れるノリオをヘッドロックで締め上げるルディ。


    　──こんなときになにをやっているんだ。


    　ルディは呼吸を整え乱れた服を直す。


    　そのときルディの視界にフワフワとした物が……。


    　ナディーネから貰もらったツノウサギの尻尾しつぽだ。服の内側に下げていたのだがノリオと揉もみ合いになったときにはみ出てしまったようだ。


    　そのウサギの尻尾を見つめながらルディは考える。


    　仲間のピンチにかけつけない勇者。そんなものに自分はなりたかったのか。


    　ルディは人の成功を妬ねたむ。人の悪口を言う。よく知りもせずに見下す。その上、すかしているのにスケベでもある。


    　しかし勇者としての最後の正義感は捨ててはいなかったはずだ。


    「ウホッ！　ウホッ！　アマイノ。ウホッ！　サギ！　サギシ！」


    　ノリオの怒りの咆ほう哮こうを聞き流し、ルディは走り出す。店を飛び出し、ナディーネの元へと急ぐ。なにも今日じゃなくてもいいだろうに。まったくツキがない。


    　──ウサギの尻尾、どこがラッキーアイテムなんだよ。


    　ルディは走りながら自じ嘲ちようする。


    　それに異い民たみもなにやってるんだ。なにもあのカレーのレシピを盗まなくても……。チャーハンが当たって欲をかいたといったところか。馬ば鹿かなことをしてくれる。ルディは走りながら小さく舌打ちする。安易に流は行やりに乗っかりたいだけでモンスター飯めしに手を出すからこんなことになるのだ。雑なモンスター飯は身を滅ぼすのだ。
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    　ナディーネの働く異世界系飲食店『異民』の前はアンデッドでごった返していた。いつものお客さんたちとは違い、もちろん行列など作ってくれない。店を取り囲む腐った死体、窓から飛び込むゾンビ犬たち、裏口もびっしりとアンデッドで埋め尽くされている。


    「ルディ、こっちさぁ！」


    　ネネが両手をぶんぶん振りながら飛び跳ねている。


    　ヴォルフとクリストフの姿も見える。


    　周囲にはかなりの数の腐った死体が倒れている。


    「とにかく数が多くてキリがないね」


    　クリストフはヤレヤレと腕を広げて見せる。


    「ナディーネは？」


    　ルディの問いにクリストフが答える。


    「従業員たちを守りながら、店の二階に立てこもって、頑張っているらしいね。早く助けてあげたいんだけど、一階はもう腐った死体と腐ったワンちゃんでぎっしりらしいよ。なにか作戦を……って、おいおい！」


    　ルディはすでに走り出していた。


    　愛用のロングソードを鞘さやから抜くと、入り口近くの腐った死体を一撃で斬きり捨てる。


    　その断末魔がさらに仲間を呼び寄せる。店内からぞろぞろと出てくるアンデッドたち。それをルディはばっさばっさと斬り続ける。しかし倒れてできたスペースをすぐに新手が埋めてしまい、ルディを囲むようにわらわらと群がる。


    「くそっ」


    　無我夢中で飛び込んでしまったが、さすがに無謀だったか……。かすかな弱気がルディの心に芽生えたときだった。


    「こうなったら大暴れなのさぁ！」


    　ネネがルディを囲もうとしていた群れの一角をモーニングスターで吹き飛ばした。


    「やれやれ。作戦はなしか……。もっとスマートにいきたいものだけどね」


    「仕方ないよ。ドジだけどまっすぐなのがネネのいいところだし」


    　ぼやきながらもそれに続くクリストフとヴォルフ。


    　──四人ならなんとかやれる。


    　ルディたちは立ちふさがる腐った死体たちを打ち据え、斬り捨て、二階へと続く階段へと向かう。


    「ルディ！」


    　二階からナディーネの声がする。


    　それと同時に炎に包まれながら階段を転げ落ちてくる腐った死体。


    　ナディーネはどうやら無事のようだ。


    　ルディは残った数体の腐った死体を斬り捨て、階段を駆け上がる。


    　テーブルと椅い子すでバリケードが作ってあるが、何度も襲撃を受けたのだろう、ぼろぼろで隙すき間まだらけになっている。その奥には怯おびえる店員たちが見える。


    　ナディーネはルディの姿を見ると安堵あんどの表情を浮かべたまま、へなへなとルディの胸の中に倒れ込んでしまう。


    「おい、大丈夫か」


    　ルディはナディーネを抱き留め身体からだをそっと支える。


    　ひとりで一般人を守っての奮闘、精根つき果てたのだろう。


    「ごめんね。今日は最終面接なのに」


    「まあ、別に……俺はいつでも合格できるし」


    　ルディは努めて余裕のある態度を作ってみせる。


    「こんなときまで強がらなくてもいいのに……本当にゴメン」


    「別にナディーネのせいじゃない。それに、まあ、……あれだ。仲間のピンチを救わないで、なにが勇者だってことだ」


    「──ありがとう、ルディ。嬉うれしいよ」


    　ナディーネはルディの胸に顔をうずめ、そっと腰に手を回す。


    　華きや奢しやで柔らかいナディーネの身体からだの感触が伝わってくる。


    「お、おい、やめろって。自分の職場だろ。ブラックバイトで疲ひ労ろう困こん憊ぱいっぽいバイト君がチラチラこっち見てるぞ」


    　ルディは急に照れくさくなって、ナディーネの身体を離す。


    　ナディーネの頬ほおも赤くなっている。


    「まだ間に合わないかな？　時間……」


    　ナディーネの言葉にルディは店内の時計に目をやる。正午を回ったところ、あと三十分で面接がはじまる。


    「まだ、こっちが片づいてねーし。厨ちゆう房ぼうのカレーをどうにかしないと、キリがないぞ」


    「でも……」


    「でもじゃない。死体どもを片づけて、後ろのやつらを避難させたら、厨房に向かってカレーの廃はい棄きだ」


    　階下を見るとルディたちが突破してきた道筋はすでにアンデッドで埋められている。


    　血路を開こうとルディは再び剣を抜く。


    　階段に向かって一歩踏み出そうとしたときだった。


    　肩をポンと叩たたかれる感触。


    　振り向くとクリストフが立っている。ネネ、ヴォルフの姿もある。


    　クリストフは先ほどまで振るっていたレイピアを軽やかに鞘さやに収めると、ルディに微ほほ笑えみかける。


    「聞かせてもらったよ。今日が面接だったんだね。もっと早くそれを教えてほしかったね」


    　ルディが最終面接に残ったことを知らせたとき、呪のろいの言葉と罵ば倒とうしか返ってこなかったから、日にちを教えたら邪魔でもされるんじゃないかと思ったからなのだが……。


    「冗談に決まってるでしょ。エリたんのライブでわかりあった仲じゃないか」


    　一番、本気っぽかったヴォルフさえ、ケロリとした顔で言う。


    「同じナディちゃんのご飯を食べてる仲間なのに、水臭くさいさぁ。ここは任せといてよぉ。ルディは面接に行ってきなぁ」


    　ネネの言葉にルディは戸惑いの表情を浮かべる。


    「……いいのか？　まだまだ数がいるぞ」


    「ルディくんが言ったんだろ。仲間のピンチを救わなくてなにが勇者だってさ」


    　クリストフはそう言うとキザっぽくウインクする。


    「おまえら……」


    　ルディは続く言葉が見つからなかった。


    　──仲間、か……。


    　ルディはこれまでコーポ勇者の同居人に友情や絆きずなを感じすぎないように努めてきた。お互い勇者、最終的にはライバルになるからだ。シェアハウス生活なんて、一時のこと。さっさと売れて卒業したい。そう思っていた。


    　それなのに、ひねくれた俺にこんなに温かい気持ちを持ってくれてたなんて……。


    　ルディは不覚にもまぶたが熱くなるのを感じる。


    「よし、もういっちょ打つか」


    　ヴォルフが愛用のひのきのぼうを両手で構えると、ルディを横目で見る。


    「ルディ！」


    　これまでより大きな声でルディの名を叫ぶ。


    「……お、おう」


    「ここは僕たちに任せて、お前は先に進め！」


    　びしっとルディに向け立てられるヴォルフの親指。


    　普段なら「ダサい」と悪態をつくところだが、いまは素直に受け止めることができる。


    　ならばあの言葉を言わねばなるまい。


    「……悪いな。これが終わったら一杯奢おごるぜ」


    　ヴォルフの眼鏡が窓から入る陽ひの光を受けてキラリと輝く。


    　輝きの残像を引いてくるりと背を向けるヴォルフ。


    　そのまま階段を勢いよく飛び降り、アンデッドで溢あふれかえった一階へと着地する。


    　殺到するアンデッドたち──。


    　しかしヴォルフの両手にはすでにひのきのぼうが握られている。


    「喰くらえっ、雷のごときひのきのぼうの連打を！」


    　二本のひのきのぼうが円の軌道を描く。ヴォルフのオタ芸より編み出した棒術、サンダースネーク＆ロマンスだ。


    　四方から襲おそいかかる腐った死体とゾンビ犬の攻撃を軽やかに回避しながら、ひのきのぼうを右へ左へと繰り出し続ける。右で腐った死体の脚を払い、左でゾンビ犬の牙きばをはね返す。


    　ヴォルフに続いてネネとクリストフも階段を下りていく。


    「おばあちゃんの手作りモーニングスターも喰らうのさぁ！」


    「バイトの女の子にもかっこいいとこ見せちゃおうかな」


    　ネネの元気一杯の声が響き、クリストフの欲望丸出しの声が続く。


    　──ありがとう。絶対に合格してみせるからな。


    　ルディはみんなが開いてくれた血路を走りぬけ、店の外へと飛び出す。


    　そのまま振り返ることなく最終面接会場へと走り続ける。


    　まだ間に合う。絶対にみんなの想いを無駄にはしない。


    　不思議なことに朝はあれほど緊張していたのに、いまはリラックスできている。自分には仲間がいる、そう思うと自信と勇気が身体からだの中から満ち溢あふれてくる。


    　指定された時間のジャスト五分前。ルディは無事に最終面接会場である高級レストランへと到着することができた。


    　庭つきの古い豪商の館やかたを改築した店内。おそらく料金は一回の食事でコーポ勇者のひと月分の家賃をゆうに超えるだろう。


    　いままでならこの豪華な調度品を見ただけで萎い縮しゆくしてしまったに違いない。しかし今日のルディはそうではない。仲間との絆きずながルディの背中を押してくれている。


    　いまなら自分の１００％、いやそれ以上が出せる。そんな確信がある。


    



    　──なぜなら、ルディ・シュミットは勇者であるからだ。


    



    　重要な場面でこそ、そして相手が強大であればあるほど、仲間の想いもすべて受けとめて、全力を超える力を出す。それが勇者なのだ。


    　ルディは息を整え、びしっと親指を立てて、サムズアップする。恥ずかしくてその場では返せなかったが、ヴォルフへの返礼だ。


    　目の前には特別室の分厚いドア、ルディはノックして室内へと歩を進める。


    　その背中は颯さつ爽そうとした勇者らしいオーラをまとっている──。
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    ──勇者ルディ・シュミットは、最終面接に落ちた。
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    「ルディ、ちょっとぉ!!　なんで落ちるのさぁ！　あの展開で落ちるってありえないよ。ルディ、すごいカッコいい感じで店を飛び出したよねぇ。あれは受かる人のダッシュだったさぁ。あれで落ちるって、どうかしてるのさぁ！　やめてよぉ！　落ちないでよぉ！」


    　コーポ勇者の庭ではナディーネの無事を祝って、そしてルディの残念会を兼ねたバーベキューが行われていた。もちろん、食材にモンスターは使用しない。あんなものはよほどの事情がなければ食べるものではない。


    「私たちの友情はどうなったのさぁ。ルディのためにみんなで道を作って、私たち決まってたのさ！　なのに落ちるって、まったくルディはなに考えてるのさぁ。落ちないでよぉ！」


    　ネネはこんがりと焼けたソーセージにマスタードを塗りながら、同時にずけずけと人の傷口に塩を塗り込む。


    「……仕方ないだろ。相手が悪かったんだよ」


    「せっかく〝ここは僕たちに任せて、お前は先に進め！〟を言ったのに、僕のかっこよさが帳消しになっちゃうんだよね。僕のビシッとした親指を返してほしいくらいだ」


    　ヴォルフまで……。別に親指なくなってないだろ。


    　あれほど感謝していたルディだったが、落ちたいまとなってはそんな気持ちはどこかへ吹き飛んでしまっている。


    「そもそもあれ、かっこよくないと思うぞ。むしろダサい」


    「嘘うそだ！　かっこいいよ！　ルディが落ちなきゃバッチリ決まってたよ！」


    「決まってねーよ、いま考えるとむしろあれのせいで調子悪くした気すらする」


    「なにをっ、そんなこと言うと、二度と先に進ませてあげないぞ！」


    　睨にらみ合うルディとヴォルフ。バーベキューの鉄板を挟んで一触即発だ。


    　慌あわててナディーネが割って入る。


    「ルディもヴォルフも楽しくやろうよ。私は最終面接まで行っただけでも立派だと思うな。ツキがなかっただけだよ」


    「……まあ、コネっぽい奴やつらばっかりだったしな」


    　ルディの言葉は微妙に歯切れが悪い。


    



    　──不合格の理由。それはコネではなかった。


    　明らかに他の候補者が優秀すぎたのだ。


    　候補者たちはルディが想定していたよりもはるかに爽さわやかで、はるかにコミュニケーション能力が高かった。


    　爽やかライバル勇者たちはルディの姿を認めると爽やかに挨あい拶さつをし、お互いの健闘を誓い、握手を求めてきた。ルディもできるだけ爽やかな笑顔を浮かべながら握手をするが……。


    　このとき、漠然とした不安がルディの胸に去来していた。


    　そして、その不安は的中したのだった。


    　爽さわやかライバルたちと挨あい拶さつを終えたころ、ついに審査員たちが部屋へと入ってくる。


    　背筋を伸ばし、元気よく審査員ひとりひとりに挨拶する爽やか勇者たち。そしてドアの前に立つ新米スタッフと思おぼしき青年にも駆け寄ると、「今日はよろしくお願いします」と次々と頭を下げた。


    　それは〝下っ端ぱスラッシュ〟じゃないか！


    　まさか先に〝下っ端スラッシュ〟を繰り出されるとは！


    　ルディの背中を冷や汗がつたう。


    　こうして完全にパニック状態で会食を兼ねた最終面接が始まってしまったのだ。


    　次々と運ばれる豪華な料理。慣れないコース料理にルディのパニック度合いはさらに深刻化する。どうやって食べるべきなのか……、ルディは横目でライバル勇者の様子をうかがう。


    　爽やかな勇者はささっとパテみたいなものをナイフで切り、ソースをそっとのせて……。


    「わー、美お味いしいですね！」


    　うおいっ！　それは〝さみだれリアクション〟じゃないか！　まさかここでも先を越されるとは！　不覚だ……。食べ方を気にしたせいで一歩遅れてしまった。


    「いやー、田舎いなかの母にも食べさせてやりたいですよ」


    　そこからの〝親デイン〟まで炸さく裂れつさせるか！


    〝親デイン〟とは、親孝行という非の打ち所のない美徳を出して自己アピールする親属性の必殺技だ。……ついさっきそう名づけたばかりだが。


    　この爽やか野郎ども、〝下っ端スラッシュ〟も〝さみだれリアクション〟も〝親デイン〟までも……。機先を制され、ルディの全身から力が抜けていく。ルディにはその後の記憶はほとんどない。


    



    「結局はコネに負けたな。本当にコネってクソだな」


    　ルディは自らの記憶を塗り替えるように今度ははっきりと憎まれ口を叩たたく。


    　残念ながら誰も聞いていなかった。


    　みんな普通にバーベキューに夢中になっている。


    　──おのれ。おまえら売れても奢おごってやらないからな。


    　ブツブツとひとり恨み言を呟つぶやくルディ。その肩にクリストフが手を回す。


    「まあまあ、済んだことは忘れるのが一番さ。いまは楽しみなよ」


    　クリストフはそう言いながら、網の上でキノコを転がしているが……。


    「おい、クリストフ。それは食べるタイプのキノコだろうな」


    「嫌いやだなぁ。バーベキューだよ。普通のキノコに決まってるじゃないか」


    「じゃあ、そのホイルで蒸し焼きにしている見慣れない草はなんだ？」


    　網の上でじっくりと蒸されているホイルからはみ出す怪しげな草。特徴のある香りの煙が漏もれている。とても野菜には見えない。


    「あー、これね。アロマだよ。広い意味でのね」


    　クリストフはその煙を吸い込むとうっとりとした表情になる。


    「広い意味が広大すぎるんだよ！　とにかくバーベキューで怪しげなものを加熱処理するな！」


    　結局いつも通りの不毛な争い。あのとき、確かめ合った絆きずなが嘘うそのようだ。


    「大人しく食べられないの？　……無駄に元気すぎ」


    　アーニャがその様子を横目で見ながら、ぼそりと呟つぶやく。


    　そんなアーニャに今度はネネが噛かみつく。


    「そういえばっ！　アーニャちゃんはどこ行ってたのさぁ。ナディちゃんのピンチにっ！」


    「……現場に行けばいいってもんじゃないから」


    「じゃあ、なにしてたのさぁ」


    　ネネはアーニャを睨にらみつける。掴つかみかからんばかりの勢いだ。


    「……裏工作」


    　アーニャは事件が起こった直後、すぐに異い民たみのオーナーに連絡を取ったらしい。この事件が異民の新メニューが原因とバレれば店の評判は地に落ちること、自分であれば腕利きの勇者を迅速に派遣して、騒ぎを最小限で食い止められることをＰＲし、レシピを作ったのはナディーネであるが、この事件でなんら責任を負う必要がないことも約束させたらしい。


    「……コーポ勇者全員の家賃三か月分で手を打ったよ」


    　アーニャはもっと取れると思っていたのか、なんだか不満げな表情だ。


    「アーニャちゃんッ！　ありがとう」


    　ネネがアーニャの胸に飛び込み、熱烈に抱ほう擁ようする。掴みかからんばかりの勢いからの熱烈な愛情表現。絵に描いたような変わり身の早さだ。


    　いつの間にかルディの傍かたわらにナディーネが寄り添うように立っている。じゃれるネネと迷惑そうなアーニャ、そんな姿を眺めながら、ニコニコしている。


    「みんなで一緒って、やっぱり楽しいね」


    「まあな」


    「こんな日々がいつまでも続くといいね」


    　ナディーネが身体からだを寄せ距離がさらに近づく。


    「それはダメだろ。いつまでも続くってことは、いつまでも売れないってことだからな」


    「そ、そうだね。私も頑張るね。ルディにも負けないよ。立派な勇者になるんだから！」


    　ナディーネはキラキラと目を輝かせる。純粋なナディーネを見ていると、オーディションに落ちて以来、より一層くすんでいたルディの心にも熱いものが蘇よみがえってくる。


    　──幼いころから夢見た一流の勇者になってやる。魔王城を見つけてフレイズと肩を並べる存在になってみせる。


    「私も負けないよ。いつかすっごいお宝をゲットしてみせるのさぁ。まずは栄養補給なのさぁ」


    　ネネは鉄板の上でこんがりと焼けている一番大きな肉をトングで取り、自分の皿へと載せる。それをまるでそういう作業分担であるかのようにテンポよく、ノリオが奪い取った。


    「あーっ、返せっ！　私のお宝をっ！」


    「食イ物、油断スル。盗マレル。野生ノ掟オキテ」


    「ノリオは野菜食べてなぁ！　返すのさぁ」


    「ウホッ、ノリオ、肉ヲ好ム、勇敢ナ、雄オスハ、コレステロール、恐レナイ、恐レル、プリン体ノミ」


    　ノリオは肉を咥くわえたまま、猛烈な勢いで逃げ去る。


    　ネネがそれを追いかけるが、体形に似合わずノリオは素早い。右へ左へと急旋回を繰り返し、リビングへと逃げ込む。


    「逃がさないさぁ。ノリオどこに隠れてるのさ！」


    　ネネもそれを追ってリビングへと消えていく。ノリオが咥えた肉を取り返してどうするつもりなんだ……。まさかそれを食べるつもりなのか？　モンスターから肉を奪い返す勇者、そんな勇者が売れるとはとても思えないのだが……。


    　ともあれ、そんなネネを眺めているだけでもなんだか楽しい気分になる。ナディーネの言うとおり、シェアハウスも悪くない。


    「しょうがないな。俺が売れたら飯めしくらいは奢おごってやるか」


    　いつもの調子を取り戻し、ルディはふてぶてしい笑みを浮かべる。


    「そうだね。ルディはまず家賃払わないとね」


    　ナディーネがそれを受けて笑顔で言う。


    　ルディはその言葉を聞こえなかったことにしたのだった。
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    　ノリオはいまだネネに捕まってはいなかった。


    「ノリオどこいったのさぁ」


    　ノリオの頭上でネネの声がかすかに聞こえる。


    　しかしノリオはもちろん返事などしない。


    　ネネからすると追いかけっこの途中、忽こつ然ぜんとノリオが姿を消したように見えただろう。


    　人間は知らないノリオだけの秘密の場所──。


    　ノリオはリビングの真下に隠れていた。リビングの螺ら旋せん階段はそのまま地下深くへと続いている。ノリオは階段の床を外し、地下へと逃のがれたのだ。


    　コーポ勇者の住人は地下があることすら気がついていない。


    　ノリオからすると人間は目に頼りすぎている。だから簡単な隠し階段すら気がつかないのだ。それに空気の流れに鈍感だ。


    　ノリオは人間に比べると遥はるかに繊せん細さい。かすかな空気の澱よどみを感じ取り、ここを発見したのだ。


    　地下深くから立ち上る湿気。人間には不快なものらしいが、ノリオには心ここ地ちよい。


    　ノリオは螺ら旋せん階段の中腹に腰を下ろし、奪い取った厚切り肉を堪能していた。


    「ノリオ、怒ってないから。あんまり殴らないから出てきなぁ」


    　ネネの声が近づく。ちょうどノリオの真上だ。ノリオの座る螺旋階段。それはリビングのそれではなく、その地下へと続く螺旋階段だった。


    「……肉、ウマイ、ココ、落チ着ク」


    　ノリオの声が壁にあたって反響する。


    　ノリオの眼前の壁には奇怪な彫刻が施ほどこされている。いずれも様々なモンスターが人間を喰くらう姿。人間にとっては見るだけで寒気を覚えるような光景であるが、ノリオの食欲をいささかも減退させるものではない。


    　──ノリオは本能で理解している。


    　ここが自分の父であり、同時に母でもある偉大なる存在の住すみ処かであったことを。そしてその偉大なる存在は勇者と称する人間との戦いによって、姿を消してしまったことを。


    　──ノリオは本能で理解している。


    　しかし偉大なる存在は完全に消滅したわけではないことを。その魂はすでに新たなる肉体へと宿っていることを。そしてノリオがこの場所に惹ひきつけられたように、偉大なる存在もこの地への帰還を果たしていることを。


    「魔王、マダ幼イ、時間必要。ノリオ、我慢強イタイプ。イマハ腹ゴシラエ」


    　ノリオは頭上で右往左往する五人の勇者と新たなる王の気配を感じながら、ペロリと肉を平たいらげるのであった。

  


  
    　あとがき


    　はじめまして、もしくはご無沙汰しております。川かわ岸ぎし殴おう魚ぎよです。「人生　第10章」から七か月。なんとか新作をお届けすることができました。


    　ライトノベル作家がシリーズとシリーズの間、なにをしているかと言いますと、……なんと寝ています！　となれば楽チンなのですが、寝ているわけではないです。企画を練り、プロット（お話を書く際の設計図のようなもの）を作り、それを編集部に提出してはボツに、提出してはボツに、を繰り返しているのです。繰り返しているうちに頬ほおはこけ、目は落ち窪くぼみ、精神がすさみ、世を恨うらむようになります。もうね、誰でも憎くなります。仔犬ですら憎たらしいです。食事も喉のどを通りません。おかゆですら重いくらいです。からあげくんは不思議と喉を通ります。


    　そうなってくると、なにがおもしろいのか、よくわからなくなってくるわけです。もはやライトノベルがなんなのかすら判断できなくなり、その結果、ただ食べ歩きをするグルメ本の企画を提案したりしてしまいます。


    　そんな危機を乗り越え、なんとか企画にＯＫをもらえると、今度はプロットの作業へと入ります。ストーリーとキャラクター、その他諸々、担当編集の岩いわ浅あささんと二人三脚で練りこむわけです。この作業もなかなか時間がかかります。たとえばタイトルひとつ決定するためにも、多数の候補を出すのです。


    　というわけで、ボツになったタイトル案の一部をご紹介しましょう。


    　見よ、これがボツタイトルだ！


    「おお、勇者よ！　共に住むとは楽しそう」、「おお、勇者よ！　シェアハウスとはつつましい」、「部屋いっぱいの勇者」、「無職、ときどき勇者」、「現実は　勇者たちが　みがまえるまえに　おそいかかってきた」、「現実があらわれた！　勇者たちはにげだした」、「勇者、平日に休む」、「勇者、午後に起きる」、「ごろごろ勇者」、「大勇者時代の終わり」、「勇者は足元を見つめ直さない」、「勇者がぎっしりつまったお部屋です」、「部屋中勇者まみれ」、「Ｒ.Ｐ.Ｇ（六人でパーティーみたいな合同生活）」、「最近の勇者事情」、「勇者たちは足元を調べた。しかし仕事は見つからなかった。」、「ミス！　勇者は現実を見ていない」、「リビングは勇者まみれ」、「こじらせ勇者のつつがある日々」、「剣と魔法と生活苦」、「剣と魔法と家賃滞納」、「剣と魔法と住環境」、「貧の勇者とシェアハウス」、「目覚めよ、勇者。戦え、現実と。」、「目覚めよ、勇者。見つめ直せ、生活。」、「勇者はなかまをよんだ。部屋が勇者だらけになった」、「勇者よ、剣を取り、仕送りをねだれ。」、「勇者よ、剣を取り、仕事を探せ！」、「勇者あまってます！」、「勇者のリアル～スライムを倒しても食っていけない～」、「勇者、勇者って、ただの無職でしょうが！」、「勇者の巣窟」、「ゴミ勇者屋敷」、「住の勇者～バトルオブ生活～」、「ガンガン住もうぜ！　～シェアハウス　for　勇者」、「家賃だいじに～シェアハウス　for　勇者」、「レジェンド・オブ・シェアハウス　勇者と大地と生活苦」、「勇者がシェアハウスするとはなにごとだ！」、「勇者たちは　せいかつに　おわれている」、「コーポ勇者　敷０礼０勇６」、「シェアハウス・オブ・ファンタジア　ペット不可　勇者可」、「レジェンド・オブ・シェアハウス　敷０礼０勇６」、「勇者はシェアハウスした　生活費が　５さがった」、「まだ　冒険を　つづけられる　おつもりか？　本当に？　もうやめたら？」、「現実があらわれた！　勇者たちはにげだした。しかしまわりこまれてしまった。」


    　……字が一杯で読みづらいでしょうから、これくらいに。


    　ざっと見直してみると、全体的にタイトルなのにボケようとしすぎですね。なんかあざといです。「どうにかして売れたい！」「頼む、頼むから買ってくれ！」って気持ちが、タイトルからも透けて見えます。そりゃ売れてほしいんですけどね。必死な感じが出ちゃったらマズいですね。やっぱり「勇者と勇者と勇者と勇者」がしっくりときます。


    　とにかく、そんなこんなで精神的な危機や、グルメ本出版への誘惑、ボケすぎタイトルなど様々な困難を乗り越え、ようやくお届けする「勇者と勇者と勇者と勇者」、楽しんでいただけると嬉しいです。


    



    　あとがきの定番、謝辞に。


    　まずはイラストを担当していただいたすまき俊しゆん悟ごさん。すばらしいイラストありがとうございます！　と言ってみたものの、まだあとがきを書いている時点ではイラストはラフの一部しか拝見していないのです。でも、きっと素敵なイラストができあがっているはずです。


    　読者のみなさまはこのあとがきを読む前にすでにイラストを堪たん能のうされていることでしょう。いいなあ。僕も早く見たいものです。キュートなんだろうなあ。それでいてポップなんだろうなあ。あまつさえチャーミングなんだろうなあ。できあがり次第、視力の限界まで眺め続ける予定です。


    　担当編集の岩いわ浅あささん。本当にお疲れ様でした。今回もとってもお世話になりました！　


    　前シリーズの途中から担当してもらったため、企画から一緒にやらせていただくのは今回がはじめてなのですが……。いやー、ガンガンやっていただきました。


    　直したなあ……原稿。提出した原稿に赤のボールペンでチェックが入って戻って来るんですけど、赤かったな……。牛の前にかざしたら、興奮して突進されるくらい赤かったです。本当に大変だったかと思います。懲こりずに、次もよろしくお願いします。


    　そして読者のみなさま。企画、プロットからはじまるこのお仕事ですが、みなさんに読んでいただけることで完了となるわけです。読まれなければ意味ないですからね。「勇者と勇者と勇者と勇者」を手にとっていただき、本当にありがとうございます！　この本を読んでいる時間が、楽しいひとときであれば僕は最高に幸せです。できれば次の巻のあとがきでまたお礼を述べさせていただければ幸いです（二巻も買ってね！　の婉曲表現）。


    　読売中高生新聞さまにて連載中の「人生ぷち」もよろしくお願いします～！

  


  
    川岸殴魚


    Ougyo Kawagishi


    



    ここでキーワードの発表です。一巻のキーワードは「か」。最終巻までのキーワードを書いて、僕にメールかツイッターで送ってくれたら、プレゼントを！ 賞品はキーワードそのもの。一巻で終了の際は「蚊」を送ります。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    勇者と勇者と勇者と勇者
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